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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ネットワーク機器に備わる１以上の機能を実行し、自身が備えられる通信装置に依存す
る機器依存部と、
　前記ネットワーク機器に備わる機能毎に設けられ、自身が備えられる通信装置に依存し
ない複数の機器無依存アプリと、
　前記機器依存部と前記機器無依存アプリとを接続するインタフェースと、
　を備え、
　前記インタフェースを介して、前記機器無依存アプリと、他の前記機器無依存アプリと
は通信する、通信装置。
【請求項２】
　前記インタフェースは、前記通信装置のミドルウェアに備えられることで実現され、
　前記ミドルウェアは、前記機器無依存アプリ同士の通信のみならず、前記機器依存部と
前記機器無依存アプリとを通信可能に接続する、
　請求項１に記載の通信装置。
【請求項３】
　前記機器無依存アプリは、複数の通信装置に共通した機能である基本機能と、個々の通
信装置に対して前記基本機能に含まれない機能を追加するために付与される複数の拡張機
能と、を有し、
　前記インタフェースは、前記基本機能に備えられることで実現される、
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　請求項１に記載の通信装置。
【請求項４】
　一の拡張機能と、他の拡張機能、他の通信装置又は前記機器依存部を構成するソフトウ
ェア又はハードウェアによって実現される機能と、は前記基本機能を介して接続される、
　請求項３に記載の通信装置。
【請求項５】
　請求項１に記載の通信装置を用いた通信方法であって、
　前記通信装置が、前記複数の機器無依存アプリに含まれる任意のアプリケーションを実
行することで、前記ネットワーク機器に備わる各ハードウェアを動作させる、
　通信方法。
【請求項６】
　コンピュータを、請求項１に記載の通信装置に備わる各機能部として機能させるための
通信プログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、通信装置、通信方法及び通信プログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　ネットワーク機器、例えばアクセスのネットワーク機器であるＰＯＮ（Passive Optica
l Network）では、準拠する標準化の規格の世代の変化により、新世代の機器を調達する
際に、前世代の機器開発での資産を活用することができなかった。
【０００３】
　新世代の機器を調達する際に、前世代の機器開発での資産を活用することができない場
合、初めから機器開発しなおす大規模な再開発（二重開発）となる。また、機器調達不能
となるリスクを回避するため、複数ベンダから機器を調達する必要があるが、準拠する標
準規格に規定されていない部分はベンダ依存性があるため、同世代の機器でも二重開発と
なる。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【０００４】
【非特許文献１】ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｇ．９８９．３
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明は、ネットワーク機器において汎用性を高めることによって開発コスト又は調達
コストを低減することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　ネットワーク機器を構成する機能同士が密結合で、アプリケーションプログラミングイ
ンタフェース（ＡＰＩ：Application Programming Interface）等の入出力インタフェー
ス（ＩＦ：Interface）が不明確なアーキテクチャから脱却するために、準拠する規格、
世代、方式、システム、機器種別、製造ベンダの少なくともいずれかに関して依存性の低
い機能モジュールと入出力ＩＦを定義することで、少なくとも一部の機能モジュールの汎
用性・移植性・拡張性を高めて、準拠する規格、世代、方式、システム、機器種別、製造
ベンダの少なくともいずれかが異なる機器間での共用や独自機能の追加を容易とすること
で、二重開発の低減、開発コストや調達コストの低減や差異化サービスのタイムリーな提
供を可能とする。
【０００７】
　本発明の一態様は、ネットワーク機器に備わる１以上の機能を実行し、自身が備えられ
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る通信装置に依存する機器依存部と、前記ネットワーク機器に備わる機能毎に設けられ、
自身が備えられる通信装置に依存しない複数の機器無依存アプリと、前記機器依存部と前
記機器無依存アプリとを接続するインタフェースと、を備える通信装置である。
　本発明の一態様は、上記の通信装置であって、前記インタフェースは、前記機器無依存
アプリと、他の前記機器無依存アプリ又は他の通信機器又は前記機器依存部を構成するソ
フトウェア又はハードウェアによって実現される機能とを接続するインタフェースである
。
　本発明の一態様は、上記の通信装置であって、前記インタフェースは、前記通信装置の
ミドルウェアに備えられることで実現される。
　本発明の一態様は、上記の通信装置であって、前記機器無依存アプリは、複数の通信装
置に共通した機能である基本機能と、個々の通信装置に対して前記基本機能に含まれない
機能を追加するために付与される複数の拡張機能と、を有し、前記インタフェースは、前
記基本機能に備えられることで実現される。
　本発明の一態様は、上記の通信装置であって、一の拡張機能と、他の拡張機能、他の通
信装置又は前記機器依存部を構成するソフトウェア又はハードウェアによって実現される
機能と、は前記基本機能を介して接続される。
【０００８】
　本発明の一態様は、本発明に係る通信装置を用いた通信方法であって、前記通信装置が
、前記アプリ群に含まれる任意のアプリケーションを実行することで、前記ネットワーク
機器に備わる各ハードウェアを動作させる。
【０００９】
　本発明の一態様は、コンピュータを、本発明に係る通信装置に備わる各機能部として機
能させるためのプログラムである。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、機能モジュールと入出力ＩＦを定義し、汎用性・移植性・拡張性を高
めて、開発コストや調達コストを低減することが可能になる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】実施形態１の通信装置のアーキテクチャの一例を示す。
【図２】本発明の実施形態に係る通信システムの一例を示す。
【図３】実施形態２の通信装置のアーキテクチャの一例を示す。
【図４】実施形態３の通信装置のアーキテクチャの一例を示す。
【図５】実施形態４の通信装置のアーキテクチャの一例を示す。
【図６】主要な８機能とその周辺の一例を示す。
【図７】ＰＯＮ主信号処理機能の一例を示す。
【図８】ＰＯＮアクセス制御機能の一例を示す。
【図９】Ｌ２主信号処理機能の一例を示す。
【図１０】保守運用機能　（１）装置設定・管理の一例を示す。
【図１１】保守運用機能　（２）低速監視・試験の一例を示す。
【図１２】保守運用機能　（３）高速監視・制御の一例を示す。
【図１３】ＰＯＮマルチキャスト機能の一例を示す。
【図１４】省電力制御機能の一例を示す。
【図１５】周波数／時刻同期機能の一例を示す。
【図１６】プロテクション機能の一例を示す。
【図１７】機能群とソフト化可否の一例を示す。
【図１８】アーキテクチャのイメージであって、ソフト化対象機能を実装可能なアーキテ
クチャの例を示す。
【図１９】機能配備。
【図２０】各種ソフト機能の検証用に外部のサーバを用いる構成についての検討の一例を
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示す。
【図２１】ＯＳＵ、ＳＷのハードウェアブロック図を含むＯＬＴ構成（想定）の一例を示
す。
【図２２】Ｇ．９８９．３機能図との対応の第一例を示す。
【図２３】Ｇ．９８９．３機能図との対応の第２例を示す。
【図２４】従来と実施形態３のアーキテクチャの比較を示す。
【図２５】図３の構成を具体化した例を示す図である。
【図２６】図３の構成を具体化した例を示す図である。
【図２７】図３の構成を具体化した例を示す図である。
【図２８】図３の構成を具体化した例を示す図である。
【図２９】ＦＡＳＡアプリケーションを用いて書き換えた例を示す図である。
【図３０】ＦＡＳＡによる部品化の構成例を示す。
【図３１】ＦＡＳＡ基盤を汎用ハードウェアと外付ハードウェア部品に分割した例を示す
。
【図３２Ａ】アーキテクチャのイメージであって、ソフト化対象機能を実装可能なアーキ
テクチャの例を示す。
【図３２Ｂ】アーキテクチャのイメージであって、ソフト化対象機能を実装可能なアーキ
テクチャの例を示す。
【図３２Ｃ】アーキテクチャのイメージであって、ソフト化対象機能を実装可能なアーキ
テクチャの例を示す。
【図３３】機能配備。
【図３４】図３の構成を具体化した例を示す図である。
【図３５】図３の構成を具体化した例を示す図である。
【図３６】図３の構成を具体化した例を示す図である。
【図３７】図３の構成を具体化した例を示す図である。
【図３８】概念図。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下、本発明の実施形態について、図面を参照しながら詳細に説明する。なお、本発明
は、以下に示す実施形態に限定されるものではない。これらの実施の例は例示に過ぎず、
本発明は当業者の知識に基づいて種々の変更、改良を施した形態で実施することができる
。なお、本明細書及び図面において符号が同じ構成要素は、相互に同一のものを示すもの
とする。
【００１３】
（実施形態１）
　図１に、本実施形態１の通信装置のアーキテクチャの一例を示す。図に示すように、準
拠する標準や製造ベンダに依存する機器依存部１１０と、機器依存部１１０のハードウェ
ア（例えばハードウェア１１１及びハードウェア１１２）やソフトウェア（例えばソフト
ウェア１１３）の違いを隠蔽するミドルウェア１２０、機器に依存しない汎用のアプリで
ある機器無依存アプリ１３０を備える。機器依存部１１０は、ネットワーク機器に備わる
１以上の機能を実行する。機器依存部１１０は、自身が備えられる通信装置に依存する。
言い換えれば、機器依存部１１０は、他の通信機器との互換性が小さく、新たに製造され
た通信機器（特に、準拠する標準や製造ベンダが異なる機器）にはそのまま用いることが
できない。ミドルウェア１２０は、機器依存部１１０と機器無依存アプリ１３０とを接続
するインタフェースとして機能する。また、ミドルウェア１２０は、機器無依存アプリ１
３０に含まれる機能同士を接続するインタフェースとしても機能する。機器無依存アプリ
１３０は、自身が備えられる通信装置の情報処理装置によって実行される１以上のアプリ
ケーションである。機器無依存アプリ１３０は、複数の上記アプリケーションのまとまり
であるアプリ群として構成されてもよい。機器無依存アプリ１３０は、自身が備えられる
通信装置に依存しない。言い換えれば、機器無依存アプリ１３０は、他の通信機器との互
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換性が大きく、新たに製造された通信機器（特に、準拠する標準や製造ベンダが異なる機
器）にそのまま用いることができる。機器無依存アプリ１３０に設けられるアプリの具体
例として、ネットワーク機器における設定処理を行うアプリ、設定の変更処理を行うアプ
リ、アルゴリズム処理を行うアプリ等がある。ミドルウェア１２０と機器無依存アプリ１
３０は機器無依存ＡＰＩ２１で接続され、ミドルウェア１２０と機器依存部１１０のソフ
トウェア１１３及びＯＡＭ（Operations， Administration， Maintenance）１１４は機
器依存ＡＰＩ２３で接続され、ミドルウェア１２０とＮＥ管理・制御部は機器依存ＡＰＩ
２５で接続される。機器無依存アプリ１３０同士（例えば拡張機能Ａ１３１－１と基本機
能１３２）は必要に応じてミドルウェア１２０を介して接続される。図１ではＥＭＳ（El
ement Management System）１４０及び他装置１５０がミドルウェア１２０を介して機器
無依存アプリ１３０に接続している。ただし、ＥＭＳ１４０及び他装置１５０は必ずしも
ミドルウェア１２０を介して機器無依存アプリ１３０に接続している必要は無い。ＥＭＳ
１４０及び他装置１５０は、必要に応じてミドルウェア１２０に適宜接続していればよい
。また「ミドルウェア１２０経由で接続」と表現しているが、この表現は機器無依存アプ
リ１３０からみた視点での表現である。実際には、ハードウェアでの接続の後にミドルウ
ェア１２０を介して機能無依存アプリ同士が接続している。
　ミドルウェア１２０は、ＦＡＳＡアプリケーションＡＰＩ用ミドルウェア又はＦＡＳＡ
アプリＡＰＩ用ミドルウェアとして構成されてもよい。機器無依存アプリ１３０は、ＦＡ
ＳＡアプリケーション又はＦＡＳＡアプリとして構成されてもよい。それぞれの定義は後
述する。他装置は外部装置と同義である。
【００１４】
　どの機能を機器依存部１１０とするか、どの機能を機器無依存アプリ１３０とするかは
、ミドルウェア１２０や機器無依存アプリ１３０を実現するため処理からくる制限（例え
ば、ソフトウェアの処理能力からくる制限）と、機能の更新頻度や独自仕様等の実現等の
重要度と、に応じてすすめることで、機器無依存アプリ１３０による拡張機能（独自機能
）の柔軟・迅速な追加を容易にし、サービスのタイムリーな提供を実現する。例えば、主
信号の優先処理や回線の利用効率を向上するＤＢＡ等の更改頻度が高い又はサービス差異
化に寄与するものから順にすすめる。更に、共用化を図る機器の準拠する規格、世代、方
式、システム、機器種別、製造ベンダの少なくともいずれかに関する差異の隔たりが小さ
いものから機器無依存アプリ１３０とするのが好ましい。
【００１５】
　準拠する規格、世代、方式、システム、機器種別、製造ベンダの少なくともいずれかの
機能の汎用化をすすめるために、準拠する規格、世代、方式、システム、機器種別、製造
ベンダの少なくともいずれかで最適ではないが、共通のインタフェースとする。共通のイ
ンタフェースの中には、機器依存部１１０の準拠する規格、世代、方式、システム、機器
種別、製造ベンダによっては、使用しないインタフェースやパラメータを含んでいてもよ
い。図１、３の構成のミドルウェア１２０、図４、５の構成の機器依存部１１０のドライ
バ、図３、５の構成のベンダ依存アプリの少なくともいずれかに、インタフェースやパラ
メータ等を機器依存部１１０に対応するように変換する変換機能や、不足するインタフェ
ースやパラメータ等に対応して自動設定する機能を備えることが望ましい。
【００１６】
　図１では、機器依存部１１０は、下から準拠する標準や製造ベンダに依存するハードウ
ェア、ドライバ、ファームウェア、アプリケーション等の機器依存のソフトウェア１１３
で例示し、ハードウェアはＭＡＣ（Media Access Control）処理を行う「ハードウェア（
ＭＡＣ）１１２」とＰＨＹ（PHYsical layer）と呼ばれる物理層処理から光送受信関連の
処理までを行う「ハードウェア（ＰＨＹ）１１１」で例示している。機器依存部１１０の
ハードウェアは、これら以外に汎用サーバやレイヤ２スイッチ等を含んでいてもよいし、
逆にハードウェア（ＭＡＣ）を含まなくてもよいし、ハードウェア（ＰＨＹ）の一部を含
まなくてもよい。例えば、機器依存部１１０のハードウェアは、変復調信号処理、前方誤
り訂正（Forward Error Correction）、符復号処理、暗号化処理等の低位の信号処理を含
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まずに光関連の機能のみであってもよいし、ＰＣＳ（Physical Coding Sublayer）と呼ぶ
データを符号化する部分のみを含まなくてもよいし、ＰＣＳに加えて、データのシリアル
化を行うＰＭＡ（Physical Medium Attachment）を含まなくてもよいし、更に物理媒体に
接続するＰＭＤ（Physical Medium Dependent）を含まなくてもよい。機器依存部１１０
のハードウェアを、機器依存部１１０のソフトウェア１１３を介さずにミドルウェア１２
０から直接駆動・制御・操作・管理可能な場合は、機器依存部１１０のソフトウェア１１
３はなくてもよい。
【００１７】
　機器無依存アプリ１３０は、例えば、ＮＥコントローラ等のＥＭＳ１４０からの通信を
ミドルウェア１２０を介して受ける管理・制御エージェント１３３と、基本機能１３２と
、拡張機能（例えば拡張機能Ａ１３１－１、拡張機能Ｂ１３１－２、拡張機能Ｃ１３１－
３）である。基本機能１３２は、複数の通信装置に共通した機能である。拡張機能は、個
々の通信装置に対して基本機能に含まれない機能を追加するために付与される機能である
。但し、機器無依存アプリ１３０は、これらの全てを含まなくてもよいし、これ以上含ん
でいてもよい。例えば、拡張機能が不要である時は、拡張機能はなくてよい。拡張機能の
数も３以外でもよい。また、拡張機能は、他の機能に不要な影響を与えずに独立して追加
又は削除又は入替または変更が可能であることが好ましい。例えば、サービス上の要求に
合わせて、例えばマルチキャストサービス、省電力対応を拡張機能とする場合、その拡張
機能が必要になった時に適宜追加しても削除しても入替しても変更してもよい。
【００１８】
　基本機能１３２は、拡張機能の一部として含まれてもよいし、ミドルウェア１２０下位
で代替されてもよい。拡張機能が基本機能１３２を含む場合や、ミドルウェア１２０下位
が基本機能１３２を代替する場合や、それらの組み合わせである場合、機器無依存アプリ
１３０は基本機能１３２を含まなくてもよい。ＥＭＳ１４０からの通信を受けずに、予め
の設定に従って自動設定する場合、管理・制御エージェント１３３はミドルウェア１２０
を介してＥＭＳ１４０と入出力しなくてよい。更に、管理設定機能を管理・制御エージェ
ント１３３が備えず他の機器無依存アプリ１３０や基本機能１３２や機器依存部１１０が
備える場合は、管理・制御エージェント１３３も備えなくてもよい。逆にＥＭＳ１４０と
ミドルウェア１２０を介して各機器無依存アプリ１３０と入出力してもよい。
【００１９】
　機器無依存アプリ１３０はミドルウェア１２０を介して機器依存部１１０と入出力する
。機器無依存アプリ１３０は必要に応じてミドルウェア１２０を介して、相互に入出力す
る。特に、機器無依存アプリ１３０は、ＥＭＳ１４０からの入出力に応じた制御・管理す
る場合は、ＥＭＳ１４０と入出力する管理・制御エージェント１３３と入出力する。
【００２０】
　機器無依存アプリ１３０と機器依存部１１０との入出力は、例えば、ＤＢＡ（Dynamic 
Bandwidth Assignment）アプリ及びプロテクションアプリはＴＣレイヤのEmbedded OAM E
ngineと、ＤＷＢＡアプリ及びＯＮＵ登録認証アプリはＴＣレイヤのPLOAM Engineと、省
電力アプリはＯＭＣＩ（ONU management and control interface）及びＬ２機能と、ＭＬ
Ｄ（Multicast Listener Discover）プロキシアプリはＬ２機能と、低速監視アプリ（Ｏ
ＭＣＩ）はＯＭＣＩと、相互に情報を入出力する。ＯＭＣＩ及びＬ２機能は、ＸＧＥＭ（
XGPON Encapsulation Method）　Ｆｒａｍｅｒ及び暗号化を動作させる。
　ここで、ＤＷＢＡとＤＢＡを別としているが、一体であってもよく、ＤＢＡとＤＷＡの
組み合わせであってもよい。
【００２１】
　例えば、管理・制御エージェント１３３は保守運用機能のアプリであり、ミドルウェア
１２０を介してＮＥ管理・制御部におけるＥＭＳ１４０と相互に情報を入出力する。
【００２２】
　なお、機器無依存アプリ１３０の実装には優先順位を有していてもよい。例えば、管理
・制御エージェント１３３が最も優先される第１の優先順位である。第２の優先順位以下
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は、例えば、ＤＢＡアプリ、ＤＷＢＡアプリ、省電力アプリ、ＯＮＵ登録認証アプリ、Ｍ
ＬＤプロキシアプリ、プロテクションアプリ、低速監視アプリ（ＯＭＣＩ）の順である。
【００２３】
　機器無依存アプリ１３０は、機器のベンダ、方式、機器種別、機器の世代、例えばＩＴ
Ｕ－Ｔ　Ｇ．９８９シリーズに準拠するＴＷＤＭ－ＰＯＮ（Time and Wavelength Divisi
on Multiplexing - Passive Optical Network）とＩＴＵ－Ｔ　Ｇ．９８７シリーズに準
拠するＸＧ－ＰＯＮとＩＴＵ－Ｔ　Ｇ．９８４シリーズに準拠するＧ－ＰＯＮとＩＴＵ－
Ｔ　Ｇ．９８３シリーズに準拠するＢＰＯＮ、又はＩＥＥＥ８０２．３ａｖやＩＥＥＥ１
９０４．１等に準拠する１０ＧＥ－ＰＯＮとＩＥＥＥ８０２．３ａｈに準拠するＧＥ－Ｐ
ＯＮ等の差異の少なくともいずれかに依らずに動作するアプリであるが、拡張機能のアプ
リとして、機器無依存ＡＰＩ２１を介して、一部のベンダ、方式、種別、世代に備える機
能を駆動するためのアプリや、一部のベンダ、方式、種別、世代の装置のみに備える機能
を駆動するアプリを含んでいてもよい。
【００２４】
　管理・制御エージェント１３３は、ミドルウェア１２０と入出力する。ミドルウェア１
２０は、ＮＥ管理・制御部とＮＥ管理・制御情報を入出力する。ＮＥ管理・制御部は、ミ
ドルウェア１２０を介さずに、ＮＥ管理・制御情報をＥＭＳ１４０と直接やり取りしても
よいし、ミドルウェア１２０を介して管理・制御エージェント１３３を介してやり取りし
てもよい。ミドルウェア１２０は、機器無依存アプリ１３０と機器無依存ＡＰＩ２１を介
して入出力し、機器依存部１１０のＯＡＭやドライバ、ファームウェア、ハードウェアと
機器依存ＡＰＩ２３を介して入出力する。
【００２５】
　ミドルウェア１２０は入力を、そのまま又は所定の形式で出力する。例えば、出力先が
機器無依存アプリ１３０であれば、ミドルウェア１２０は、それぞれに入力する形式の機
器無依存ＡＰＩ２１の形式にする。出力先が機器依存部１１０のＯＡＭやドライバ、ファ
ームウェア、ハードウェアであれば、ミドルウェア１２０は、それぞれに入力する形式の
機器依存ＡＰＩ２３の形式に変換して、又は終端して所定の処理を施して入力する。ミド
ルウェア１２０は、入力の際に、それぞれの入力先に不要な入力情報は削除し、不足の情
報があれば、他の機器無依存ＡＰＩ２１や機器依存ＡＰＩ２３を介して収集して補足する
ことが望ましい。また、ミドルウェア１２０への入力の際に、ブロードキャスト又はマル
チキャストして、関連するアプリ等に同報することとしてもよい。
【００２６】
　図ではミドルウェア１２０や機器依存部１１０は単一で例示したが、それぞれ複数から
構成されていてもよい。機器依存部１１０のハードウェアに複数のプロセッサが含まれる
場合、ミドルウェア１２０はプロセッサやハードウェアをまたいでプロセッサ間通信等を
用いて入出力してもよい。機器無依存アプリ１３０間や機器無依存アプリ１３０をＤＬＬ
（Dynamic Link Library）のような実行プログラムとして、単一のプロセッサ上のユーザ
空間上に配置してもよいし、２以上のプロセッサ上のユーザ空間上に配置してもよい。ま
た、機器無依存アプリ１３０は、その入出力ＩＦを確保した上でカーネル空間に配置して
もよいし、ファームウェア等に独立に入替可能なＩＦを有するミドルウェア１２０ととも
に配置してもよいし、ファームウェア等に組み込んでコンパイルしなおしてもよい。機器
無依存アプリ１３０毎にユーザ空間やカーネル空間を任意の組み合わせとしてもよい。同
一の機能に対応する機器無依存アプリ１３０を、ユーザ空間とカーネル空間の両方で実装
可能としてもよい。この場合、例えば、切り替えていずれかを選択してもいいし、両方協
働して処理してもよいし、一方のみで実処理を行うとしてもよい。機器依存部１１０のソ
フトウェア１１３も同様である。
【００２７】
　望ましくは、主信号処理やＤＢＡ処理や低レイヤの信号処理のように高速処理が必要で
あるほど、拡張性・入替の即時性とトレードオフはあるが、オーバーヘッドが少なく高速
な処理が期待されるカーネル空間やファームウェアに組み込むことが望ましい。機器依存
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アプリの配置するプロセッサもプロセッサ間通信によるバスや速度等の制限、通信路の占
有等による他のプログラムへの影響の観点から、実処理を行うプロセッサ又はその近傍の
プロセッサのユーザ空間やカーネル空間やファームウェア上に配置することが望ましい。
但し、実処理を行うプロセッサ又はその近傍のプロセッサの能力を軽減するためにはプロ
セッサ間通信によるコミュニケーションコストは増大するが、遠隔のプロセッサで処理す
るとしてもよい。
【００２８】
　機器無依存ＡＰＩ２１は、後から追加する拡張機能を想定して、予めミドルウェア１２
０に備えることが望ましいが、必要に応じて、機器依存ＡＰＩ２３や他の機器無依存アプ
リ１３０の改変を抑制する形で追加・削除してもよい。
【００２９】
　なお、図１の構成は、ＴＷＤＭ－ＰＯＮのようなＩＴＵ－Ｔ勧告準拠のＰＯＮのＯＬＴ
　（Optical Line Terminal）を前提に記載しているが、ＯＮＵであってもよく、ＴＷＤ
Ｍ－ＰＯＮ以外のＩＴＵ－Ｔ勧告準拠のＰＯＮのＯＬＴ又はＯＮＵのいずれかであっても
よいし、ＧＥ－ＰＯＮ、１０ＧＥ－ＰＯＮ等のＩＥＥＥ規格準拠のＰＯＮであってもよく
、ＴＣレイヤやＰＭＤレイヤは対応する層に読み替えれば同様である。
【００３０】
（実施形態１－１）
　ＴＷＤＭ－ＰＯＮは、主に、ＰＯＮマルチキャスト機能、省電力制御機能、周波数／時
刻同期機能、プロテクション機能、保守運用機能、Ｌ２種信号処理機能、ＰＯＮアクセス
制御機能、ＰＯＮ主信号処理機能の８機能を有する場合を例にとる。
【００３１】
　図７に主要８機能間の信号／情報の流れの例を示す。ＰＯＮ主信号処理機能はＰＭＤ（
主要８機能外）とＰＯＮアクセス制御機能と保守運用機能（ＰＬＯＡＭ処理、ＯＭＣＩ処
理）とＬ２主信号処理機能と接続していてもよく、ＰＯＮマルチキャスト機能、省電力制
御機能、周波数／時刻同期機能、プロテクション機能は、保守運用機能、Ｌ２主信号処理
機能、ＰＯＮアクセス制御機能、ＰＭＤからなる群に対してそれぞれ接続していてもよい
。図８から図１７を参照して各機能を説明する。
【００３２】
　図８はＰＯＮ主信号処理機能の図である。ＰＯＮ主信号処理機能を構成する処理として
、上り信号の処理順（下り信号の処理は逆方向）にＰＨＹアダプテーション、フレーム化
、サービスアダプテーションを備えていてもよい。これらの処理は基本処理である同期ブ
ロック生成／抽出、スクランブル／デスクランブル、ＦＥＣデコード／エンコード、フレ
ーム生成／分離、ＧＥＭカプセル化、フラグメント処理、暗号化から構成されてもよい。
ＰＨＹアダプテーションは上り信号の処理順に同期ブロック抽出、デスクランブル、ＦＥ
Ｃデコーディングを、下り信号処理の順番でＦＥＣエンコーディング、スクランブル、同
期ブロック生成を備えていてもよい。ＰＨＹアダプテーション、フレーム化、サービスア
ダプテーションの処理は備えずに同等の処理を基本処理の組み合わせで実現してもよい。
また、順番が入れ替わっていてもよい。例えば、ＦＥＣ処理をＰＨＹアダプテーション以
外に備えてもよい。
【００３３】
　本主要機能では、１０Ｇｂｉｔ／ｓ／λと２．５Ｇｂｉｔ／ｓ／λの処理をそれぞれ波
長毎に処理する場合は、それぞれ１０Ｇｂｉｔ／ｓ／λと２．５Ｇｂｉｔ／ｓ／λ以上の
ストリーム処理が、複数波長を処理するなら複数波長分が求められる。
【００３４】
　図９はＰＯＮアクセス制御機能の図である。構成する処理として、ＯＮＵ登録認証、Ｄ
ＢＡ、λ設定切替（ＤＷＡ）を有する。これらの処理は基本処理から構成されてもよい。
例えば、ＯＮＵ登録認証は初期処理を構成するレンジング、認証削除 登録、起動停止、
ＤＢＡは帯域要求受信、トラフィック測定、履歴保持、割当計算、割当処理、設定切替計
算、設定切替処理、設定切替状況把握の全てまたはそのいくつか、λ設定切替は、帯域要
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求受信、トラフィック測定、履歴保持、割当計算、割当処理、設定切替計算、設定切替処
理、設定切替状況把握の全てまたはそのいくつかから構成されてもよい。ＯＮＵ登録認証
、ＤＢＡ、λ設定切替（ＤＷＡ）は備えずに同等の処理を基本処理の組み合わせで実現し
てもよい。また、順番が入れ替わっていてもよい。本主要機能では、ＯＮＵ高速起動、Ｄ
ＢＡ周期内でのＢＷＭａｐ、無瞬断λ設定切替等が必要に応じて求められる。
【００３５】
　機能分担の例としては、登録／認証としては、タイムクリティカルなレンジング処理を
機器依存部１１０、その後の認証や鍵交換をアプリとしてもよい。ＤＢＡ・λ設定切替で
は、単純な繰り返し処理を機器依存部１１０、理想状態への反映をアプリとしてしてもよ
い。
【００３６】
　図１０は、Ｌ２主信号処理機能の図である。構成する処理として、ＭＡＣ学習、ＶＬＡ
Ｎ制御、パス制御、帯域制御、優先制御、遅延制御、Ｃｏｐｙを有する。これらの処理は
基本処理であるアドレス管理、Classifier、Modifier、Policer/Shaper、Cross Connect
、Queue、Scheduler、Copy、トラフィックモニタから構成されてもよい。ＭＡＣ学習、Ｖ
ＬＡＮ制御、パス制御、帯域制御、優先制御、遅延制御、Ｃｏｐｙは備えずに同等の処理
を基本処理の組み合わせで実現してもよい。また、順番が入れ替わっていてもよい。
【００３７】
　本主要機能では、１０Ｇｂｉｔ／ｓ／λと２．５Ｇｂｉｔ／ｓ／λの処理をそれぞれ波
長毎に処理する場合は、それぞれ１０Ｇｂｉｔ／ｓ／λと２．５Ｇｂｉｔ／ｓ／λ以上の
ストリーム処理が、複数波長を処理するなら複数波長分が求められる。図１１は、保守運
用機能（１）装置設定・管理の図である。構成する処理として、ＯＮＵ／ＯＳＵ／ＯＬＴ
／ＳＷの装置設定（手動、一括、自動、オペレーション契機）、設定バックアップ、ＦＷ
更新、装置制御（リセット）、冗長構成対応を有する。これらの処理は基本処理であるＣ
ＬＩ－ＩＦ、オペレーションＩＦ、汎用Ｃｏｎｆｉｇ－ＩＦ（ＮＥＴＣＯＮＦ／ＯＰＥＮ
ＦＬＯＷ／ＳＮＭＰ／ＣＬＩなど）、テーブル管理から構成されてもよい。装置設定、設
定バックアップ、ＦＷ更新、装置制御、冗長構成対応は備えずに同等の処理を基本処理の
組み合わせで実現してもよい。また、順番が入れ替わっていてもよい。
【００３８】
　本主要機能では、指示を受けてからＡＣＫ送信まで１００ｍｓ以内、指示を受けてから
反映完了通知送信まで２００ｍｓ以内（但し、データ転送を含む設定バックアップとＦＷ
更新は規模（サイズ・ユーザ数）に応じて規定。）等の規定に従うことが求められる。機
能分担の例としては、ハードのＣｏｎｆｉｇを除きアプリとし、ソフトや設定データはＯ
ＮＵやＯＬＴで持たずに図２の１６外部サーバ上のアプリとすることもできる。コマンド
の統一とシーケンスの定義をすることで実現することもできる。
【００３９】
　図１２は、保守運用機能（２）低速監視・試験の図である。構成する処理として、装置
の状態監視（ＣＰＵ／メモリ／電源／切替）、トラフィック監視、警報監視（ＯＮＵ異常
、ＯＬＴ異常）、試験（ループバック）を有する。これらの処理は基本処理である警報通
知、ログ記録、Ｌ３パケット生成／処理、テーブル管理から構成されてもよい。装置の状
態監視、トラフィック監視、警報監視、試験は同等の処理を基本処理の組み合わせで実現
してもよい。また、順番が入れ替わっていてもよい。
【００４０】
　本主要機能では、レイテンシが１００ｍｓ以内等の規定に従うことが求められる。機能
分担の例として、通知／表示のＩＦのみアプリとし、モニタが必要な項目（ＣＰＵ負荷、
メモリ利用量、電源状態、消費電力、Ｅｔｈｅｒｎｅｔのリンク状態など）は機器依存部
１１０であり、機器依存部１１０からの通知読み出し、通知のＮＷ（ネットワーク）送信
、ファイルへの書き込みなどのＩＦを切るアプリとすることもできる。
【００４１】
　図１３は、保守運用機能（３）高速監視・制御の図である。構成する処理として、高速
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を要する監視・制御のやり取り（スリープ指示／返答、λ設定切替指示／返答など）を有
する。本処理の手段として、Physical Layer OAM（ＰＬＯＡＭ）メッセージ、及び、ヘッ
ダ内のビット表示（Embedded OAM）を利用する。これらの処理は基本処理であるＰＬＯＡ
Ｍ処理、Embedded OAM処理、省電力機能部との通信、プロテクション機能部との通信、Ｐ
ＯＮアクセス制御部との通信から構成されてもよい。高速を要する監視・制御のやり取り
は同等の処理を基本処理の組み合わせで実現してもよい。また、順番が入れ替わっていて
もよい。本主要機能では、ＰＬＯＡＭ処理を７５０マイクロ秒以内とする等の規定に従う
ことが求められる。
【００４２】
　図１４は、ＰＯＮマルチキャスト機能の図である。構成する処理として、マルチキャス
トストリームの識別・振り分け、ＭＬＤプロキシ／スヌーピング、ＯＮＵフィルタ設定、
波長間設定移行を有する。これらの処理は基本処理であるＬ２識別・振り分け、Ｌ３パケ
ット処理（ＩＰｖ６Ｐａｒｓｅを備えるのが望ましい）、Ｌ３パケット生成、テーブル管
理、ＯＭＣＩ機能との通信から構成されてもよい。マルチキャストストリームの識別・振
り分け、ＭＬＤプロキシ／スヌーピング、ＯＮＵフィルタ設定、波長間設定移行は同等の
処理を基本処理の組み合わせで実現してもよい。また、順番が入れ替わっていてもよい。
本主要機能では、識別／振り分けを１０Ｇｂｉｔ／ｓ／λと２．５Ｇｂｉｔ／ｓ／λの処
理をそれぞれ波長毎に処理する場合は、それぞれ１０Ｇｂｉｔ／ｓ／λと２．５Ｇｂｉｔ
／ｓ／λ以上のストリーム処理が、複数波長を処理するなら複数波長分が、パケット処理
としてＺａｐｐｉｎｇ性能（ＪＯＩＮレイテンシ）が平均１．５秒以内等の規定に従うこ
とが求められる。機能分担の例としては、マルチキャスト（ＭＣ）ストリームの識別・振
分は高速な処理能力を持つＣＰＵ等であればソフト処理可だが、ハード＋ｃｏｎｆｉｇが
望ましい。その他、上りに対するアプリ系やＯＮＵ設定は頻度や遅延制約が緩いためアプ
リとするである。
【００４３】
　図１５は、省電力制御機能の図である。構成する処理として、スリープ用プロキシ／ト
ラフィックモニタ、ＯＮＵ波長設定、波長間設定移行を有する。これらの処理は基本処理
であるＬ３パケット処理（ＩＰｖ６Ｐａｒｓｅを備えるのが望ましい）、Ｌ３パケット生
成、テーブル管理、ＯＳＵ省電力ＳＤ（State Diagram）、ＯＭＣＩ機能との通信から構
成されてもよい。スリープ用プロキシ／トラフィックモニタ、ＯＮＵ波長設定、波長間設
定移行は同等の処理を基本処理の組み合わせで実現してもよい。また、順番が入れ替わっ
ていてもよい。本主要機能では、送受信立ち上がり時間（受信器／送信器）を１０ｍｓ／
５ｍｓ、立ち上がり時間（ＬＣ／ＯＳＵ／ＯＬＴ）１００ｍｓ／１ｓ／１０ｓ等の規定に
従うことが求められる。機能分担の例として、ＰＳ（Power Save）アプリや、信号によっ
てはプロキシ処理もアプリとすることもできる。省電力制御状態遷移管理（ドライバ部）
は速度が求められるがアプリとすることもできる。トラフィックモニタはｃｏｎｆｉｇの
みアプリとすることもできる。
【００４４】
　図１６は、周波数／時刻同期機能の図である。ＯＬＴは、ＳｙｎｃＥ（Synchronous Et
hernet）（周波数同期用）及びＩＥＥＥ　１５８８ｖ２（時刻同期）により、自身のリア
ルタイムクロック（ＲＴＣ）を、例えば上位側の装置に従属同期させる。更に、ＯＭＣＩ
を利用して、ＰＯＮのスーパーフレームカウンタ（ＳＦＣ）と絶対時刻（ＴｏＤ：Time o
f Day）情報の対応をＯＮＵに通知する。これらの処理は基本処理であるリアルタイムク
ロックの保持等から構成されてもよい。同等の処理を基本処理の組み合わせで実現しても
よい。また、順番が入れ替わっていてもよい。
【００４５】
　本主要機能では、周波数同期精度＋／―５０ｐｐｂ（ＬＴＥ　ＦＤＤ、同ＴＤＤ）、時
刻同期精度＋／―１～１．５ｕｓ（ＬＴＥ　ＴＤＤ、スモールセル）、＋／―１ｕｓ（Ｇ
．９８７．３）等の規定に従うことが求められる。機能分担の例としては、リアルタイム
クロック自体は機器依存部１１０であり、例えば上位側の装置への時刻合わせ計算はアプ
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リとすることもできる（精度により機器依存部１１０とすることもできる。）。
【００４６】
　図１７は、プロテクション機能の図である。構成する処理として、冗長切替（ＣＴ、Ｓ
Ｗ、ＮＮＩ、ＣＯＮＴ、ＰＯＮ（Ｔｙｐｅ　Ａ、Ｂ、Ｃ））を備える。これらの処理は基
本処理である冗長パス設定、切替トリガ検出、切替通知送受信、切替処理等から構成され
てもよい。同等の処理を基本処理の組み合わせで実現してもよい。また、順番が入れ替わ
っていてもよい。本主要機能では、強制切替は５０ｍｓ以下等の規定に従うことが求めら
れる。機能分担の例としては、故障検出等のハードの切替トリガ検出と切替処理を除きア
プリとすることもできる。冗長パスを予め設定せずに、切替トリガ検出時にＥＭＳ１４０
側への（からの）指示する場合は機器依存、等である。
【００４７】
　なお、主要８機能は必要に応じて備えればよく、例えばＰＯＮ主信号処理機能、ＰＯＮ
アクセス制御機能、Ｌ２主信号処理機能、保守運用機能のみを備えてもよいし、それ以外
の機能を備えてもよい。
【００４８】
　主要８機能のソフト化可否の例を図１８に示す。図１８は、機能群とソフト化可否の一
例である。機能群の８機能のそれぞれの機能についてソフト化可否の例を以下に挙げる。
【００４９】
　具体的には、第１の機能群のＰＯＮ主信号処理機能は、ＰＨＹアダプテーションと、フ
レーム化と、サービスアダプテーション等の機能からなり、ソフト化困難である。
【００５０】
　第２の機能群のＰＯＮアクセス制御機能は、ＯＮＵ登録認証制御と、ＯＮＵ登録認証ア
プリと、ＤＢＡ制御と、ＤＢＡアプリと、ＤＷＡ制御（λ設定切替）と、ＤＷＡアプリ（
波長プロテクション及び波長スリープを含む。）等の機能からなり、ＯＮＵ登録認証制御
アプリと、ＤＢＡ制御アプリと、ＤＷＡアプリ（波長プロテクション及び波長スリープを
含む。）のアプリはソフト化可である。また、各機能の拡張性の効果（差異化要素）とし
て、ＯＮＵ登録認証アプリは認証方式の隠蔽を有し、ＤＢＡアプリは柔軟なＱｏＳを有し
、ＤＷＡアプリ（波長プロテクション及び波長スリープを含む。）は柔軟なＱｏＳを有す
るためソフト化が望ましい。
【００５１】
　第３の機能群のＬ２主信号処理機能は、ＭＡＣ学習、ＶＬＡＮ制御、パス制御、帯域制
御、優先制御、遅延制御、Ｃｏｐｙ等の機能からなり、ソフト化困難である。
【００５２】
　第４の機能群の保守運用機能は、装置設定・管理と、設定・管理アプリと、低速監視・
試験と、低速監視アプリ（ＯＮＵ／ＯＬＴ監視：ＥＭＳ）と、低速監視アプリ（ＯＭＣＩ
）と、高速監視・制御と、高速監視アプリ等の機能からなり設定・管理アプリと、低速監
視（ＯＭＣＩ）アプリと、高速監視アプリはソフト化可であり、低速監視アプリ(ＯＮＵ
／ＯＬＴ監視)が状況による。また、各機能の拡張性の効果（差異化要素）として、設定
・管理アプリはコントローラと協調することで抜本的なＯｐｅｘ削減する効果を有し、低
速監視アプリ（ＯＮＵ／ＯＬＴ監視：ＥＭＳ）はＥＭＳ１４０と協調することで抜本的な
Ｏｐｅｘ削減する効果を有する。
【００５３】
　第５の機能群のマルチキャスト（フレーム処理）は、ＭＬＤプロキシ、マルチキャスト
（フレーム処理）の機能からなり、ＭＬＤプロキシのアプリはソフト化可である。
【００５４】
　第６の機能群の省電力制御機能（アクセス制御）は、省電力制御と、省電力アプリと、
の機能からなり、省電力アプリはソフト化可である。また、各機能の拡張性の効果（差異
化要素）として、省電力アプリは柔軟なＱｏＳの効果を有する。
【００５５】
　第７の機能群の周波数／時刻同期機能は、周波数／時刻同期機能からなりし、ソフト化
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困難である。第８の機能群のプロテクション機能は、プロテクション制御と、プロテクシ
ョンアルゴリズム（アプリ）と、の機能からなり、プロテクションアルゴリズム（アプリ
）はソフト化可なる。また、各機能の拡張性の効果（差異化要素）を、プロテクションア
ルゴリズムは有する。
【００５６】
　図１８の各機能のソフト化可否の評価は、２０１８年に想定されるＯＬＴの処理能力か
つ、ソフトスイッチの適用は想定していない前提での一例である。想定する処理能力やソ
フトスイッチの適用を想定して適宜変更してもよい。また、各機能の内部の構成は同様の
機能を実現できれば他の構成であってもよい。
【００５７】
　図１８に示すように主要８機能に含まれるアルゴリズムを主なソフト化領域とする。ソ
フト化領域とした機能を機器無依存ＡＰＩ２１上の機器無依存アプリ１３０とする。例え
ば、差異化サービスに資するＯＮＵ登録認証機能、ＤＷＢＡ機能、設定・管理・監視制御
機能及び省電力制御機能におけるアルゴリズムは機器無依存アプリ１３０における拡張機
能として扱われる。ＭＬＤプロキシアプリはマルチキャスト機能を含む。
【００５８】
　拡張機能は、アプリの内、機能の更新頻度や独自仕様等の実現等の重要度に応じて拡張
機能とする。更新頻度が低いか独自仕様等の実現の要求の低いものは基本機能１３２や機
器無依存アプリ１３０以外のミドルウェア１２０や機器依存ソフトウェアやハードウェア
とすることが好ましい。特に、ソフトウェアの処理能力からくる制限がある機能は、ハー
ドウェアのままとすることが好ましい。例えば、主信号の優先処理や回線の利用効率を向
上するＤＢＡ等の更改頻度が高いかサービス差異化に寄与する機能や、オベレータの業務
フローに密接にかかわり合いオペレータ毎の独自仕様が要求される管理制御機能から拡張
機能とする。
【００５９】
　図１８を踏まえたアーキテクチャの例を図１９に示す。図１９に係る光アクセスシステ
ムでは、ＩＴＵ－Ｔ　Ｇ．９８９シリーズに準拠する。以下に示す接続関係は例であり、
間に介在する接続は介在しない接続であってもよいし、複数の接続関係の一部のみ接続し
ていてもよく、それ以外の接続であってもよい。これは他の説明も同様である。ＮＥコン
トローラとして機能するＥＭＳは、ミドルウェアを介して、ＩＦ変換アプリを介して低速
監視アプリ（ＥＭＳ－ＩＦ）及び設定・管理アプリが配置されている。ＩＦ変換アプリは
、ＮＥコントローラ等のＥＭＳからＯＬＴ等のNetwork Entityに対する制御ＩＦであるＳ
ＢＩ（South Band Interface）のコマンドを変換するＳＢＩアプリに相当する。ここでＩ
Ｆ変換アプリがＩＦ変換するとしているが低速監視アプリ（ＥＭＳ－ＩＦ）及び設定・管
理アプリにて、ＩＦ変換を行う又はＩＦ変換を行う必要のないＡＰＩを備えれば、ＩＦ変
換アプリは備えなくともよい。Ｌ２（レイヤ２）機能と接続された低速監視アプリ（ＥＭ
Ｓ－ＩＦ）と設定・管理アプリはミドルウェアを介して、ＥＭＳやＮＥ管理等を行うＮＥ
制御・管理と接続されている。低速監視アプリ（ＯＭＣＩ）、ＭＬＤプロキシアプリ（マ
ルチキャストアプリ）及び省電力アプリは、ミドルウェアを介してそれぞれＬ２機能と接
続されている。
【００６０】
　プロテクションアプリは、ミドルウェアを介してPLOAM EngineとEmbedded OAM Engine
と接続されている。省電力アプリは、ミドルウェアを介してＯＭＣＩとPLOAM Engineと接
続されている。ＯＮＵ登録認証アプリ及びＤＷＢＡアプリはミドルウェアを介してPLOAM 
Engineと接続され、ＤＢＡアプリはミドルウェアを介してEmbedded OAM Engineと接続さ
れている。省電力アプリは、ミドルウェアを介してプロテクションアプリとＯＮＵ登録認
証アプリとＤＷＢＡアプリとＤＢＡアプリ間でそれぞれ動作させてもよい。他装置からの
入力はミドルウェアを介してＤＢＡアプリに接続している。なおこれらの接続は、例であ
り、他装置からの入力をＤＢＡアプリ以外の他のアプリ例えばプロテクションアプリやＤ
ＷＢＡアプリに接続してもよい。また他装置からの入力をミドルウェア経由でＩＦ変換ア
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プリを介してＩＦ変換したり、ミドルウェア経由で設定・管理アプリを介してＤＢＡアプ
リ等に接続したりしてもよい。
　上述の主要８機能等のアクセスネットワーク装置の有する各機能を部品化し、それらの
柔軟な組み合わせを可能とする構成を実現する。
　これにより、様々なビジネスプレイヤとの共創により新たなサービスを提供し、Ｂ２Ｂ
２Ｃの「ミドルＢ」に相当するサービス事業者やエンドユーザからの多様な要求（帯域、
遅延、コスト、信頼性やそれらの粒度等）に対して、柔軟かつ迅速に対応可能となる。
このような、様々な通信事業者要件、様々なアプリケーションの装置の迅速な提供が可能
となるアクセスシステムアーキテクチャをＦＡＳＡ（Flexible Access System Architect
ure）ととして構成されてもよく、サービス毎あるいは通信事業者毎に異なる機能はソフ
トウェア化し、ソフトウェア化した機能をＦＡＳＡアプリケーションととして構成されて
もよい。ＦＡＳＡアプリケーションを実装するための汎用化した入出力インタフェースを
ＦＡＳＡアプリケーションＡＰＩ（Application Programming Interface）ととして構成
されてもよい。言い換えれば、以下のように装置を構成する。
　１．これまでのように、機能やサービスに特化した専用装置として開発するのではなく
、アクセスネットワーク装置を構成する機能を部品化する。
　２．サービス毎及び通信事業者毎に異なる機能は、入出力インタフェースを汎用化した
ソフトウェア部品で実現する。
　３．ソフトウェア部品間の独立性をたかめることで、ソフトウェア部品を入替可能な基
盤上で動作させることによって、サービス品質を維持しながら、必要な機能をサービス要
件に応じて柔軟かつ経済的に実現する。
　以上の構成の実現のために、サービス毎あるいは通信事業者毎に異なる機能は、入出力
インタフェースを汎用化したソフトウェア部品（ＦＡＳＡアプリケーション）で実現し、
それらを入替可能な基盤（ＦＡＳＡ基盤）上で動作させる。
　概念図を図３８に示す。図に示すように、ＦＡＳＡに基づくアクセスネットワーク装置
はＦＡＳＡアプリケーションとＦＡＳＡ基盤とから構成される。「ＦＡＳＡアプリケーシ
ョン」は、サービス毎あるいは通信事業者毎に異なる機能を、汎用化した入出力インタフ
ェース（ＦＡＳＡアプリケーションＡＰＩ）を備えたソフトウェア部品で実現し、それら
を入替可能としたものである。サービスに応じて、追加や入替することで、様々な要件の
サービスを迅速かつ簡単に提供する。
「ＦＡＳＡ基盤」は、ＦＡＳＡアプリケーションにＦＡＳＡアプリケーションＡＰＩを提
供するとともに、標準化されているなどの理由で、サービスや要求に応じた変更を行う必
要のない機能を提供するアクセス装置の基盤的構成要素である。ＦＡＳＡ基盤では、処理
性能等の要件に応じて、ＦＡＳＡ基盤を構成する各機能を、ハードウェアあるいはソフト
ウェアで実現する。具体的には、図３０のＦＡＳＡによる部品化の構成例に示す構成１と
構成２であってよい。
　構成１は、サービス毎あるいは通信事業者毎に異なる要求に応えるために入替が必要な
機能（ＦＡＳＡアプリケーション）をソフトウェア部品化している。即ち、ＦＡＳＡアプ
リケーションＡＰＩの上部（ＦＡＳＡアプリケーション）をソフトウェア部品化の検討対
象としたものであり、ＦＡＳＡ基盤の構成については検討対象外としている。例えば本構
成によるＮＧ－ＰＯＮ２システムの場合、ＦＡＳＡ基盤にて標準化されたＮＧ－ＰＯＮ２
プロトコルの提供を行い、ＥＰＯＮなど他のＰＯＮプロトコルへの変更については考慮し
ない。
　構成２は、ＦＡＳＡアプリケーション以外（ＦＡＳＡ基盤）の機能もソフトウェア部品
化の対象とすることで、より汎用的なハードウェアを用いてアクセスネットワーク装置を
実現する構成である。
　構成１及び構成２のいずれの構成でも、ＦＡＳＡアプリケーションＡＰＩは同一である
。ＦＡＳＡ基盤を汎用ハードウェアと外付ハードウェア部品に分割した例を図３１に示す
。図に示すアクセスネットワーク装置は、３つの部品カテゴリ、「（１）ＦＡＳＡアプリ
ケーション」、「（２）汎用ハードウェア」、「（３）外付ハードウェア部品」から構成
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される。これらを組み合わせることにより必要な機能を迅速かつ簡単に提供する。「（２
）汎用ハードウェア」は、アクセスネットワーク装置に限らず汎用的な通信機能を共通部
品として実装したものである。汎用ハードウェアによる共通部品化を図ることで、サービ
ス要件に応じて装置を部材レベルから新規に開発する頻度を低減できる。また、共通部品
を用いることにより、装置コスト削減や、保守物品種等の削減による保守運用のシンプル
化が進むことが期待できる。「（２）汎用ハードウェア」は、例えば、汎用的なサーバや
ホワイトボックススイッチ等のアクセスシステム専用装置ではないハードウェアであり、
当該ハードウェアに必要なファームウェア、ＯＳ等のソフトウェア、「（１）ＦＡＳＡア
プリケーション」のためのＦＡＳＡアプリケーションＡＰＩ用ミドルウェアを搭載してい
る。「（３）外付ハードウェア部品」は、「（１）ＦＡＳＡアプリケーション」化や「（
２）汎用ハードウェア」上への実装が困難な光送受信部等の機能を、「（２）汎用ハード
ウェア」と分離して実装したものである。「（３）外付ハードウェア部品」は、例えば光
送受信部等の「（２）汎用ハードウェア」以外のハードウェアである。「（３）外付ハー
ドウェア部品」として単純な光モジュールを用いて、メディアコンバータを実現する場合
等においては、「（２）汎用ハードウェア」に搭載されるＯＳ等のソフトウェア、「（１
）ＦＡＳＡアプリケーション」のためのＦＡＳＡアプリケーションＡＰＩ用ミドルウェア
を用いて動作することとなる。一方、「（３）外付ハードウェア」にＰＯＮのＭＡＣチッ
プを搭載する場合等、当該ハードウェアの動作に必要なファームウェア、ＯＳ等のソフト
ウェア、「（１）ＦＡＳＡアプリケーション」のためのＦＡＳＡアプリケーションＡＰＩ
用ミドルウェアを直接搭載する場合がある。いずれにせよ、サービス要件に応じて、例え
ば伝送容量や伝送方式の異なる外付ハードウェア部品を入替し、それに応じたソフトウェ
ア部品をＦＡＳＡ基盤に具備即ちＦＡＳＡ基盤を構成するソフトウェア部品の入替を行う
ことで、同一汎用ハードウェアを用いながら状況に応じた最適な伝送容量や伝送方式のア
クセスネットワークの実現が可能である。
　本願では、各用語は以下のような意味を有する。
ＦＡＳＡアプリケーションＡＰＩ（ＦＡＳＡアプリＡＰＩ）：　ＦＡＳＡアプリケーショ
ンとＦＡＳＡアプリケーションＡＰＩ用ミドルウェアを接続するＡＰＩ。
ＦＡＳＡアプリケーション（ＦＡＳＡアプリ）：　ＦＡＳＡアプリケーションＡＰＩを使
って実現された入替可能なソフトウェア部品。
ＦＡＳＡ基盤：　ＦＡＳＡアプリケーションを実装可能なＦＡＳＡアプリケーションＡＰ
Ｉを提供するとともに、、標準化されているなどの理由で、サービスや要求に応じた変更
を行う必要のない機能を提供するアクセス装置の基盤的構成要素である。ＦＡＳＡ基盤＝
機器依存部＋（ＦＡＳＡアプリケーションＡＰＩ用）ミドルウェア＝機器依存部＋基本機
能
ソフトウェア部品：　必要な機能を交換可能な単位でソフトウェア化したもの。
ＦＡＳＡアプリケーションＡＰＩ用ミドルウェア：　ＦＡＳＡ基盤のうち、ＦＡＳＡアプ
リケーションに対してＦＡＳＡアプリケーションＡＰＩを提供するソフトウェア。ＦＡＳ
ＡアプリケーションＡＰＩ用ミドルウェアは、ＦＡＳＡアプリケーション間及びその他の
ＦＡＳＡ基盤の機能との通信のための手段を提供するとともに、ＦＡＳＡアプリケーショ
ンよりも下位層等の差異を吸収する。
外付ハードウェア部品：　汎用ハードウェア上への実装が困難な機能を、汎用ハードウェ
アと分離して実装したもの。
汎用ハードウェア：　汎用的なサーバやホワイトボックススイッチのように、アクセスネ
ットワークサービスに限らず汎用的に使えるハードウェア。
　アクセスシステムの主要機能とＦＡＳＡアプリケーション化の対象を図３２に示す。
　まず、アクセスシステムの主要機能について説明する。
　ＰＯＮ主信号処理機能は、ＯＮＵとの間で送受信を行う主信号を処理する機能群であり
、ＰＯＮフレームの生成分離や前方誤り訂正（ＦＥＣ：Forward Error Correction）等を
含む。
　ＰＯＮアクセス制御機能は、前述の主信号送受信を行うための制御機能群であり、動的
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帯域割当やＯＮＵの登録認証等を含む。
　Ｌ２主信号処理機能は、ＰＯＮ側ポートとＳＮＩ側ポートとの間で主信号を転送し、処
理する機能群であり、ＭＡＣアドレス学習やＶＬＡＮ制御、優先制御やトラフィックモニ
タ等の機能を含む。
　保守運用機能は、アクセス装置によってサービスを円滑に保守運用するための機能群で
あり、ＯＮＵやＯＬＴ（ＯＳＵ及びスイッチ）の装置設定を実施する機能や、ソフトウェ
アの更新、装置やサービスの管理、各種機能が正常に動作しているかを監視する機能、異
常発生時に能動的に警報を発出する機能、異常発生時の範囲や原因を調査するための試験
機能等を含む。また、保守運用機能は、多数のアクセス装置を管理する保守運用システム
と接続され、リモートからも円滑な保守運用を実現する。
　ＰＯＮマルチキャスト機能は、ＳＮＩ側から受信したマルチキャストストリームを適切
なユーザに転送する機能群であり、マルチキャストストリームの識別や振分し、ＯＮＵの
フィルタ設定を実施する機能を含む。
　省電力制御機能は、ＯＮＵやＯＬＴの電力消費を削減するための機能群であり、標準化
で規定されている省電力化機能に加え、トラフィックモニタとの連携によってサービスへ
の影響を最小限に抑えながら、最大限の効果を得るための機能を含む。
　周波数/時刻同期機能は、ＯＮＵ配下の装置に正確な周波数同期や時刻同期を提供する
ための機能群であり、自身のリアルタイムクロックを上位装置に従属同期させる機能や、
ＰＯＮフレームを用いてＯＮＵに時刻情報を通知する機能を含む。
　プロテクション機能は、スイッチ間やＯＳＵ間等、複数のハードウェアで冗長をとった
構成において、障害検知時に現用系から予備系への切替や引継を実施してサービスを継続
するための機能群であり、切替トリガの検出や切替処理の実施といった機能を含む。また
、プロテクション機能は障害検知時や手動での切替時に、サービスを全面停止せず縮退運
転で動作させ続けるための機能を提供する。
　次に、各機能をＦＡＳＡアプリケーションとして実装するか、あるいはＦＡＳＡ基盤上
で実装するかの考え方と例について説明する。
　図３２に示した機能のうち、サービスによって機能変更が必要になるものや通信事業者
独自の要件を満たすために拡張すべき機能をＦＡＳＡアプリケーションとして実現する。
一方、標準化等で規定されているため拡張の余地が少ない機能はＦＡＳＡ基盤上に実装さ
れる。
　図３２では、例えば、ＰＯＮ主信号処理機能をＦＡＳＡ基盤として実現することを示し
ている。ＩＴＵ－Ｔ　Ｇ．９８９シリーズに準拠した４０Ｇｂｉｔ／ｓ級のアクセス装置
を実現するには、フレームフォーマットや、フレームの暗号化、前方誤り訂正（ＦＥＣ）
機能といった基本的なＰＯＮ主信号処理機能は標準に従って実装する必要がある。また、
こうした基本機能はサービスによらず共通であるため、ＦＡＳＡ基盤上に実装される。
　別の例として、図３２では、ＰＯＮアクセス制御機能に含まれるＤＢＡ機能の「サービ
ス要求への対応」をＦＡＳＡアプリケーションとして実現することを示している。例えば
、提供するサービスによって、低遅延性を提供するケースや効率良く多数のユーザに帯域
を割り当てるケースが存在する。サービス毎に異なる要求を満たすため、帯域割当の手順
やポリシーをＦＡＳＡアプリケーションとして、標準的な処理（標準で規定されている、
ＢＷｍａｐフォーマットへの変換等）からは分離することが望ましい。
　また、提供するサービスの対象が同じマス向けであっても、通信事業者によってヘビー
ユーザへの対応方針が異なる等、公平性のポリシーが異なることが考えられる。具体的に
は、例えばＰＯＮ単位といった粒度の小さい公平制御を必要とする通信事業者はＤＢＡの
アプリケーション内部でも公平制御を行い、アクセス装置単位といった大きい粒度でのみ
公平制御を行う通信事業者は集線機能を用いることで、それぞれのＱｏＳ規定を満たすこ
とを想定している。
　このように、ＦＡＳＡでは異なる要求をＦＡＳＡアプリケーションの入替によって実現
するため、ＦＡＳＡアプリケーション入替の手段が必要となるが、入替手段として何を採
用するかは、通信事業者や運用によって異なる。例えば、通信事業者が使用している既存
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の保守運用システムがソフトウェア更新にＴＦＴＰ（Trivial File Transfer Protocol）
を用いる場合はＴＦＴＰを備え、保守運用システムの外部からＳＦＴＰ（SSH FTP）を用
いて更新する場合はＳＦＴＰを備える。今後、装置とコントローラ間のインタフェースに
関して標準化の議論が進展すると想定しており、標準化の進展に追従したインタフェース
の追加や変更についても考慮する必要がある。このため、アクセス装置が接続する他シス
テムやその運用に合わせてカスタマイズが必要となる機能もＦＡＳＡアプリケーションと
して実現してもよい。
　また、ＦＡＳＡでは、ＦＡＳＡ基盤全体を完全二重化して行うプロテクションに限らず
、ＦＡＳＡ基盤の一部のみで行うプロテクションについても想定する。例えばＦＡＳＡ基
盤が、光スイッチを備えてＰＯＮプロテクションに対応する場合や、一つのＰＯＮに対し
て複数波長を備えて波長プロテクションに対応する場合、スイッチのみを二重化する場合
、あるいはこれらを組み合わせた場合等、複数の冗長構成が考えられる。プロテクション
機能をＦＡＳＡアプリケーションとして実装することで、期待する冗長構成に対応でき、
また該当箇所を再利用することで、容易に多様な冗長構成にも対応できる。
　また、ＦＡＳＡアプリケーション化する機能、即ち拡張機能は、ソフトウェア化可能な
機能の内、機能の更新頻度や独自仕様等の実現等の重要度に応じて拡張機能としてもよい
。更新頻度が低いか独自仕様等の実現の要求の低いものは基本機能１３２や機器無依存ア
プリ１３０以外のＦＡＳＡアプリケーションＡＰＩ用ミドルウェア１２０や機器依存ソフ
トウェアやハードウェアとすることが好ましい。特に、ソフトウェアの処理能力からくる
制限がある機能は、ハードウェアのままとすることが好ましい。例えば、主信号の優先処
理や回線の利用効率を向上するＤＢＡ等の更改頻度が高いかサービス差異化に寄与する機
能や、オベレータの業務フローに密接にかかわり合いオペレータ毎の独自仕様が要求され
る管理制御機能から拡張機能とする。
　図３２を踏まえたアーキテクチャの例を図３３に示す。図３３に係る光アクセスシステ
ムは、ＩＴＵ－Ｔ　Ｇ．９８９シリーズに準拠するＯＬＴの例である。図において、コン
トローラと外部装置はＯＬＴに含まれないが、ＦＡＳＡアプリケーションＡＰＩとの通信
を例示するために記載する。論理モデルは、ＦＡＳＡアプリケーションと、ＦＡＳＡアプ
リケーションにＦＡＳＡアプリケーションＡＰＩを提供するＦＡＳＡ基盤とから構成され
る。ＦＡＳＡ基盤はＦＡＳＡアプリケーション用ミドルウェアを含む。
　ＦＡＳＡアプリケーションＡＰＩ用ミドルウェアは、ＦＡＳＡ基盤を構成するハードウ
ェアやソフトウェアのベンダや方式の違いを吸収する。ＦＡＳＡアプリケーションＡＰＩ
用ミドルウェア上にベンダや方式に依存しないＦＡＳＡアプリケーションＡＰＩセットを
規定し、ＦＡＳＡアプリケーション（アプリ）の入替により、サービス毎あるいは通信事
業者毎に必要な機能を実現する。ＦＡＳＡアプリケーション間の通信やコントローラ等に
よる設定管理はＦＡＳＡアプリケーションＡＰＩ用ミドルウェアを介して行う。なお、Ｆ
ＡＳＡアプリケーションＡＰＩ用ミドルウェアを介さないこともありうる。
　ＦＡＳＡアプリケーションＡＰＩセットは、ＦＡＳＡアプリケーションで利用する共通
のＡＰＩ群であり、ＦＡＳＡアプリケーション毎に必要なＡＰＩをＡＰＩセットから選択
して利用する。
　以上および以下に示す接続関係は例であり、間に介在する接続は介在しない接続であっ
てもよいし、複数の接続関係の一部のみ接続していてもよく、それ以外の接続であっても
よい。これは他の説明も同様である。ＮＥコントローラとして機能するＥＭＳは、ＮＥ－
ＯｐＳ等のＯＬＴの設定管理システムであり、ＥＭＳからの制御信号はミドルウェアの提
供するＦＡＳＡアプリケーションＡＰＩを介してＳＢＩアプリと通信する。ＳＢＩアプリ
と通信する制御信号は、ＦＡＳＡアプリケーションＡＰＩを介して制御管理アプリ（例え
ば、低速監視アプリ（ＥＭＳ－ＩＦ）及び／又は設定管理アプリ）で終端される。ＩＦ変
換アプリは、ＮＥコントローラ等のＥＭＳからＯＬＴ等のNetwork Entityに対する制御Ｉ
ＦであるＳＢＩ（South Band Interface）のコマンドを変換するＳＢＩアプリに相当する
。ここでＩＦ変換アプリがＩＦ変換するとしているが低速監視アプリ（ＥＭＳ－ＩＦ）及
び設定・管理アプリにて、ＩＦ変換を行う又はＩＦ変換を行う必要のないＡＰＩを備えれ
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ば、ＩＦ変換アプリは備えなくともよい。Ｌ２（レイヤ２）機能と接続された低速監視ア
プリ（ＥＭＳ－ＩＦ）と設定・管理アプリはミドルウェアを介して、ＥＭＳやＮＥ管理等
を行うＮＥ制御・管理と接続されている。低速監視アプリ（ＯＭＣＩ）、ＭＬＤプロキシ
アプリ（マルチキャストアプリ）及び省電力アプリは、ＦＡＳＡアプリケーションＡＰＩ
用ミドルウェアを介してそれぞれＬ２機能と接続されている。
　プロテクションアプリは、ＦＡＳＡアプリケーションＡＰＩ用ミドルウェアを介してPL
OAM EngineとEmbedded OAM Engineと接続されている。省電力アプリは、ＦＡＳＡアプリ
ケーションＡＰＩ用ミドルウェアを介してＯＭＣＩとPLOAM Engineと接続されている。Ｏ
ＮＵ登録認証アプリ及びＤＷＢＡアプリはＦＡＳＡアプリケーションＡＰＩ用ミドルウェ
アを介してPLOAM Engineと接続され、ＤＢＡアプリはＦＡＳＡアプリケーションＡＰＩ用
ミドルウェアを介してEmbedded OAM Engineと接続されている。省電力アプリは、ＦＡＳ
ＡアプリケーションＡＰＩ用ミドルウェアを介してプロテクションアプリとＯＮＵ登録認
証アプリとＤＷＢＡアプリとＤＢＡアプリ間でそれぞれ動作させてもよい。外部装置から
の入力はＦＡＳＡアプリケーションＡＰＩ用ミドルウェアを介してＤＢＡアプリに接続し
ている。なおこれらの接続は、例であり、外部装置からの入力をＤＢＡアプリ以外の他の
アプリ例えばプロテクションアプリやＤＷＢＡアプリに接続してもよい。
外部装置は、例えばモバイルシステムのＢＢＵや他ＯＬＴであり、ＦＡＳＡアプリケーシ
ョンとＦＡＳＡアプリケーションＡＰＩを介して通信する装置である。図では、外部装置
（ＢＢＵ等）がＤＢＡアプリと通信している。なお、外部装置からの入力をＦＡＳＡアプ
リケーションＡＰＩ用ミドルウェア経由でＩＦ変換アプリを介してＩＦ変換したり、ＦＡ
ＳＡアプリケーションＡＰＩ用ミドルウェア経由で設定・管理アプリを介してＤＢＡアプ
リ等に接続したりしてもよい。
　図では、ＦＡＳＡアプリケーションＡＰＩ用ミドルウェアよりも下のレイヤとの通信、
アプリ間通信、アプリ間通信の内の設定管理アプリとその他アプリとの通信を、それぞれ
異なる矢印で示す。
【００６１】
　図２０に装置上への基能配備の一例を示す。図２０に係る光アクセスシステムにおいて
、機能をＣＰＵ版上の複数のＣＰＵ上に分散配置する例を示す。ここでは、ＣＰＵ版のＣ
ＰＵをＣＯＮＴ（コント版、コントローラ、制御部等）向き、ＯＳＵ向き、ＳＷ向きの３
グループに分割した例である。３グループのＣＰＵはそれぞれ単一のＣＰＵであってもよ
いし、複数のＣＰＵから構成されていてもよいし、ＧＰＵ（Graphics Processing Unit）
やＦＰＧＡ（Field Programmable Gate Array)やDSP(Digigal Signal Processer）やＡＳ
ＩＣ（Application Specific Integrated Circuit）等の演算機能であってもよいし、そ
れらを含んでいてもよい。
【００６２】
　ＣＰＵ版上の複数のＣＰＵは単一のＣＰＵであってもよい。単一のＣＰＵであれば、Ｃ
ＰＵ間通信のためのオーバーヘッド処理が軽減する。また、ＣＰＵ版での集中処理の代わ
りに、各グループを３つのＰＫＧ（パッケージ、版）である（Ｃｏｎｔ版、ＯＳＵ、ＳＷ
）に分散配置してしてもよい。装置設定ＩＦ及びＥＭＳ－ＩＦと接続されたＣＯＮＴ版は
、ＣＯＮＴ向き、ＯＳＵ向き及びＳＷ向きの３グループに分割された各アプリ群を介して
データの入出力を行う図２０に示すように、Ｃｏｎｔ向きの各アプリは、低速監視アプリ
（ＯＭＣＩ）、低速監視アプリ（ＥＭＳ－ＩＦ）、設定管理アプリとした。また、ＳＷ向
きの各アプリは、ＭＬＤプロキシアプリとした。ＯＳＵ向きの各アプリは、省電力アプリ
、プロテクションアプリ、高速監視アプリ、ＤＢＡアプリ、ＤＷＡアプリ、ＯＮＵ登録認
証アプリとした。これらの機能と機能のグループは例であり、組み替えてもよいし、削除
追加抽象転用してもよい。
【００６３】
　各ＯＳＵ及びスイッチには、ミドルウェアが搭載されている。ミドルウェアは機能やハ
ードウェア相互の接続性を確保することが可能であれば、いずれかに集中搭載してもよい
。各ＯＳＵは、所定の波長の光送受信機（図のλＣａｒｄ）を備える。各アプリをＯＬＴ
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内の制御部であるコント版（図中のＣＯＮＴ．）は、ＣＯＮＴ向きの各アプリ及びハード
ウェアを制御する。ＣＯＮＴ向き、ＯＳＵ向き及びＳＷ向きの各アプリは、ミドルウェア
を介して又はミドルウェアを介す必要がない場合は介さずに相互にデータの入出力を行う
ように接続されている。
【００６４】
　各アプリはＣＰＵパッケージ上のＣＰＵで処理する例である。図では、各アプリをＯＬ
Ｔ内の制御部であるコント版（図のＣＯＮＴ．）向きの処理、光送受信機（図のλＣａｒ
ｄ）を備えるＯＳＵパッケージ（図のＯＳＵ）向きの処理、ＯＳＵ及び上位側の装置とデ
ータのやり取りを行うＳＷパッケージ向きの３グループに分類している。ＯＳＵグループ
として省電力アプリ、プロテクションアプリ、高速監視アプリ、ＤＢＡアプリ、ＤＷＡア
プリ、ＯＮＵ登録認証アプリを、ＳＷグループとしてＭＬＤプロキシアプリを、ＣＯＮＴ
グループとして低速監視アプリ（ＯＭＣＩ）、低速監視アプリ（ＥＭＳ－ＩＦ）、設定管
理アプリとした。更に、ＣＰＵ版での集中配置を想定しているが、分類した各グループの
アプリをそれぞれのＰＫＧ（Ｃｏｎｔ、ＯＳＵ、ＳＷ）に分散配置してもよい。
【００６５】
　また上記の分類に依らず、Ｃｏｎｔ、ＯＳＵ、ＳＷのいずれか又はそれらの複数の組み
合わせ上に配置してもよい。また、図中の装置設定ＩＦはＥＭＳ－ＩＦの一部であっても
よいし、図１のＡＰＩ２５同等であってもよい。またアプリの処理はＣＰＵ上で行うとし
たが、一部また全てを、処理機能を備える代替物、例えばＣＰＵ以外のＧＰＵやＮＰＵや
ＤＳＰ等のプロセッサやＦＰＧＡ上で処理してもよい。これは本願の他の実施例も同様で
ある。
【００６６】
　図２１はＣＰＵパッケージの代わりにサーバ等にアプリを配置した例である。アプリは
サーバ等上で処理し、その処理結果をＥｔｈｅｒｎｅｔフレーム等の伝送路で伝送できる
形式として伝送路で伝送した後に、ＯＬＴに到着する。ここで、伝送路で伝送できる形式
としてはＥｔｈｅｒｎｅｔフレーム以外のフレームやＴＤＭ等の伝送であっても良く、変
換機（図中のＣＯＮＶ．）を介しているが、ＯＳＵやＳＷやλカードが変換機を介さずに
アプリの処理結果を受けることが可能とすれば変換機は不要である。サーバ等は、図２の
外部サーバ１６相当であってもよいし、プロキシ部１５相当であってもよい。
【００６７】
　図２２はアプリとアプリ以外の処理の例である。図２２では図１、３のミドルウェア相
当又は図４、５の基本機能相当の記載を省略している。図ではＣＰＵの囲みが基本機能と
独自機能での処理、ＯＳＵＭＡＣがベンダ依存部分での処理の例を示しているが、この分
類に限定しない。本図のＣＰＵは図２０のＣＰＵパッケージや図２１のサーバ等上やそれ
以外の処理能力を持つ箇所又はそれらの組み合わせであってもよい。ＯＳＵＭＡＣはＯＳ
Ｕ処理をする専用のＬＳＩを想定しているが、同等の処理が可能であれば汎用ＬＳＩを用
いてもよい。
【００６８】
　図２２に係る光アクセスシステムにおいて、ＣＰＵは、第１の群として保守運用機能の
Fault Managementと保守運用機能のGTC/PMD ConfigとＰＯＮアクセス処理機能のONU Acti
vation/DeactivationとＰＯＮアクセス処理機能のＤＢＡとＰＯＮアクセス処理機能のλ
（波長）割当変更とを有し、第２の群として省電力制御機能のＳｌｅｅｐとプロテクショ
ン機能とを有し、第３の群として保守運用機能のService Managementと保守運用機能のEq
uipment Managementとを有し、第４の群として保守運用機能のFault Managementと保守運
用機能のPerformance Managementとマルチキャスト機能のＭＬＤプロキシとを有する。
【００６９】
　ＳＷは、Ｌ２信号処理機能のＶＬＡＮ機能とＬ２信号処理機能のＱｏＳ機能とＬ２信号
処理機能のMultiplex（Ｍｕｘ）、Ｌ２信号処理機能のDemujltiplex（Ｄｍｕｘ）、Ｌ２
信号処理機能のCrossConnect（ＸＣ）とＬ２信号処理機能のマルチキャスト機能、Ｌ２信
号処理機能の複写機能（Ｃｏｐｙ）とを有する。ＯＳＵ　ＭＡＣは、ＰＯＮ主信号処理機
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能のFramingと、ＰＯＮ主信号処理機能の暗号の符復号等のSecurityと、ＰＯＮ主信号処
理機能のＦＥＣ機能と、周波数／時刻同期機能とを有する。また、ＯＳＵ　ＭＡＣは、XG
EM Framerと、暗号化と、XGTC Framerと、ＦＥＣと、PHY Framerと、ＳＰ変換と、ＰＭＤ
との順でデータ処理を行ってもよい。暗号化ではＰＯＮ主信号処理機能のSecurity機能が
行い、ＦＥＣはＰＯＮ主信号処理機能（ＦＥＣ）が行い、PHY Framerの前段に位置するFr
amer Syncは周波数／時刻同期機能が行ってもよい。
【００７０】
　図２３は、主要８機能のアプリの処理とＧ．９８９．３機能図との対応である。図２３
では図１、３のミドルウェア相当又は図４、５の基本機能相当の記載を省略している。図
２３に示すように各アプリは、省電力アプリ、プロテクションアプリ、高速監視アプリ、
ＤＢＡアプリ、ＤＷＡアプリ、ＯＮＵ登録認証アプリを用いる。TWDM TC Layerにおいて
、（１）ではPHY Burst Timing and Profile Controlを有し、（２）ではUpstream Bandw
idth Management(Mgmt.) DBA ControlとFS Frame/Burst機能としてPLOAM Partition機能
とEmbedded Header Field機能とXGEM partition機能を有し、（３）ではUser Data Adapt
erとOMCI AdapterとXGEM Engineを有する。
【００７１】
　User Data Client及びOMCI Clientは、それぞれUser Data AdapterとOMCI Adapterと接
続されている。User Data Adapterは、Security key Management(mgmt.)とONU Power Man
agement(mgmt.)とTWDM Channel Management(mgmt.)とProtectionを有するTWDM TC Functi
onsと、PLOAM Proccessorと、AMCC PHYとを介して、TWDM PMD Layerが有するAMCC PMC及
びConventional TWDM PMDのうち、ＡＭＣＣ　ＰＭＣと接続される。
【００７２】
　図２４は、ユーザデータに加えて、ＰＬＯＡＭ、ＯＭＣＩもＳＷ経由で図２の４又は５
又は６から対応するものを受ける場合の例である。図２４に示すように各アプリは、省電
力アプリ、プロテクションアプリ、高速監視アプリ、ＤＢＡアプリ、ＤＷＡアプリ、ＯＮ
Ｕ登録認証アプリを用いる。TWDM TC Layerにおいて、（１）ではPHY burst timing and 
profile controlを有し、（２）ではUpstream Bandwidth Management(mgmt.) DBA Contro
lとFS Frame/BurstとしてPLOAM PartitionとEmbedded Header FieldsとXGEM Partitionを
有し、（３）ではUser Data AdapterとOMCI AdapterとXGEM Engineを有する。
【００７３】
　User Data Client及びOMCI Clientは、それぞれUser Data AdapterとOMCI AdapterとＳ
Ｗ経由により接続されている。User Data Adapterは、Security Key Management(mgmt.)
とONU Power Management(mgmt.)とTWDM Channel Management(mgmt.)とProtection制御を
有するTWDM TC Functionsと、PLOAM Proccessorと、AMCC PHYとを介して、TWDM PMD Laye
rが有するAMCC PMC及びConventional TWDM PMDのうち、AMCC PMCと接続される。なお、図
２４に示すPLOAM Proccessor及びAMCC PHY間と、FS Frame/BurstのPLOAM Partition及びP
LOAM Proccessor間と、FS Frame/BurstのEmbedded Header Fields及びTWDM TC Functions
間とは、ＳＷ経由により接続されている。
【００７４】
　なお、図１及び図３の例では、ソフト化領域を、基本機能１３２、管理・制御エージェ
ント１３３、拡張機能Ａ１３１－１、拡張機能Ｂ１３１－２、拡張機能Ｃ１３１－３、ミ
ドルウェア１２０としたが、ソフト化領域は、サービスアダプテーション（暗号化、フラ
グメント処理、ＧＥＭ（GPON Encapsulation Method）フレーム化）／ＸＧＥＭ（XGPON E
ncapsulation Method）フレーム化）Ｘ、ＰＨＹアダプテーションのＦＥＣ、スクランブ
ル、同期ブロック生成／抽出、ＧＴＣ（GPON Transmission Convergence）フレーム化、
ＰＨＹフレーム化、ＳＰ変換、符号化方式も対象としてもよい。
【００７５】
　アーキテクチャのソフト化機能の実装例とハードウェアに対応する機能配備の例を説明
する。機能配備は、例えば、ネットワーク機器又は外部のサーバにソフト化機能を備える
。
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【００７６】
　複数のＯＳＵ、スイッチ、情報処理部及び制御部を備えるＯＬＴを想定する。各ＯＳＵ
は、波長毎に異なる送受信部を備える。この場合、ミドルウェア１２０が各ＯＳＵ及びス
イッチに搭載され、機器無依存アプリ１３０などのソフト化領域が情報処理部に搭載され
る。
【００７７】
　情報処理部すなわちＣＰＵは、機器無依存アプリ１３０を実行する。機器無依存アプリ
１３０は、ＯＳＵ用の拡張機能と、スイッチ用の拡張機能と、制御部用の拡張機能と、を
含む。ＯＳＵ用の拡張機能は、例えば、省電力アプリ、プロテクションアプリ、ＤＢＡア
プリ、ＯＮＵ登録認証アプリである。スイッチ用の拡張機能は、例えば、ＭＬＤプロキシ
アプリである。制御部用の拡張機能は、例えば、低速監視アプリ（ＯＭＣＩ）、低速監視
アプリ（ＥＭＳ（例えば、ＯＳＳ（Operation Support System））－ＩＦ：（InterFace
）、設定・管理アプリである。
【００７８】
　Ｇ．９８９．３の場合、例えば、上述した図１９、２１～２４に示すようになる。
【００７９】
　ＤＢＡアプリの場合、図１及び図３に示すミドルウェア１２０又は図４及び図５に示す
基本機能１３２は、ＴＣレイヤのハードウェアであるEmbedded OAM Engineを動作させる
。そして、ＰＭＤレイヤのハードウェアである送受信部がＤＢＡアプリに従って受信する
。なお、送受信部がＤＢＡに従わない上り信号でも受信する場合は、ＤＢＡアプリに従わ
ないとしてもよい。
【００８０】
　情報処理部は、これらのソフト化機能に限らず、それ以外のソフト化機能を備えていて
もよい。ハードウェアは、送受信部、ＯＳＵ、スイッチ、制御部、情報処理部に限らない
。例えば、情報処理部は送受信部、ＯＳＵ、スイッチ、制御部に含まれていてもよい。
【００８１】
　また後述の構成例の図に示すように、スイッチのＮＮＩ（Network-Network Interface
）側にスイッチに入出力する信号を処理するプロキシ部または外部サーバを備えていても
よい。外部サーバは、複数の装置を備えるデータセンタ等のいわゆるクラウドと呼ばれる
情報処理機能であってもよい。
【００８２】
　各機能は処理能力や処理遅延の要求に応じて適宜配置してもよい。また、ＯＳＵにスイ
ッチ（後述のスイッチ部１２又はスイッチ部１３）を備えていてもよいし、スイッチとは
別途スイッチ（後述のスイッチ部１３を備える場合のスイッチ部１２）を備えていてもよ
い。スイッチの機能はスイッチ部１２とスイッチ部１３で重複せずにスイッチの処理能力
等に従って適宜分担することが望ましいが、重複してもよい。
【００８３】
　ソフト化機能を配備する箇所は、情報処理部に限らず、複数の演算処理可能な箇所に配
置してもよい。例えば、ソフト化機能を配備する箇所は、送受信部、ＯＳＵのスイッチ、
ＯＳＵのスイッチ以外、ＯＬＴの制御部、ＯＬＴのスイッチ、ＯＬＴの情報処理部、ＯＬ
Ｔのスイッチと制御部と情報処理部以外、スイッチのＮＮＩ側にスイッチに入出力する信
号を処理するプロキシ部また外部サーバ等の処理装置のいずれかであってもよい。
【００８４】
　また、ソフト化機能の配置は、ソフト化機能毎であってもよいし、単一のソフト化機能
を分割したソフト化機能の一部であってもよい。例えば、送受信部に関するものを送受信
部以外の他の箇所、例えば、ＯＳＵのスイッチ、ＯＳＵの送受信部以外且つスイッチ以外
、ＯＬＴのスイッチ、ＯＬＴの制御部、ＯＬＴの情報処理部、ＯＬＴのそれ以外、ＯＬＴ
の外部で主信号の経路上にあるプロキシ部、外部サーバ等のどこか又は複数の配備場所の
組み合わせに配備してもよい。ＰＯＮ終端に関するものをＰＯＮ終端処理配備箇所以外の
他の箇所、例えば、ＯＳＵの送受信部、ＯＳＵのスイッチ、ＯＳＵの送受信部以外且つス
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イッチ以外、ＯＬＴのスイッチ、ＯＬＴの制御部、ＯＬＴの情報処理部、ＯＬＴのそれ以
外、ＯＬＴの外部で主信号の経路上にあるプロキシ部、外部サーバ等のどこか又は複数の
配備場所の組み合わせに配備してもよい。
【００８５】
　ＯＮＵのスイッチに関するものをＯＮＵのスイッチ以外の他の箇所、例えば、送受信部
、ＯＳＵの送受信部以外且つスイッチ以外、ＯＬＴのスイッチ、ＯＬＴの制御部、ＯＬＴ
の情報処理部、ＯＬＴのそれ以外、ＯＬＴの外部で主信号の経路上にあるプロキシ部、外
部サーバ等のどこか又は複数の配備場所の組み合わせに配備してもよい。ＯＬＴのスイッ
チに関するものをＯＬＴのスイッチ以外の他の箇所、例えば、送受信部、ＯＳＵのスイッ
チ、ＯＳＵの送受信部以外且つスイッチ以外、ＯＬＴの制御部、ＯＬＴの情報処理部、Ｏ
ＬＴのそれ以外、ＯＬＴの外部で主信号の経路上にあるプロキシ部、外部サーバ等のどこ
か又は複数の配備場所の組み合わせに配備してもよい。
【００８６】
　また、ソフト化機能を配備する箇所は拡張機能の配備の状況や、演算可能な箇所の演算
能力や演算負荷や消費電力等に応じて、適宜変更してもよい。
【００８７】
　機能を実施部と指示部に分割し、分割した一部を他の装置またはソフト処理する例とし
ての例として、ＰＯＮアクセス制御機能のＯＬＴに備える機能である動的帯域割当（ＤＢ
Ａ）の機能を示す。ここでは、図１や３の構成で、機器依存部１１０が実施部として機能
し、機器無依存アプリ１３０が指示部としたが、機能配備により、共に機器無依存アプリ
１３０であってもよいし、共に機器依存部１１０であってもよい。共に機器無依存アプリ
１３０である例としては、例えば、ＤＢＡ処理等の機能の実施部を非力な送受信機に備え
るプロセッサ等の情報処理部に備え、指示部を強力な情報処能力を備えるその他の箇所の
情報処理部、例えばＯＳＵ等に備え、ミドルウェア１２０として装置間のプロセッサ間通
信や装置間通信が働く場合である。共に機器依存部１１０に備える場合は、左記の例と同
様にファームウェア等の一部としてそれぞれＤＢＡ機能をコンパイルした場合等である。
【００８８】
　実施部は、固定的な処理を繰り返し、指示部が実施部の処理結果が理想的でない場合に
、指示部の処理にて補正する又は実施部に指示することで補正して理想的な処理に近づけ
る。このような機能処理に適しているものとしては、ＤＢＡ、ＤＷＡ、ＤＷＢＡ、主信号
処理等が挙げられる。または、実施部は仮応答して応答時間の規定をまもり、指示部で真
の応答を行う。このような機能処理に適しているものとしては、認証、切替等がある。こ
のＤＢＡの例は前者の補正するものに対応し、ＤＷＡ、ＤＷＢＡに同様に適用できる。
【００８９】
　以下、遅延変動、最大遅延等の規定の緩い場合の保証割当、非保証割当、ベストエフォ
ート割当を前提に説明するが、固定割当や遅延の規定の厳しい場合は、その規定に従い割
当する。また、プロファイル等のやり取りを行い、使用するＩＦやパラメータやその範囲
を明確化してやり取りを続けるのが望ましいし、機器依存部１１０と実施部と指示部の構
成や次実施部と指示部のやり取りに要する遅延時間、帯域、通信回線の占有の可否等の必
要に応じてＩＦ変換やパラメータ変換を行うことが望ましい。
【００９０】
　実施部は、同一宛先に所定の帯域又は複数の所定の帯域を切替しながら又は所定の帯域
設定又は所定の帯域設定を切替しながら割当を継続する。指示部は、実施部の所定の動作
を検出し、検出結果と所望の割当との差異に応じてＤＢＡを行う。所定の動作は、例えば
、割当又は割当結果又は割当履歴又は割当に伴うデータ導通又は導通履歴又は要求又は要
求履歴である。ＤＢＡは、例えば、実施部へ、所定の帯域を指示したり、又は、割当対象
の一部に対する割当抑止又は優先割当を指示したり、又は、帯域設定の変更を指示したり
、又は、割当の優先順番を指示したり、又は、所定の帯域の切替を指示したりする。
【００９１】
　所定の帯域は、平均的には、割当対象（例えば、ＯＮＵ又はＯＮＵのキュー等）毎の固
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定帯域設定を下限として、最大帯域設定を上限とし、所定期間の割当履歴が所望の帯域に
近づくように設定する。
【００９２】
　所定期間は、指示部の指示を受けて実施部が所定の帯域を変更に要する時間よりも長い
ことが望ましい。例えば数～十数倍であり、複数回の変更に要する時間である。また、ユ
ーザが所望の帯域からの差異に感じない程度の時間であることが望ましい。例えば、帯域
を計測する時間単位、例えば１秒以下であることが望ましい。
【００９３】
　所定期間の割当履歴は、指数平均、移動平均、所定の間隔で履歴をリセットする形の平
均、及びその他の統計処理をした履歴である。
【００９４】
　実施部の割当又は割当結果は、実施部からの申告又はいずれかの箇所での測定又は上位
システムに申告するための保持情報又は過去の指示の履歴をＯＡＭやバックボードや内部
配線や主信号の配線や専用の配線やＥＭＳやＣｏｎｔ版等の経路を経由して入力又は指示
部で保持する指示の履歴から入力する。履歴は指示部以外で積算してもよい。
【００９５】
　データ導通又は導通履歴は、実施部からの申告又はいずれかの箇所での測定又は上位シ
ステムに申告するための保持情報を内部配線やバックボードやＯＡＭや主信号線や専用の
配線やＥＭＳやＣｏｎｔ版等の経路を経由して入力する。履歴は指示部以外で積算しても
よい。
【００９６】
　要求又は要求履歴は、ＯＮＵからの申告又は申告の複写を指示部で直接終端して入力又
はいずれかの箇所で終端して内部配線やバックボードやＯＡＭや主信号線や専用の配線や
ＥＭＳやＣｏｎｔ版等の経路を経由して入力又は割当帯域の利用（割当の未使用分があれ
ば利用分が要求、未使用割当がなければ（全利用ならば）割当以上の要求）を実施部から
の申告又はいずれかの箇所での測定又は上位システムに申告するための保持情報又は過去
の指示の履歴を内部配線やバックボードやＯＡＭや主信号線や専用の配線やＥＭＳやＣｏ
ｎｔ版等の経路を経由して入力又は指示部で保持する指示の履歴から入力する。履歴は指
示部以外で積算してもよい。
【００９７】
　要求又は要求履歴は、入力した割当又は割当履歴又はデータ導通又は導通履歴又は割当
結果や要求又は要求履歴とから将来の要求又は本来割当てるべきであったが割当してない
帯域を予測してもよい。予測は、一次関数や２次関数等の統計処理により予測してもよい
し、過去の要求や割当利用の結果やサーバとの距離等を勘案して設定したＲＴＴ等を勘案
したＴＣＰ等の挙動を基に予測してもよいし、未使用割当がなければ保証帯域設定と予測
してもよいし、未使用割当がなければ保証帯域設定が非零又は保証帯域設定から固定帯域
設定を減じた値が非零で且つ未使用割当がない又は保証帯域設定を超過して要求のある割
当対象で非保証帯域を保証帯域設定又は保証帯域設定から固定帯域設定を減じた値に応じ
て按分した帯域と予測してもよいし、未使用割当がなければ未使用割当がない又は保証帯
域設定を超過して要求のある割当対象でベストエフォート帯域を按分した帯域と予測して
もよい。また、複数の予測方法を組み合わせて予測してもよい。
【００９８】
　所望の帯域は、要求のある割当対象に、その要求又は要求の予測値又は要求又は要求の
予測値にそこからのずれを検出するための帯域を加えた帯域を上限として、所定の比率に
応じた帯域でよい。所定の比率は例えば、保証帯域設定又は保証帯域設定から固定帯域設
定を減じた値の比率である。所定の帯域は波長毎又は符号毎又はキャリア周波数毎又は心
線毎等のＴＲｘ単位で設定してもよいし、複数の波長又は符号又はキャリア周波数又は心
線等のＴＲｘを束ねたＯＳＵ単位やＯＳＵ中のスイッチ単位で設定してもよいし、複数の
波長又は符号又はキャリア周波数又は心線等のＴＲｘ又はＯＳＵを束ねたスイッチ単位で
設定してもよいし、上位ＮＷ（ネットワーク）の帯域を共用する割当対象単位で設定して
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もよい。所望の帯域は、割当単位毎の最大帯域設定を上限とすることが望ましく、ＴＲｘ
や束ねたものとしての総帯域設定があればそれを上限とすることが望ましい。
【００９９】
　所定期間の割当履歴の所望の帯域への近づけ方として、要求有又は要求有との予測且つ
所望の帯域から所定期間の割当履歴が低い割当対象にその差分を単一または複数の所定期
間で除した帯域を最大帯域設定を上限として加算しても優先割当・割当抑止、帯域設定変
更、割当順番の変更、割当帯域の切替をしてもよいし、要求有又は要求有と予測且つ所望
の帯域から所定期間の割当履歴が低い割当対象にその差分を単一または複数の所定期間で
除した帯域を加算しても優先割当・割当抑止、帯域設定変更、割当順番の変更、割当帯域
の切替をしてもよいし、要求有又は要求有との予測且つ所望の帯域から所定期間の割当履
歴が低い割当対象に当該割当対象の保証帯域設定としてもよいし、優先割当・割当抑止、
帯域設定変更、割当順番の変更、割当帯域の切替をしてもよいし、要求有又は要求有との
予測且つ所望の帯域から所定期間の割当履歴が低い割当対象に当該割当対象の保証帯域設
定に非保証割当帯域又はベストエフォート帯域又はその予測値を当該割当対象に応じて按
分した帯域を加えた値としてもよいし、優先割当・割当抑止、帯域設定変更、割当順番の
変更、割当帯域の切替をしてもよい。
【０１００】
　要求有又は要求有との予測且つ所望の帯域から所定期間の割当履歴が高い割当対象にそ
の差分を単一または複数の所定期間で除した帯域を固定帯域設定を下限として減算しても
優先割当・割当抑止、帯域設定変更、割当順番の変更、割当帯域の切替をしてもよいし、
要求有又は要求有と予測且つ所望の帯域から所定期間の割当履歴が高い割当対象にその差
分を単一または複数の所定期間で除した帯域を減算しても優先割当・割当抑止、帯域設定
変更、割当順番の変更、割当帯域の切替をしてもよいし、要求有又は要求有との予測且つ
所望の帯域から所定期間の割当履歴が高い割当対象に当該割当対象の保証帯域設定又は固
定帯域設定として優先割当・割当抑止、帯域設定変更、割当順番の変更、割当帯域の切替
をしてもよいし、要求有又は要求有との予測且つ所望の帯域から所定期間の割当履歴が高
い割当対象に当該割当対象の保証帯域設定に非保証割当帯域又はベストエフォート帯域又
はその予測値を当該割当対象に応じて按分した帯域よりも少ない帯域を加えた値として優
先割当・割当抑止、帯域設定変更、割当順番の変更、割当帯域の切替をしてもよいし、要
求無又は要求無との予測の割当対象に当該割当対象の保証帯域設定又は固定帯域設定とし
て優先割当・割当抑止、帯域設定変更、割当順番の変更、割当帯域の切替をしてもよい。
【０１０１】
　所定の帯域は、単一または複数のＢＷＭａｐの形態、Ｔ－ＣＯＮＴやＡｌｌｏｃ－ＩＤ
やＬＬＩＤ等の割当単位毎の割当時間、開始時間と割当時間の組み合わせ、Ｔ－ＣＯＮＴ
やＡｌｌｏｃ－ＩＤやＬＬＩＤ等の割当単位毎の割当時間と割当順番の組み合わせで割当
ててもよい。指示部から実施部への伝達は、所定のビット列等の識別子を付与して他の情
報と区別がつくようにして伝達してもよいし、Ｅｍｂｅｄｄｅｄ　ＯＡＭの形で伝達して
もよいし、ＯＡＭフレームや、ＭＰＣＰフレームや、所定のＶＩＤやＭＡＣアドレスやＴ
ＯＳ／ＣＯＳやそれらの組み合わせやＶＰやＶＣで識別できるようにしたフレームやセル
にカプセル化してやり取りしてもよい。指示部は処理部が識別できるように識別子の付与
やカプセル化や所定の通信路で通信する機能を備え、処理部は識別できるように識別子の
識別やデカプセル化や所定の通信路で通信を受ける機能を備える。処理部から指示部への
入出力も同様であり、ＯＮＵからの申告を指示部が直接終端する場合以外は、受信できる
ように処理して指示部に入力する機能を申告がやり取りされる経路上に備える。
【０１０２】
　以上の説明では、指示部の指示は、ベンダや方式に依存する形で示しているが、本願実
施形態１ではミドルウェアが、本願実施形態２ではミドルウェアと場合により機器依存ア
プリが、本願実施形態３では機器依存部が、本願実施形態４では機器依存部と場合により
機器依存アプリが、ベンダ無依存ＡＰＩ２１の形式を変換してベンダ依存ＡＰＩ２１を通
じて変換する指示である。本願の指示部は、ベンダ無依存ＡＰＩ２１に応じて指示する。
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例えば、帯域割当であれば、ＩＴＵ－Ｔ系のＢＷＭａｐの形にも、ＩＥＥＥ系のＬＬＩＤ
毎の送信許可時間と送信継続時間の形にも変換可能なベンダ及び方式に依存しない形式で
指示する。また、マルチサービスを収容するために、ジッタやバーストや平均帯域の平均
時間等の規定も伝える。以上の説明では、ＤＢＡに関して示したが、ＤＢＡ以外のＰＯＮ
アクセス機能を構成する機能やＰＯＮアクセス機能以外の機能についても同様である。
【０１０３】
　例えば、Ｌ２機能であれば、機器無依存ＡＰＩ２１では、同一パスのデータをやり取り
する波長の切替のみを指示して、その具体的な処理として波長切替ベンダ依存ＡＰＩ２１
で、波長切替前後のパスは、タグを共通にしてカプセル化してスイッチーＯＮＵ間を伝送
し、タグを外してデカプセル化したり、タグを波長間で所定の変換則で変換することにし
て、スイッチーＯＮＵ間を伝送し、変換したり、パス変更を予測又は予告してスイッチと
ＯＮＵで予め切替又は同期して切替するように、ベンダ又は方式に依存する部分を操作す
るように機器依存ＡＰＩ２３（実施形態２の場合は機器依存ＡＰＩ２３と一部または全て
機器依存アプリを介した機器依存ＡＰＩ２４、実施例３の場合は機器無依存ＡＰＩ２７、
実施例４の場合は機器無依存ＡＰＩ２７と一部または全て機器依存アプリを介した機器依
存ＡＰＩ２４）で指示する。
【０１０４】
　例えば、マルチキャスト機能であれば、機器無依存ＡＰＩ２１では、同一パスのデータ
をやり取りする波長の切替のみを指示して、その具体的な処理の一つとしてフィルタ設定
は波長切替を機器依存ＡＰＩ２３で、波長切替前後のパスは、波長間で共通のフィルタ設
定としたり、所定のフィルタに波長間で所定の変換則で変換することにしたり、変更を予
測又は予告してＯＮＵで予め切替又は同期して切替するように、ベンダ又は方式に依存す
る部分を操作するように機器依存ＡＰＩ２３（実施形態２の場合は機器依存ＡＰＩ２３と
一部または全て機器依存アプリを介した機器依存ＡＰＩ２４、実施例３の場合は機器無依
存ＡＰＩ２７、実施例４の場合は機器無依存ＡＰＩ２７と一部または全て機器依存アプリ
を介した機器依存ＡＰＩ２４）で指示する。
【０１０５】
　真の応答を指示部で行う例としては、例えば、登録したＯＮＵが適正であるかのチェッ
クを外部のサーバ等で行う場合である。まず、実施部はＯＮＵを登録し、指示部に適正化
の問合せを機器依存ＡＰＩ２３と機器無依存ＡＰＩ２１を介して行う。問合せの回答が返
ってくるまで、ＯＮＵ－ＯＬＴの通信があればよければ、ユーザデータの授受を行わずに
ヘルスチェック等の必要な通信を継続する。帯域割当のみあればよければ帯域割当しデー
タはＯＬＴ内に留める。ユーザデータに対する応答が必要であれば、実施部又は指示部に
て代理する。強制切替のシーケンスであれば、指示部による応答時間以上前に、予め実施
部での切替時刻を指示部で設定し、応答時間の遅れ分だけ先行して処理を始めることで、
応答遅れがないようにする。
【０１０６】
　以下、図２を参照して、本実施形態に係る発明について説明する。本実施形態に係る通
信システムは、送受信部（ＴＲｘ）１１と、スイッチ部（ＳＷ）１２と、スイッチ部（Ｓ
Ｗ）１３と、制御部１４と、プロキシ部１５と、外部サーバ１６と、の少なくとも一部を
備える。図２では、異なる波長（λＡ～λＮ）の送受信部が同一のスイッチ部１２に接続
されている構成を示すが、本実施形態はこれに限定されない。例えば、異なる波長（λＡ
～λＮ）の送受信部が同一のスイッチ部１２に接続されている構成に加えて、同一の波長
の送受信部が同一のスイッチ部１２に接続されていてもよい。
【０１０７】
　ＯＬＴは、送受信部１１から制御部１４を備えていてもよいし、これらに加えて外部サ
ーバ１６を備えてもよい。また、ＯＳＵは、送受信部１１でもよいし、これに加えてスイ
ッチ部（ＳＷ）１２又は１３を備えてもよい。通信システム構成（１－１）は、送受信部
（ＴＲｘ）１１と、スイッチ部（ＳＷ）１２と、スイッチ部（ＳＷ）１３と、制御部１４
と、プロキシ部１５と、外部サーバ１６と、を備える（図２）。
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【０１０８】
　ＯＬＴは、送受信部（ＴＲｘ）１１と、スイッチ部（ＳＷ）１２と、スイッチ部（ＳＷ
）１３と、制御部１４とから構成してもよいし、送受信部（ＴＲｘ）１１と、スイッチ部
（ＳＷ）１２と、スイッチ部（ＳＷ）１３と、制御部１４と、外部サーバ１６とから構成
してもよい。ＯＳＵは、送受信部（ＴＲｘ）１１とから構成してもよいし、送受信部（Ｔ
Ｒｘ）１１と、スイッチ部（ＳＷ）１２とから構成してもよいし、送受信部（ＴＲｘ）１
１と、スイッチ部（ＳＷ）１３とから構成してもよい。
【０１０９】
　異なる波長（λＡ～λＮ）の送受信部（ＴＲｘ）１１がスイッチ部１２に接続されてい
る。ＴＲｘ１１は自律、又はＳＷ１２やＳＷ１３や制御部１４やプロキシ部１５や外部サ
ーバ１６等の他の構成要素からの制御、又はＳＷ１２やＳＷ１３や制御部１４やプロキシ
部１５や外部サーバ１６等の他の構成要素を介して転送された制御で制御され、ＯＤＮ又
はＳＷ１２のトラフィックの一部またはその全てを、所定の手順に従って、ＶＬＡＮや優
先や廃棄優先や宛先等の少なくとも一部又はその組み合わせのタグの追加又は削除又は付
替又は変更無で、集約又は分配又は振分又は複製又は折返又は透過の少なくとも一つまた
はその組み合わせで処理する。
【０１１０】
　スイッチ部（ＳＷ）１２がスイッチ部（ＳＷ）１３に接続される。ここで本通信システ
ム構成では、上り通信に関しても集約されるとは限らない。１－１の構成では、ＯＮＵ側
からみて後段の装置（本通信システム構成ではＳＷ１２で例示するが、ＳＷ１３やプロキ
シ部１５等でよい）は波長毎への振り分けが主であるが、分配、集約、そのまま透過、Ｖ
ＩＤや優先廃棄を表すタグ等のタグ付加又は付替してもよい。１－２の構成では、上りト
ラヒックは集約が主であるが、分配、振分、そのまま透過、タグ付加又は付替してもよく
、下りトラフィックも分配、集約、振り分け、透過、タグ付加又は付替であってもよい。
更に、１－１と１－２の組み合わせでは分配、集約、振り分け、透過、タグ付加又は付替
のいずれかであってもよく、少なくとも一部の組み合わせであってもよい。そのいずれと
なるかはサービスポリシーに応じて決定する。これは以降の通信システム構成でも同様で
ある。上述した１－１の構成及び１－２の構成例を以下列挙する。
【０１１１】
　１－１の構成は、下から準拠する標準や製造ベンダに依存する機器依存部１１０と、機
器依存部１１０のハードウェアやソフトウェア１１３の違いを隠蔽するミドルウェア１２
０、機器に依存しない汎用の機器無依存アプリ１３０を備える。ミドルウェア１２０と機
器無依存アプリ１３０は機器無依存ＡＰＩ２１で接続され、ミドルウェア１２０と機器依
存部１１０のソフトウェア１１３やＯＡＭやハードウェアは機器依存ＡＰＩ２３で接続さ
れ、ミドルウェア１２０とＮＥ管理・制御部は機器依存ＡＰＩ２５で接続される。
【０１１２】
　１－２の構成は、１－１においてＴＷＤＭ－ＰＯＮに用いられる構成例を示したが、Ｔ
ＤＭ－ＰＯＮに適用してもよい。ＴＤＭ－ＰＯＮでは、λ設定切替（ＤＷＡ）のようなＯ
ＮＵの間のＯＮＵ－ＯＬＴのＰＯＮ区間の波長リソースを波長分割多重する機能を備えて
いなくてもよいことを除けば実施形態１－１と同様である。
【０１１３】
　ＳＷ１２は自律、又はＴＲｘ１１やＳＷ１３や制御部１４やプロキシ部１５や外部サー
バ１６等の他の構成要素からの制御、又はＴＲｘ１１やＳＷ１３や制御部１４やプロキシ
部１５や外部サーバ１６等の他の構成要素を介して転送された制御で制御され、ＴＲｘ１
１又はＳＷ１３のトラフィックの一部またはその全てを、所定の手順に従って、ＶＬＡＮ
や優先や廃棄優先や宛先等の少なくとも一部又はその組み合わせのタグの追加又は削除又
は付替又は変更無で、集約又は分配又は振分又は複製又は折返又は透過の少なくとも一部
またはその組み合わせで処理する。ここで、制御部１４は１１から１５（本通信システム
構成ではＴＲｘ１１、ＳＷ１２、ＳＷ１３、プロキシ部１５）の少なくとも一つを制御す
る場合と、制御せずに通信システム構成に備える１１から１５（本通信システム構成では
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ＴＲｘ１１、ＳＷ１２、ＳＷ１３、プロキシ部１５）の少なくとも一つに制御情報を転送
する場合がある。転送元としては、例えば、プロキシ部１５や外部サーバ１６が列挙でき
る。また、通信システム構成に備える１１から１５のいずれかが自律で動く場合もある。
これは以降の通信システム構成例でも同様である。
【０１１４】
　スイッチ部（ＳＷ）１３はプロキシ部１５に直接、又は複数のＯＬＴから／へのトラフ
ィックを集約や分配や振分や複製や折返や透過の少なくとも一部をする集線ＳＷ等を介し
て接続される。ＳＷ１３は自律、又はＴＲｘ１１やＳＷ１２や制御部１４やプロキシ部１
５や外部サーバ１６等の他の構成要素からの制御、又はＴＲｘ１１やＳＷ１２や制御部１
４やプロキシ部１５や外部サーバ１６等の他の構成要素を介して転送された制御で制御さ
れ、ＳＷ１２又はプロキシ部１５のトラフィックの一部又はその全てを、所定の手順に従
って、ＶＬＡＮや優先や廃棄優先や宛先等の少なくとも一部又はその組み合わせのタグの
追加又は削除又は付替又は変更無で、集約又は分配又は振分又は複製又は折返又は透過の
少なくとも一部またはその組み合わせで処理する。
【０１１５】
　制御部１４は、ＴＲｘ１１又はＳＷ１２又はＳＷ１３又はプロキシ部１５又は外部サー
バ１６又は外部のＥＭＳ（不図示）や外部の装置（不図示）と接続される。制御部１４は
、ＴＲｘ１１やＳＷ１２やＳＷ１３やプロキシ部１５や外部サーバ１６等の他の構成要素
を制御、又はＴＲｘ１１やＳＷ１２やＳＷ１３やプロキシ部１５や外部サーバ１６等の他
の構成要素を介して制御を転送する。ここで、本実施形態では、プロキシ部１５はＯＬＴ
から／へのデータ経路上に設置することを想定している。但し、間に他の装置（例えば、
複数のＯＬＴから／へのトラフィックを集約／分配する集線ＳＷ等）を介在する場合があ
る。このため、直接接続されるとは限らない場合がある。制御の流れとしては、ＴＲｘ１
１、ＳＷ１２、ＳＷ１３、コント版、外部サーバ１６が列挙できる。
【０１１６】
　プロキシ部１５は上位側の装置（不図示）に直接、又は複数のＯＬＴから／へのトラフ
ィックを集約や分配や振分や複製や折返や透過の少なくとも一部をする集線ＳＷ等を介し
て接続される。プロキシ部１５は自律、又はＴＲｘ１１やＳＷ１２やＳＷ１３や制御部１
４や外部サーバ１６等の他の構成要素からの制御、又はＴＲｘ１１やＳＷ１２やＳＷ１３
や制御部１４や外部サーバ１６等の他の構成要素を介して転送された制御で制御され、Ｓ
Ｗ１３又は上位側の装置（不図示）のトラフィックの一部又はその全てを、所定の手順に
従って、ＶＬＡＮや優先や廃棄優先や宛先等の少なくとも一部又はその組み合わせのタグ
の追加又は削除又は付替又は変更無で、集約又は分配又は振分又は複製又は折返又は透過
の少なくとも一部またはその組み合わせで処理する。
【０１１７】
　外部サーバ１６は、ＴＲｘ１１又はＳＷ１２又はＳＷ１３又は制御部１４又はプロキシ
部１５又は外部のＥＭＳ（不図示）や外部の装置（不図示）と接続される。外部サーバ１
６は、ＴＲｘ１１やＳＷ１２やＳＷ１３や制御部１４やプロキシ部１５等の他の構成要素
を制御、又はＴＲｘ１１やＳＷ１２やＳＷ１３や制御部１４やプロキシ部１５等の他の構
成要素を介して制御を転送する。
【０１１８】
　ＴＲｘ１１やＳＷ１２やＳＷ１３や制御部１４やプロキシ部１５や外部サーバ１６は、
ＴＲｘ１１やＳＷ１２やＳＷ１３やプロキシ部１５や外部サーバ１６等の他の構成要素の
トラフィックの一部又はその全て自体又はその複写を受けて、受けたトラフィックの一部
又はその全て自体又は受けたトラフィックの一部又は全てを書換えたトラフィック又は受
けたトラフィックに対する応答をＴＲｘ１１やＳＷ１２やＳＷ１３やプロキシ部１５や外
部サーバ１６等の他の構成要素又は外部のＥＭＳ（不図示）や外部の装置（不図示）に送
付してもよい。
【０１１９】
　通信システム構成（１－２）は、通信システム構成１－１において、同一の波長の送受
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信部（ＴＲｘ）１１（λＡ～λＡ）、送受信部（ＴＲｘ）１１（λＢ～λＢ）、・・・、
送受信部（ＴＲｘ）１１（λＮ～λＮ）がスイッチ部１２に接続されている。一部の波長
のＴＲｘ１１が複数とそれ以外の波長のＴＲｘ１１がＯＮＵ側からみて後段の装置（本通
信システム構成例ではＳＷ１２）に接続されていてもよい。他は同様である。
【０１２０】
　通信システム構成（２－１）は、送受信部（ＴＲｘ）１１と、スイッチ部（ＳＷ）１２
と、スイッチ部（ＳＷ）１３と、制御部１４と、プロキシ部１５と、を備える（図２）。
異なる波長（λＡ～λＮ）の送受信部（ＴＲｘ）１１がスイッチ部１２に接続されている
。ＴＲｘ１１は自律、又はＳＷ１２やＳＷ１３や制御部１４やプロキシ部１５等の他の構
成要素からの制御、又はＳＷ１２やＳＷ１３や制御部１４やプロキシ部１５等の他の構成
要素を介して転送された制御で制御され、ＯＤＮ又はＳＷ１２のトラフィックの一部また
はその全てを、所定の手順に従って、ＶＬＡＮや優先や廃棄優先や宛先等の少なくとも一
部又はその組み合わせのタグの追加又は削除又は付替又は変更無で、集約又は分配又は振
分又は複製又は折返又は透過の少なくとも一つまたはその組み合わせで処理する。
【０１２１】
　スイッチ部（ＳＷ）１２がスイッチ部（ＳＷ）１３に接続される。ＳＷ１２は自律、又
はＴＲｘ１１やＳＷ１３や制御部１４やプロキシ部１５等の他の構成要素からの制御、又
はＴＲｘ１１やＳＷ１３や制御部１４やプロキシ部１５等の他の構成要素を介して転送さ
れた制御で制御され、ＴＲｘ１１又はＳＷ１３のトラフィックの一部またはその全てを、
所定の手順に従って、ＶＬＡＮや優先や廃棄優先や宛先等の少なくとも一部又はその組み
合わせのタグの追加又は削除又は付替又は変更無で、集約又は分配又は振分又は複製又は
折返又は透過の少なくとも一部またはその組み合わせで処理する。
【０１２２】
　スイッチ部（ＳＷ）１３はプロキシ部１５に直接、又は複数のＯＬＴから／へのトラフ
ィックを集約や分配や振分や複製や折返や透過の少なくとも一部をする集線ＳＷ等を介し
て接続される。ＳＷ１３は自律、又はＴＲｘ１１やＳＷ１２や制御部１４やプロキシ部１
５等の他の構成要素からの制御、又はＴＲｘ１１やＳＷ１２や制御部１４やプロキシ部１
５等の他の構成要素を介して転送された制御で制御され、ＳＷ１２又はプロキシ部１５の
トラフィックの一部またはその全てを、所定の手順に従って、ＶＬＡＮや優先や廃棄優先
や宛先等の少なくとも一部又はその組み合わせのタグの追加又は削除又は付替又は変更無
で、集約又は分配又は振分又は複製又は折返又は透過の少なくとも一部またはその組み合
わせで処理する。
【０１２３】
　制御部１４は、ＴＲｘ１１又はＳＷ１２又はＳＷ１３又はプロキシ部１５又は外部のＥ
ＭＳ（不図示）や外部の装置（不図示）と接続される。制御部１４は、ＴＲｘ１１やＳＷ
１２やＳＷ１３やプロキシ部１５等の他の構成要素を制御、又はＴＲｘ１１やＳＷ１２や
ＳＷ１３やプロキシ部１５等の他の構成要素を介して制御を転送する。プロキシ部１５は
上位側の装置（不図示）に直接、又は複数のＯＬＴから／へのトラフィックを集約や分配
や振分や複製や折返や透過の少なくとも一部をする集線ＳＷ等を介して接続される。
【０１２４】
　プロキシ部１５は自律、又はＴＲｘ１１やＳＷ１２やＳＷ１３や制御部１４等の他の構
成要素からの制御、又はＴＲｘ１１やＳＷ１２やＳＷ１３や制御部１４等の他の構成要素
を介して転送された制御で制御され、ＳＷ１３又は上位側の装置（不図示）のトラフィッ
クの一部またはその全てを、所定の手順に従って、ＶＬＡＮや優先や廃棄優先や宛先等の
少なくとも一部又はその組み合わせのタグの追加又は削除又は付替又は変更無で、集約又
は分配又は振分又は複製又は折返又は透過の少なくとも一部またはその組み合わせで処理
する。
【０１２５】
　ＴＲｘ１１やＳＷ１２やＳＷ１３や制御部１４やプロキシ部１５は、ＴＲｘ１１やＳＷ
１２やＳＷ１３やプロキシ部１５等の他の構成要素のトラフィックの一部又はその全て自
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体又はその複写を受けて、受けたトラフィックの一部又はその全て自体又は受けたトラフ
ィックの一部又は全てを書換えたトラフィック又は受けたトラフィックに対する応答をＴ
Ｒｘ１１やＳＷ１２やＳＷ１３やプロキシ部１５等の他の構成要素又は外部のＥＭＳ（不
図示）や外部の装置（不図示）に送付してもよい。
【０１２６】
　通信システム構成（２－２）は、通信システム構成２－１において、同一の波長の送受
信部（ＴＲｘ）１１（λＡ～λＡ）、送受信部（ＴＲｘ）１１（λＢ～λＢ）、・・・、
送受信部（ＴＲｘ）１１（λＮ～λＮ）がスイッチ部１２に接続されている。一部の波長
のＴＲｘ１１が複数とそれ以外の波長のＴＲｘ１１がＯＮＵ側からみて後段の装置に接続
されていてもよい。他は同様である。
【０１２７】
　通信システム構成（３－１）は、送受信部（ＴＲｘ）１１と、スイッチ部（ＳＷ）１２
と、スイッチ部（ＳＷ）１３と、制御部１４と、外部サーバ１６と、を備える（図２）。
異なる波長（λＡ～λＮ）の送受信部（ＴＲｘ）１１がスイッチ部１２に接続されている
。
【０１２８】
　ＴＲｘ１１は自律、又はＳＷ１２やＳＷ１３や制御部１４や外部サーバ１６等の他の構
成要素からの制御、又はＳＷ１２やＳＷ１３や制御部１４や外部サーバ１６等の他の構成
要素を介して転送された制御で制御され、ＯＤＮ又はＳＷ１２のトラフィックの一部また
はその全てを、所定の手順に従って、ＶＬＡＮや優先や廃棄優先や宛先等の少なくとも一
部又はその組み合わせのタグの追加又は削除又は付替又は変更無で、集約又は分配又は振
分又は複製又は折返又は透過の少なくとも一つまたはその組み合わせで処理する。
【０１２９】
　スイッチ部（ＳＷ）１２がスイッチ部（ＳＷ）１３に接続される。ＳＷ１２は自律、又
はＴＲｘ１１やＳＷ１３や制御部１４や外部サーバ１６等の他の構成要素からの制御、又
はＴＲｘ１１やＳＷ１３や制御部１４や外部サーバ１６等の他の構成要素を介して転送さ
れた制御で制御され、ＴＲｘ１１又はＳＷ１３のトラフィックの一部又はその全てを、所
定の手順に従って、ＶＬＡＮや優先や廃棄優先や宛先等の少なくとも一部又はその組み合
わせのタグの追加又は削除又は付替又は変更無で、集約又は分配又は振分又は複製又は折
返又は透過の少なくとも一部またはその組み合わせで処理する。
【０１３０】
　スイッチ部（ＳＷ）１３は上位側の装置（不図示）に直接、又は複数のＯＬＴから／へ
のトラフィックを集約や分配や振分や複製や折返や透過の少なくとも一部をする集線ＳＷ
等を介して接続される。ＳＷ１３は自律、又はＴＲｘ１１やＳＷ１２や制御部１４や外部
サーバ１６等の他の構成要素からの制御、又はＴＲｘ１１やＳＷ１２や制御部１４や外部
サーバ１６等の他の構成要素を介して転送された制御で制御され、ＳＷ１２のトラフィッ
クの一部またはその全てを、所定の手順に従って、ＶＬＡＮや優先や廃棄優先や宛先等の
少なくとも一部又はその組み合わせのタグの追加又は削除又は付替又は変更無で、集約又
は分配又は振分又は複製又は折返又は透過の少なくとも一部またはその組み合わせで処理
する。
【０１３１】
　制御部１４は、ＴＲｘ１１又はＳＷ１２又はＳＷ１３又は外部サーバ１６又は外部のＥ
ＭＳ（不図示）や外部の装置（不図示）と接続される。制御部１４は、ＴＲｘ１１やＳＷ
１２やＳＷ１３や外部サーバ１６等の他の構成要素を制御、又はＴＲｘ１１やＳＷ１２や
ＳＷ１３や外部サーバ１６等の他の構成要素を介して制御を転送する。外部サーバ１６は
、ＴＲｘ１１又はＳＷ１２又はＳＷ１３又は制御部１４又は外部のＥＭＳ（不図示）や外
部の装置（不図示）と接続される。外部サーバ１６は、ＴＲｘ１１やＳＷ１２やＳＷ１３
や制御部１４等の他の構成要素を制御、又はＴＲｘ１１やＳＷ１２やＳＷ１３や制御部１
４等の他の構成要素を介して制御を転送する。
【０１３２】



(29) JP 6901237 B2 2021.7.14

10

20

30

40

50

　ＴＲｘ１１やＳＷ１２やＳＷ１３や制御部１４や外部サーバ１６は、ＴＲｘ１１やＳＷ
１２やＳＷ１３や外部サーバ１６等の他の構成要素のトラフィックの一部またはその全て
自体又はその複写を受けて、受けたトラフィックの一部又はその全て自体又は受けたトラ
フィックの一部又は全てを書換えたトラフィック又は受けたトラフィックに対する応答を
ＴＲｘ１１やＳＷ１２やＳＷ１３や外部サーバ１６等の他の構成要素または外部のＥＭＳ
（不図示）や外部の装置（不図示）に送付してもよい。
【０１３３】
　通信システム構成（３－２）は、通信システム構成３－１において、同一の波長の送受
信部（ＴＲｘ）１１（λＡ～λＡ）、送受信部（ＴＲｘ）１１（λＢ～λＢ）、・・・、
送受信部（ＴＲｘ）１１（λＮ～λＮ）がスイッチ部１２に接続されている。一部の波長
のＴＲｘ１１が複数とそれ以外の波長のＴＲｘ１１がＳＷ１２に接続されていてもよい。
他は同様である。
【０１３４】
　通信システム構成（４－１）は、送受信部（ＴＲｘ）１１と、スイッチ部（ＳＷ）１２
と、スイッチ部（ＳＷ）１３と、プロキシ部１５と、外部サーバ１６と、を備える（図２
）。異なる波長（λＡ～λＮ）の送受信部（ＴＲｘ）１１がスイッチ部１２に接続されて
いる。
【０１３５】
　ＴＲｘ１１は自律、又はＳＷ１２やＳＷ１３やプロキシ部１５や外部サーバ１６等の他
の構成要素からの制御、又はＳＷ１２やＳＷ１３やプロキシ部１５や外部サーバ１６等の
他の構成要素を介して転送された制御で制御され、ＯＤＮ又はＳＷ１２のトラフィックの
一部またはその全てを、所定の手順に従って、ＶＬＡＮや優先や廃棄優先や宛先等の少な
くとも一部又はその組み合わせのタグの追加又は削除又は付替又は変更無で、集約又は分
配又は振分又は複製又は折返又は透過の少なくとも一つまたはその組み合わせで処理する
。
【０１３６】
　スイッチ部（ＳＷ）１２がスイッチ部（ＳＷ）１３に接続される。ＳＷ１２は自律、又
はＴＲｘ１１やＳＷ１３や制御部１４やプロキシ部１５や外部サーバ１６等の他の構成要
素からの制御、又はＴＲｘ１１やＳＷ１３やプロキシ部１５や外部サーバ１６等の他の構
成要素を介して転送された制御で制御され、ＴＲｘ１１又はＳＷ１３のトラフィックの一
部またはその全てを、所定の手順に従って、ＶＬＡＮや優先や廃棄優先や宛先等の少なく
とも一部又はその組み合わせのタグの追加又は削除又は付替又は変更無で、集約又は分配
又は振分又は複製又は折返又は透過の少なくとも一部またはその組み合わせで処理する。
【０１３７】
　スイッチ部（ＳＷ）１３はプロキシ部１５に直接、又は複数のＯＬＴから／へのトラフ
ィックを集約や分配や振分や複製や折返や透過の少なくとも一部をする集線ＳＷ等を介し
て接続される。ＳＷ１３は自律、又はＴＲｘ１１やＳＷ１２やプロキシ部１５や外部サー
バ１６等の他の構成要素からの制御、又はＴＲｘ１１やＳＷ１２やプロキシ部１５や外部
サーバ１６等の他の構成要素を介して転送された制御で制御され、ＳＷ１２又はプロキシ
部１５のトラフィックの一部またはその全てを、所定の手順に従って、ＶＬＡＮや優先や
廃棄優先や宛先等の少なくとも一部又はその組み合わせのタグの追加又は削除又は付替又
は変更無で、集約又は分配又は振分又は複製又は折返又は透過の少なくとも一部またはそ
の組み合わせで処理する。
【０１３８】
　プロキシ部１５は上位側の装置（不図示）に直接、又は複数のＯＬＴから／へのトラフ
ィックを集約や分配や振分や複製や折返や透過の少なくとも一部をする集線ＳＷ等を介し
て接続される。プロキシ部１５は自律、又はＴＲｘ１１やＳＷ１２やＳＷ１３や外部サー
バ１６等の他の構成要素からの制御、又はＴＲｘ１１やＳＷ１２やＳＷ１３や外部サーバ
１６等の他の構成要素を介して転送された制御で制御され、ＳＷ１３又は上位側の装置（
不図示）のトラフィックの一部またはその全てを、所定の手順に従って、ＶＬＡＮや優先



(30) JP 6901237 B2 2021.7.14

10

20

30

40

50

や廃棄優先や宛先等の少なくとも一部又はその組み合わせのタグの追加又は削除又は付替
又は変更無で、集約又は分配又は振分又は複製又は折返又は透過の少なくとも一部または
その組み合わせで処理する。
【０１３９】
　外部サーバ１６は、ＴＲｘ１１又はＳＷ１２又はＳＷ１３又はプロキシ部１５又は外部
のＥＭＳ（不図示）や外部の装置（不図示）と接続される。外部サーバ１６は、ＴＲｘ１
１やＳＷ１２やＳＷ１３やプロキシ部１５等の他の構成要素を制御、又はＴＲｘ１１やＳ
Ｗ１２やＳＷ１３やプロキシ部１５等の他の構成要素を介して制御を転送する。
【０１４０】
　ＴＲｘ１１やＳＷ１２やＳＷ１３やプロキシ部１５や外部サーバ１６は、ＴＲｘ１１や
ＳＷ１２やＳＷ１３やプロキシ部１５や外部サーバ１６等の他の構成要素のトラフィック
の一部又はその全てそれ自体又はその複写を受けて、受けたトラフィックの一部又はその
全て自体又は受けたトラフィックの一部又は全てを書換えたトラフィック又は受けたトラ
フィックに対する応答をＴＲｘ１１やＳＷ１２やＳＷ１３やプロキシ部１５や外部サーバ
１６等の他の構成要素又は外部のＥＭＳ（不図示）や外部の装置（不図示）に送付しても
よい。
【０１４１】
　通信システム構成（４－２）は、通信システム構成４－１において、同一の波長の送受
信部（ＴＲｘ）１１（λＡ～λＡ）、送受信部（ＴＲｘ）１１（λＢ～λＢ）、・・・、
送受信部（ＴＲｘ）１１（λＮ～λＮ）がスイッチ部１２に接続されている。一部の波長
のＴＲｘ１１が複数とそれ以外の波長のＴＲｘ１１がＳＷ１２に接続されていてもよい。
他は同様である。
【０１４２】
　通信システム構成（５－１）は、送受信部（ＴＲｘ）１１と、スイッチ部（ＳＷ）１２
と、制御部１４と、プロキシ部１５と、外部サーバ１６と、を備える（図２）。異なる波
長（λＡ～λＮ）の送受信部（ＴＲｘ）１１がスイッチ部１２に接続されている。
【０１４３】
　ＴＲｘ１１は自律、又はＳＷ１２や制御部１４やプロキシ部１５や外部サーバ１６等の
他の構成要素からの制御、又はＳＷ１２や制御部１４やプロキシ部１５や外部サーバ１６
等の他の構成要素を介して転送された制御で制御され、ＯＤＮ又はＳＷ１２のトラフィッ
クの一部またはその全てを、所定の手順に従って、ＶＬＡＮや優先や廃棄優先や宛先等の
少なくとも一部又はその組み合わせのタグの追加又は削除又は付替又は変更無で、集約又
は分配又は振分又は複製又は折返又は透過の少なくとも一つまたはその組み合わせで処理
する。
【０１４４】
　スイッチ部（ＳＷ）１２がプロキシ部１５に直接、又は複数のＯＬＴから／へのトラフ
ィックを集約や分配や振分や複製や折返や透過の少なくとも一部をする集線ＳＷ等を介し
て接続される。ＳＷ１２は自律、又はＴＲｘ１１や制御部１４やプロキシ部１５や外部サ
ーバ１６等の他の構成要素からの制御、又はＴＲｘ１１や制御部１４やプロキシ部１５や
外部サーバ１６等の他の構成要素を介して転送された制御で制御され、ＴＲｘ１１又はプ
ロキシ部１５のトラフィックの一部またはその全てを、所定の手順に従って、ＶＬＡＮや
優先や廃棄優先や宛先等の少なくとも一部又はその組み合わせのタグの追加又は削除又は
付替又は変更無で、集約又は分配又は振分又は複製又は折返又は透過の少なくとも一部ま
たはその組み合わせで処理する。
【０１４５】
　制御部１４は、ＴＲｘ１１又はＳＷ１２又はプロキシ部１５又は外部サーバ１６又は外
部のＥＭＳ（不図示）や外部の装置（不図示）と接続される。制御部１４は、ＴＲｘ１１
やＳＷ１２やプロキシ部１５や外部サーバ１６等の他の構成要素を制御、又はＴＲｘ１１
やＳＷ１２やプロキシ部１５や外部サーバ１６等の他の構成要素を介して制御を転送する
。プロキシ部１５は上位側の装置（不図示）に直接、又は複数のＯＬＴから／へのトラフ
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ィックを集約や分配や振分や複製や折返や透過の少なくとも一部をする集線ＳＷ等を介し
て接続される。
【０１４６】
　プロキシ部１５は自律、又はＴＲｘ１１やＳＷ１２や制御部１４や外部サーバ１６等の
他の構成要素からの制御、又はＴＲｘ１１やＳＷ１２や制御部１４や外部サーバ１６等の
他の構成要素を介して転送された制御で制御され、ＳＷ１２又は上位側の装置（不図示）
のトラフィックの一部またはその全てを、所定の手順に従って、ＶＬＡＮや優先や廃棄優
先や宛先等の少なくとも一部又はその組み合わせのタグの追加又は削除又は付替又は変更
無で、集約又は分配又は振分又は複製又は折返又は透過の少なくとも一部またはその組み
合わせで処理する。
【０１４７】
　外部サーバ１６は、ＴＲｘ１１又はＳＷ１２又は制御部１４又はプロキシ部１５又は外
部のＥＭＳ（不図示）や外部の装置（不図示）と接続される。外部サーバ１６は、ＴＲｘ
１１やＳＷ１２や制御部１４やプロキシ部１５等の他の構成要素を制御、又はＴＲｘ１１
やＳＷ１２や制御部１４やプロキシ部１５等の他の構成要素を介して制御を転送する。
【０１４８】
　ＴＲｘ１１やＳＷ１２や制御部１４やプロキシ部１５や外部サーバ１６は、ＴＲｘ１１
やＳＷ１２やプロキシ部１５や外部サーバ１６等の他の構成要素のトラフィックの一部又
はその全て自体又はその複写を受けて、受けたトラフィックの一部又はその全て自体又は
受けたトラフィックの一部又は全てを書換えたトラフィック又は受けたトラフィックに対
する応答をＴＲｘ１１やＳＷ１２やプロキシ部１５や外部サーバ１６等の他の構成要素又
は外部のＥＭＳ（不図示）や外部の装置（不図示）に送付してもよい。
【０１４９】
　通信システム構成（５－２）は、通信システム構成５－１において、同一の波長の送受
信部（ＴＲｘ）１１（λＡ～λＡ）、送受信部（ＴＲｘ）１１（λＢ～λＢ）、・・・、
送受信部（ＴＲｘ）１１（λＮ～λＮ）がスイッチ部１２に接続されている。一部の波長
のＴＲｘ１１が複数とそれ以外の波長のＴＲｘ１１がＳＷ１２に接続されていてもよい。
他は同様である。
【０１５０】
　通信システム構成（６－１）は、送受信部（ＴＲｘ）１１と、スイッチ部（ＳＷ）１３
と、制御部１４と、プロキシ部１５と、外部サーバ１６と、を備える（図２）。異なる波
長（λＡ～λＮ）の送受信部（ＴＲｘ）１１がＳＷ１３に接続されている。
【０１５１】
　ＴＲｘ１１は自律、又はＳＷ１３や制御部１４やプロキシ部１５や外部サーバ１６等の
他の構成要素からの制御、又はＳＷ１３や制御部１４やプロキシ部１５や外部サーバ１６
等の他の構成要素を介して転送された制御で制御され、ＯＤＮ又はＳＷ１３のトラフィッ
クの一部またはその全てを、所定の手順に従って、ＶＬＡＮや優先や廃棄優先や宛先等の
少なくとも一部又はその組み合わせのタグの追加又は削除又は付替又は変更無で、集約又
は分配又は振分又は複製又は折返又は透過の少なくとも一つまたはその組み合わせで処理
する。
【０１５２】
　スイッチ部（ＳＷ）１３はプロキシ部１５に直接、又は複数のＯＬＴから／へのトラフ
ィックを集約や分配や振分や複製や折返や透過の少なくとも一部をする集線ＳＷ等を介し
て接続される。ＳＷ１３は自律、又はＴＲｘ１１や制御部１４やプロキシ部１５や外部サ
ーバ１６等の他の構成要素からの制御、又はＴＲｘ１１や制御部１４やプロキシ部１５や
外部サーバ１６等の他の構成要素を介して転送された制御で制御され、ＴＲｘ１１又はプ
ロキシ部１５のトラフィックの一部またはその全てを、所定の手順に従って、ＶＬＡＮや
優先や廃棄優先や宛先等の少なくとも一部又はその組み合わせのタグの追加又は削除又は
付替又は変更無で、集約又は分配又は振分又は複製又は折返又は透過の少なくとも一部ま
たはその組み合わせで処理する。
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【０１５３】
　制御部１４は、ＴＲｘ１１又はＳＷ１３又はプロキシ部１５又は外部サーバ１６又は外
部のＥＭＳ（不図示）や外部の装置（不図示）と接続される。制御部１４は、ＴＲｘ１１
やＳＷ１３やプロキシ部１５や外部サーバ１６等の他の構成要素を制御、又はＴＲｘ１１
やＳＷ１３やプロキシ部１５や外部サーバ１６等の他の構成要素を介して制御を転送する
。プロキシ部１５は上位側の装置（不図示）に直接、又は複数のＯＬＴから／へのトラフ
ィックを集約や分配や振分や複製や折返や透過の少なくとも一部をする集線ＳＷ等を介し
て接続される。
【０１５４】
　プロキシ部１５は自律、又はＴＲｘ１１やＳＷ１３や制御部１４や外部サーバ１６等の
他の構成要素からの制御、又はＴＲｘ１１やＳＷ１３や制御部１４や外部サーバ１６等の
他の構成要素を介して転送された制御で制御され、ＳＷ１３又は上位側の装置（不図示）
のトラフィックの一部またはその全てを、所定の手順に従って、ＶＬＡＮや優先や廃棄優
先や宛先等の少なくとも一部又はその組み合わせのタグの追加又は削除又は付替又は変更
無で、集約又は分配又は振分又は複製又は折返又は透過の少なくとも一部またはその組み
合わせで処理する。
【０１５５】
　外部サーバ１６は、ＴＲｘ１１又はＳＷ１３又は制御部１４又はプロキシ部１５又は外
部のＥＭＳ（不図示）や外部の装置（不図示）と接続される。外部サーバ１６は、ＴＲｘ
１１やＳＷ１３や制御部１４やプロキシ部１５等の他の構成要素を制御、又はＴＲｘ１１
やＳＷ１３や制御部１４やプロキシ部１５等の他の構成要素を介して制御を転送する。
【０１５６】
　ＴＲｘ１１やＳＷ１３や制御部１４やプロキシ部１５や外部サーバ１６は、ＴＲｘ１１
やＳＷ１３やプロキシ部１５や外部サーバ１６等の他の構成要素のトラフィックの一部又
はその全て自体又はその複写を受けて、受けたトラフィックの一部又はその全て自体又は
受けたトラフィックの一部又は全てを書換えたトラフィック又は受けたトラフィックに対
する応答をＴＲｘ１１やＳＷ１３やプロキシ部１５や外部サーバ１６等の他の構成要素又
は外部のＥＭＳ（不図示）や外部の装置（不図示）に送付してもよい。
【０１５７】
　通信システム構成（６－２）は、通信システム構成６－１において、同一の波長の送受
信部（ＴＲｘ）１１（λＡ～λＡ）、送受信部（ＴＲｘ）１１（λＢ～λＢ）、・・・、
送受信部（ＴＲｘ）１１（λＮ～λＮ）がＳＷ１３に接続されている。一部の波長のＴＲ
ｘ１１が複数とそれ以外の波長のＴＲｘ１１がＳＷ１３に接続されていてもよい。他は同
様である。
【０１５８】
　通信システム構成（７－１）は、送受信部（ＴＲｘ）１１と、スイッチ部（ＳＷ）１２
と、スイッチ部（ＳＷ）１３と、制御部１４と、を備える（図２）。異なる波長（λＡ～
λＮ）の送受信部（ＴＲｘ）１１がスイッチ部１２に接続されている。
【０１５９】
　ＴＲｘ１１は自律、又はＳＷ１２やＳＷ１３や制御部１４等の他の構成要素からの制御
、又はＳＷ１２やＳＷ１３や制御部１４等の他の構成要素を介して転送された制御で制御
され、ＯＤＮ又はＳＷ１２のトラフィックの一部またはその全てを、所定の手順に従って
、ＶＬＡＮや優先や廃棄優先や宛先等の少なくとも一部又はその組み合わせのタグの追加
又は削除又は付替又は変更無で、集約又は分配又は振分又は複製又は折返又は透過の少な
くとも一つまたはその組み合わせで処理する。
【０１６０】
　スイッチ部（ＳＷ）１２がスイッチ部（ＳＷ）１３に接続される。ＳＷ１２は自律、又
はＴＲｘ１１やＳＷ１３や制御部１４等の他の構成要素からの制御、又はＴＲｘ１１やＳ
Ｗ１３や制御部１４等の他の構成要素を介して転送された制御で制御され、ＴＲｘ１１又
はＳＷ１３のトラフィックの一部またはその全てを、所定の手順に従って、ＶＬＡＮや優
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先や廃棄優先や宛先等の少なくとも一部又はその組み合わせのタグの追加又は削除又は付
替又は変更無で、集約又は分配又は振分又は複製又は折返又は透過の少なくとも一部また
はその組み合わせで処理する。
【０１６１】
　スイッチ部（ＳＷ）１３は上位側の装置（不図示）に直接、又は複数のＯＬＴから／へ
のトラフィックを集約や分配や振分や複製や折返や透過の少なくとも一部をする集線ＳＷ
等を介して接続される。ＳＷ１３は自律、又はＴＲｘ１１やＳＷ１２や制御部１４等の他
の構成要素からの制御、又はＴＲｘ１１やＳＷ１２や制御部１４等の他の構成要素を介し
て転送された制御で制御され、ＳＷ１２又は上位側の装置（不図示）のトラフィックの一
部またはその全てを、所定の手順に従って、ＶＬＡＮや優先や廃棄優先や宛先等の少なく
とも一部又はその組み合わせのタグの追加又は削除又は付替又は変更無で、集約又は分配
又は振分又は複製又は折返又は透過の少なくとも一部またはその組み合わせで処理する。
【０１６２】
　制御部１４は、ＴＲｘ１１又はＳＷ１２又はＳＷ１３又は外部のＥＭＳ（不図示）や外
部の装置（不図示）と接続される。制御部１４は、ＴＲｘ１１やＳＷ１２やＳＷ１３等の
他の構成要素を制御、又はＴＲｘ１１やＳＷ１２やＳＷ１３等の他の構成要素を介して制
御を転送する。ＴＲｘ１１やＳＷ１２やＳＷ１３や制御部１４は、ＴＲｘ１１やＳＷ１２
やＳＷ１３等の他の構成要素のトラフィックの一部またはその全て自体又はその複写を受
けて、受けたトラフィックの一部又はその全て自体又は受けたトラフィックの一部又は全
てを書換えたトラフィック又は受けたトラフィックに対する応答をＴＲｘ１１やＳＷ１２
やＳＷ１３等の他の構成要素または外部のＥＭＳ（不図示）や外部の装置（不図示）に送
付してもよい。
【０１６３】
　通信システム構成（７－２）は、通信システム構成７－１において、同一の波長の送受
信部（ＴＲｘ）１１（λＡ～λＡ）、送受信部（ＴＲｘ）１１（λＢ～λＢ）、・・・、
送受信部（ＴＲｘ）１１（λＮ～λＮ）がスイッチ部１２に接続されている。一部の波長
のＴＲｘ１１が複数とそれ以外の波長のＴＲｘ１１がＳＷ１２に接続されていてもよい。
他は同様である。
【０１６４】
　通信システム構成（８－１）は、送受信部（ＴＲｘ）１１と、スイッチ部（ＳＷ）１２
と、スイッチ部（ＳＷ）１３と、プロキシ部１５と、を備える（図２）。異なる波長（λ
Ａ～λＮ）の送受信部（ＴＲｘ）１１がスイッチ部１２に接続されている。ＴＲｘ１１は
自律、又はＳＷ１２やＳＷ１３やプロキシ部１５等の他の構成要素からの制御、又はＳＷ
１２やＳＷ１３やプロキシ部１５等の他の構成要素を介して転送された制御で制御され、
ＯＤＮ又はＳＷ１２のトラフィックの一部またはその全てを、所定の手順に従って、ＶＬ
ＡＮや優先や廃棄優先や宛先等の少なくとも一部又はその組み合わせのタグの追加又は削
除又は付替又は変更無で、集約又は分配又は振分又は複製又は折返又は透過の少なくとも
一つまたはその組み合わせで処理する。
【０１６５】
　スイッチ部（ＳＷ）１２がスイッチ部（ＳＷ）１３に接続される。ＳＷ１２は自律、又
はＴＲｘ１１やＳＷ１３やプロキシ部１５等の他の構成要素からの制御、又はＴＲｘ１１
やＳＷ１３やプロキシ部１５等の他の構成要素を介して転送された制御で制御され、ＴＲ
ｘ１１又はＳＷ１３のトラフィックの一部またはその全てを、所定の手順に従って、ＶＬ
ＡＮや優先や廃棄優先や宛先等の少なくとも一部又はその組み合わせのタグの追加又は削
除又は付替又は変更無で、集約又は分配又は振分又は複製又は折返又は透過の少なくとも
一部またはその組み合わせで処理する。
【０１６６】
　スイッチ部（ＳＷ）１３はプロキシ部１５に直接、又は複数のＯＬＴから／へのトラフ
ィックを集約や分配や振分や複製や折返や透過の少なくとも一部をする集線ＳＷ等を介し
て接続される。ＳＷ１３は自律、又はＴＲｘ１１やＳＷ１２やプロキシ部１５等の他の構
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成要素からの制御、又はＴＲｘ１１やＳＷ１２やプロキシ部１５等の他の構成要素を介し
て転送された制御で制御され、ＳＷ１２又はプロキシ部１５のトラフィックの一部または
その全てを、所定の手順に従って、ＶＬＡＮや優先や廃棄優先や宛先等の少なくとも一部
又はその組み合わせのタグの追加又は削除又は付替又は変更無で、集約又は分配又は振分
又は複製又は折返又は透過の少なくとも一部またはその組み合わせで処理する。
【０１６７】
　プロキシ部１５は上位側の装置（不図示）に直接、又は複数のＯＬＴから／へのトラフ
ィックを集約や分配や振分や複製や折返や透過の少なくとも一部をする集線ＳＷ等を介し
て接続される。プロキシ部１５は自律、又はＴＲｘ１１やＳＷ１２やＳＷ１３等の他の構
成要素からの制御、又はＴＲｘ１１やＳＷ１２やＳＷ１３等の他の構成要素を介して転送
された制御で制御され、ＳＷ１３又は上位側の装置（不図示）のトラフィックの一部また
はその全てを、所定の手順に従って、ＶＬＡＮや優先や廃棄優先や宛先等の少なくとも一
部又はその組み合わせのタグの追加又は削除又は付替又は変更無で、集約又は分配又は振
分又は複製又は折返又は透過の少なくとも一部またはその組み合わせで処理する。
【０１６８】
　ＴＲｘ１１やＳＷ１２やＳＷ１３やプロキシ部１５は、ＴＲｘ１１やＳＷ１２やＳＷ１
３やプロキシ部１５等の他の構成要素のトラフィックの一部またはその全て自体又はその
複写を受けて、受けたトラフィックの一部又はその全て自体又は受けたトラフィックの一
部又は全てを書換えたトラフィック又は受けたトラフィックに対する応答をＴＲｘ１１や
ＳＷ１２やＳＷ１３やプロキシ部１５や等の他の構成要素または外部のＥＭＳ（不図示）
や外部の装置（不図示）に送付してもよい。
【０１６９】
　通信システム構成（８－２）は、通信システム構成８－１において、同一の波長の送受
信部（ＴＲｘ）１１（λＡ～λＡ）、送受信部（ＴＲｘ）１１（λＢ～λＢ）、・・・、
送受信部（ＴＲｘ）１１（λＮ～λＮ）がスイッチ部１２に接続されている。一部の波長
のＴＲｘ１１が複数とそれ以外の波長のＴＲｘ１１がＳＷ１２に接続されていてもよい。
他は同様である。
【０１７０】
　通信システム構成（９－１）は、送受信部（ＴＲｘ）１１と、スイッチ部（ＳＷ）１２
と、制御部１４と、プロキシ部１５と、を備える（図２）。異なる波長（λＡ～λＮ）の
送受信部（ＴＲｘ）１１がスイッチ部１２に接続されている。ＴＲｘ１１は自律、又はＳ
Ｗ１２や制御部１４やプロキシ部１５や等の他の構成要素からの制御、又はＳＷ１２や制
御部１４やプロキシ部１５等の他の構成要素を介して転送された制御で制御され、ＯＤＮ
又はＳＷ１２のトラフィックの一部またはその全てを、所定の手順に従って、ＶＬＡＮや
優先や廃棄優先や宛先等の少なくとも一部又はその組み合わせのタグの追加又は削除又は
付替又は変更無で、集約又は分配又は振分又は複製又は折返又は透過の少なくとも一つま
たはその組み合わせで処理する。
【０１７１】
　スイッチ部（ＳＷ）１２がプロキシ部１５に直接、又は複数のＯＬＴから／へのトラフ
ィックを集約や分配や振分や複製や折返や透過の少なくとも一部をする集線ＳＷ等を介し
て接続される。ＳＷ１２は自律、又はＴＲｘ１１や制御部１４やプロキシ部１５等の他の
構成要素からの制御、又はＴＲｘ１１や制御部１４やプロキシ部１５等の他の構成要素を
介して転送された制御で制御され、ＴＲｘ１１又はプロキシ部１５のトラフィックの一部
またはその全てを、所定の手順に従って、ＶＬＡＮや優先や廃棄優先や宛先等の少なくと
も一部又はその組み合わせのタグの追加又は削除又は付替又は変更無で、集約又は分配又
は振分又は複製又は折返又は透過の少なくとも一部またはその組み合わせで処理する。
【０１７２】
　制御部１４は、ＴＲｘ１１又はＳＷ１２又はプロキシ部１５又は外部のＥＭＳ（不図示
）や外部の装置（不図示）と接続される。制御部１４は、ＴＲｘ１１やＳＷ１２やプロキ
シ部１５等の他の構成要素を制御、又はＴＲｘ１１やＳＷ１２やプロキシ部１５等の他の
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構成要素を介して制御を転送する。プロキシ部１５は上位側の装置（不図示）に直接、又
は複数のＯＬＴから／へのトラフィックを集約や分配や振分や複製や折返や透過の少なく
とも一部をする集線ＳＷ等を介して接続される。プロキシ部１５は自律、又はＴＲｘ１１
やＳＷ１２や制御部１４等の他の構成要素からの制御、又はＴＲｘ１１やＳＷ１２や制御
部１４等の他の構成要素を介して転送された制御で制御され、ＳＷ１２又は上位側の装置
（不図示）のトラフィックの一部またはその全てを、所定の手順に従って、ＶＬＡＮや優
先や廃棄優先や宛先等の少なくとも一部又はその組み合わせのタグの追加又は削除又は付
替又は変更無で、集約又は分配又は振分又は複製又は折返又は透過の少なくとも一部また
はその組み合わせで処理する。
【０１７３】
　ＴＲｘ１１やＳＷ１２や制御部１４やプロキシ部１５は、ＴＲｘ１１やＳＷ１２やプロ
キシ部１５等の他の構成要素のトラフィックの一部またはその全て自体又はその複写を受
けて、受けたトラフィックの一部又はその全て自体又は受けたトラフィックの一部又は全
てを書換えたトラフィック又は受けたトラフィックに対する応答をＴＲｘ１１やＳＷ１２
やプロキシ部１５等の他の構成要素または外部のＥＭＳ（不図示）や外部の装置（不図示
）に送付してもよい。
【０１７４】
　通信システム構成（９－２）は、通信システム構成９－１において、同一の波長の送受
信部（ＴＲｘ）１１（λＡ～λＡ）、送受信部（ＴＲｘ）１１（λＢ～λＢ）、・・・、
送受信部（ＴＲｘ）１１（λＮ～λＮ）がスイッチ部１２に接続されている。一部の波長
のＴＲｘ１１が複数とそれ以外の波長のＴＲｘ１１がＳＷ１２に接続されていてもよい。
他は同様である。
【０１７５】
　通信システム構成（１０－１）は、送受信部（ＴＲｘ）１１と、スイッチ部（ＳＷ）１
３制御部１４と、プロキシ部１５と、を備える（図２）。異なる波長（λＡ～λＮ）の送
受信部（ＴＲｘ）１１がＳＷ１３に接続されている。
【０１７６】
　ＴＲｘ１１は自律、又はＳＷ１３や制御部１４やプロキシ部１５等の他の構成要素から
の制御、又はＳＷ１３や制御部１４やプロキシ部１５等の他の構成要素を介して転送され
た制御で制御され、ＯＤＮ又はＳＷ１３のトラフィックの一部またはその全てを、所定の
手順に従って、ＶＬＡＮや優先や廃棄優先や宛先等の少なくとも一部又はその組み合わせ
のタグの追加又は削除又は付替又は変更無で、集約又は分配又は振分又は複製又は折返又
は透過の少なくとも一つまたはその組み合わせで処理する。
【０１７７】
　スイッチ部（ＳＷ）１３はプロキシ部１５に直接、又は複数のＯＬＴから／へのトラフ
ィックを集約や分配や振分や複製や折返や透過の少なくとも一部をする集線ＳＷ等を介し
て接続される。ＳＷ１３は自律、又はＴＲｘ１１や制御部１４やプロキシ部１５等の他の
構成要素からの制御、又はＴＲｘ１１や制御部１４やプロキシ部１５等の他の構成要素を
介して転送された制御で制御され、ＴＲｘ１１又はプロキシ部１５のトラフィックの一部
またはその全てを、所定の手順に従って、ＶＬＡＮや優先や廃棄優先や宛先等の少なくと
も一部又はその組み合わせのタグの追加又は削除又は付替又は変更無で、集約又は分配又
は振分又は複製又は折返又は透過の少なくとも一部またはその組み合わせで処理する。
【０１７８】
　制御部１４は、ＴＲｘ１１又はＳＷ１３又はプロキシ部１５又は外部のＥＭＳ（不図示
）や外部の装置（不図示）と接続される。制御部１４は、ＴＲｘ１１やＳＷ１３やプロキ
シ部１５等の他の構成要素を制御、又はＴＲｘ１１やＳＷ１３やプロキシ部１５等の他の
構成要素を介して制御を転送する。プロキシ部１５は上位側の装置（不図示）に直接、又
は複数のＯＬＴから／へのトラフィックを集約や分配や振分や複製や折返や透過の少なく
とも一部をする集線ＳＷ等を介して接続される。
【０１７９】
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　プロキシ部１５は自律、又はＴＲｘ１１やＳＷ１３や制御部１４等の他の構成要素から
の制御、又はＴＲｘ１１やＳＷ１３や制御部１４等の他の構成要素を介して転送された制
御で制御され、ＳＷ１３又は上位側の装置（不図示）のトラフィックの一部またはその全
てを、所定の手順に従って、ＶＬＡＮや優先や廃棄優先や宛先等の少なくとも一部又はそ
の組み合わせのタグの追加又は削除又は付替又は変更無で、集約又は分配又は振分又は複
製又は折返又は透過の少なくとも一部またはその組み合わせで処理する。
【０１８０】
　ＴＲｘ１１やＳＷ１３や制御部１４やプロキシ部１５は、ＴＲｘ１１やＳＷ１３やプロ
キシ部１５等の他の構成要素のトラフィックの一部またはその全て自体又はその複写を受
けて、受けたトラフィックの一部又はその全て自体又は受けたトラフィックの一部又は全
てを書換えたトラフィック又は受けたトラフィックに対する応答をＴＲｘ１１やＳＷ１３
やプロキシ部１５等の他の構成要素または外部のＥＭＳ（不図示）や外部の装置（不図示
）に送付してもよい。
【０１８１】
　通信システム構成（１０－２）は、通信システム構成１０－１において、同一の波長の
送受信部（ＴＲｘ）１１（λＡ～λＡ）、送受信部（ＴＲｘ）１１（λＢ～λＢ）、・・
・、送受信部（ＴＲｘ）１１（λＮ～λＮ）がＳＷ１３に接続されている。一部の波長の
ＴＲｘ１１が複数とそれ以外の波長のＴＲｘ１１がＳＷ１３に接続されていてもよい。他
は同様である。
【０１８２】
　通信システム構成（１１－１）は、送受信部（ＴＲｘ）１１と、スイッチ部（ＳＷ）１
２と、スイッチ部（ＳＷ）１３と、外部サーバ１６と、を備える（図２）。異なる波長（
λＡ～λＮ）の送受信部（ＴＲｘ）１１がスイッチ部１２に接続されている。
【０１８３】
　ＴＲｘ１１は自律、又はＳＷ１２やＳＷ１３や外部サーバ１６等の他の構成要素からの
制御、又はＳＷ１２やＳＷ１３や外部サーバ１６等の他の構成要素を介して転送された制
御で制御され、ＯＤＮ又はＳＷ１２のトラフィックの一部またはその全てを、所定の手順
に従って、ＶＬＡＮや優先や廃棄優先や宛先等の少なくとも一部又はその組み合わせのタ
グの追加又は削除又は付替又は変更無で、集約又は分配又は振分又は複製又は折返又は透
過の少なくとも一つまたはその組み合わせで処理する。
【０１８４】
　スイッチ部（ＳＷ）１２がスイッチ部（ＳＷ）１３に接続される。ＳＷ１２は自律、又
はＴＲｘ１１やＳＷ１３や外部サーバ１６等の他の構成要素からの制御、又はＴＲｘ１１
やＳＷ１３や外部サーバ１６等の他の構成要素を介して転送された制御で制御され、ＴＲ
ｘ１１又はＳＷ１３のトラフィックの一部またはその全てを、所定の手順に従って、ＶＬ
ＡＮや優先や廃棄優先や宛先等の少なくとも一部又はその組み合わせのタグの追加又は削
除又は付替又は変更無で、集約又は分配又は振分又は複製又は折返又は透過の少なくとも
一部またはその組み合わせで処理する。
【０１８５】
　スイッチ部（ＳＷ）１３は上位側の装置（不図示）に直接、又は複数のＯＬＴから／へ
のトラフィックを集約や分配や振分や複製や折返や透過の少なくとも一部をする集線ＳＷ
等を介して接続される。ＳＷ１３は自律、又はＴＲｘ１１やＳＷ１２や外部サーバ１６等
の他の構成要素からの制御、又はＴＲｘ１１やＳＷ１２や外部サーバ１６等の他の構成要
素を介して転送された制御で制御され、ＳＷ１２又は上位側の装置（不図示）のトラフィ
ックの一部またはその全てを、所定の手順に従って、ＶＬＡＮや優先や廃棄優先や宛先等
の少なくとも一部又はその組み合わせのタグの追加又は削除又は付替又は変更無で、集約
又は分配又は振分又は複製又は折返又は透過の少なくとも一部またはその組み合わせで処
理する。
【０１８６】
　外部サーバ１６は、ＴＲｘ１１又はＳＷ１２又はＳＷ１３又は外部のＥＭＳ（不図示）
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や外部の装置（不図示）と接続される。外部サーバ１６は、ＴＲｘ１１やＳＷ１２やＳＷ
１３等の他の構成要素を制御、又はＴＲｘ１１やＳＷ１２やＳＷ１３等の他の構成要素を
介して制御を転送する。ＴＲｘ１１やＳＷ１２やＳＷ１３や外部サーバ１６は、ＴＲｘ１
１やＳＷ１２やＳＷ１３や外部サーバ１６等の他の構成要素のトラフィックの一部または
その全て自体又はその複写を受けて、受けたトラフィックの一部又はその全て自体又は受
けたトラフィックの一部又は全てを書換えたトラフィック又は受けたトラフィックに対す
る応答をＴＲｘ１１やＳＷ１２やＳＷ１３や外部サーバ１６等の他の構成要素または外部
のＥＭＳ（不図示）や外部の装置（不図示）に送付してもよい。
【０１８７】
　通信システム構成（１１－２）は、通信システム構成１１－１において、同一の波長の
送受信部（ＴＲｘ）１１（λＡ～λＡ）、送受信部（ＴＲｘ）１１（λＢ～λＢ）、・・
・、送受信部（ＴＲｘ）１１（λＮ～λＮ）がスイッチ部１２に接続されている。一部の
波長のＴＲｘ１１が複数とそれ以外の波長のＴＲｘ１１がＳＷ１２に接続されていてもよ
い。他は同様である。
【０１８８】
　通信システム構成（１２－１）は、送受信部（ＴＲｘ）１１と、スイッチ部（ＳＷ）１
２と、制御部１４と、外部サーバ１６と、を備える（図２）。異なる波長（λＡ～λＮ）
の送受信部（ＴＲｘ）１１がスイッチ部１２に接続されている。
【０１８９】
　ＴＲｘ１１は自律、又はＳＷ１２や制御部１４や外部サーバ１６等の他の構成要素から
の制御、又はＳＷ１２や制御部１４や外部サーバ１６等の他の構成要素を介して転送され
た制御で制御され、ＯＤＮ又はＳＷ１２のトラフィックの一部またはその全てを、所定の
手順に従って、ＶＬＡＮや優先や廃棄優先や宛先等の少なくとも一部又はその組み合わせ
のタグの追加又は削除又は付替又は変更無で、集約又は分配又は振分又は複製又は折返又
は透過の少なくとも一つまたはその組み合わせで処理する。
【０１９０】
　スイッチ部（ＳＷ）１２が上位側の装置（不図示）に直接、又は複数のＯＬＴから／へ
のトラフィックを集約や分配や振分や複製や折返や透過の少なくとも一部をする集線ＳＷ
等を介して接続される。ＳＷ１２は自律、又はＴＲｘ１１や制御部１４や外部サーバ１６
等の他の構成要素からの制御、又はＴＲｘ１１や制御部１４や外部サーバ１６等の他の構
成要素を介して転送された制御で制御され、ＴＲｘ１１又は上位側の装置（不図示）のト
ラフィックの一部またはその全てを、所定の手順に従って、ＶＬＡＮや優先や廃棄優先や
宛先等の少なくとも一部又はその組み合わせのタグの追加又は削除又は付替又は変更無で
、集約又は分配又は振分又は複製又は折返又は透過の少なくとも一部またはその組み合わ
せで処理する。
【０１９１】
　制御部１４は、ＴＲｘ１１又はＳＷ１２又は外部サーバ１６又は外部のＥＭＳ（不図示
）や外部の装置（不図示）と接続される。制御部１４は、ＴＲｘ１１やＳＷ１２や外部サ
ーバ１６等の他の構成要素を制御、又はＴＲｘ１１やＳＷ１２や外部サーバ１６等の他の
構成要素を介して制御を転送する。外部サーバ１６は、ＴＲｘ１１又はＳＷ１２又は制御
部１４又は外部のＥＭＳ（不図示）や外部の装置（不図示）と接続される。外部サーバ１
６は、ＴＲｘ１１やＳＷ１２や制御部１４等の他の構成要素を制御、又はＴＲｘ１１やＳ
Ｗ１２や制御部１４等の他の構成要素を介して制御を転送する。
【０１９２】
　ＴＲｘ１１やＳＷ１２や制御部１４や外部サーバ１６は、ＴＲｘ１１やＳＷ１２や外部
サーバ１６等の他の構成要素のトラフィックの一部またはその全て自体又はその複写を受
けて、受けたトラフィックの一部又はその全て自体又は受けたトラフィックの一部又は全
てを書換えたトラフィック又は受けたトラフィックに対する応答をＴＲｘ１１やＳＷ１２
や外部サーバ１６等の他の構成要素または外部のＥＭＳ（不図示）や外部の装置（不図示
）に送付してもよい。
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【０１９３】
　通信システム構成（１２－２）は、通信システム構成１２－１において、同一の波長の
送受信部（ＴＲｘ）１１（λＡ～λＡ）、送受信部（ＴＲｘ）１１（λＢ～λＢ）、・・
・、送受信部（ＴＲｘ）１１（λＮ～λＮ）がスイッチ部１２に接続されている。一部の
波長のＴＲｘ１１が複数とそれ以外の波長のＴＲｘ１１がＳＷ１２に接続されていてもよ
い。他は同様である。
【０１９４】
　通信システム構成（１３－１）は、送受信部（ＴＲｘ）１１と、スイッチ部（ＳＷ）１
３と、制御部１４と、外部サーバ１６と、を備える（図２）。異なる波長（λＡ～λＮ）
の送受信部（ＴＲｘ）１１がＳＷ１３に接続されている。
【０１９５】
　ＴＲｘ１１は自律、又はＳＷ１３や制御部１４や外部サーバ１６等の他の構成要素から
の制御、又はＳＷ１３や制御部１４や外部サーバ１６等の他の構成要素を介して転送され
た制御で制御され、ＯＤＮ又はＳＷ１３のトラフィックの一部またはその全てを、所定の
手順に従って、ＶＬＡＮや優先や廃棄優先や宛先等の少なくとも一部又はその組み合わせ
のタグの追加又は削除又は付替又は変更無で、集約又は分配又は振分又は複製又は折返又
は透過の少なくとも一つまたはその組み合わせで処理する。
【０１９６】
　スイッチ部（ＳＷ）１３は上位側の装置（不図示）に直接、又は複数のＯＬＴから／へ
のトラフィックを集約や分配や振分や複製や折返や透過の少なくとも一部をする集線ＳＷ
等を介して接続される。ＳＷ１３は自律、又はＴＲｘ１１や制御部１４や外部サーバ１６
等の他の構成要素からの制御、又はＴＲｘ１１や制御部１４や外部サーバ１６等の他の構
成要素を介して転送された制御で制御され、ＳＷ１２又は上位側の装置（不図示）のトラ
フィックの一部またはその全てを、所定の手順に従って、ＶＬＡＮや優先や廃棄優先や宛
先等の少なくとも一部又はその組み合わせのタグの追加又は削除又は付替又は変更無で、
集約又は分配又は振分又は複製又は折返又は透過の少なくとも一部またはその組み合わせ
で処理する。
【０１９７】
　制御部１４は、ＴＲｘ１１又はＳＷ１３又は外部サーバ１６又は外部のＥＭＳ（不図示
）や外部の装置（不図示）と接続される。制御部１４は、ＴＲｘ１１やＳＷ１３や外部サ
ーバ１６等の他の構成要素を制御、又はＴＲｘ１１やＳＷ１３や外部サーバ１６等の他の
構成要素を介して制御を転送する。外部サーバ１６は、ＴＲｘ１１又はＳＷ１３又は制御
部１４又は外部のＥＭＳ（不図示）や外部の装置（不図示）と接続される。外部サーバ１
６は、ＴＲｘ１１やＳＷ１３や制御部１４等の他の構成要素を制御、又はＴＲｘ１１やＳ
Ｗ１３や制御部１４等の他の構成要素を介して制御を転送する。
【０１９８】
　ＴＲｘ１１やＳＷ１３や制御部１４や外部サーバ１６は、ＴＲｘ１１やＳＷ１３や外部
サーバ１６等の他の構成要素のトラフィックの一部またはその全て自体又はその複写を受
けて、受けたトラフィックの一部又はその全て自体又は受けたトラフィックの一部又は全
てを書換えたトラフィック又は受けたトラフィックに対する応答をＴＲｘ１１やＳＷ１３
や外部サーバ１６等の他の構成要素または外部のＥＭＳ（不図示）や外部の装置（不図示
）に送付してもよい。
【０１９９】
　通信システム構成（１３－２）は、通信システム構成１３－１において、同一の波長の
送受信部（ＴＲｘ）１１（λＡ～λＡ）、送受信部（ＴＲｘ）１１（λＢ～λＢ）、・・
・、送受信部（ＴＲｘ）１１（λＮ～λＮ）がＳＷ１３に接続されている。一部の波長の
ＴＲｘ１１が複数とそれ以外の波長のＴＲｘ１１がＳＷ１３に接続されていてもよい。他
は同様である。
【０２００】
　通信システム構成（１４－１）は、送受信部（ＴＲｘ）１１と、スイッチ部（ＳＷ）１
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２と、プロキシ部１５と、外部サーバ１６と、を備える（図２）。異なる波長（λＡ～λ
Ｎ）の送受信部（ＴＲｘ）１１がスイッチ部１２に接続されている。
【０２０１】
　ＴＲｘ１１は自律、又はＳＷ１２やプロキシ部１５や外部サーバ１６等の他の構成要素
からの制御、又はＳＷ１２やプロキシ部１５や外部サーバ１６等の他の構成要素を介して
転送された制御で制御され、ＯＤＮ又はＳＷ１２のトラフィックの一部またはその全てを
、所定の手順に従って、ＶＬＡＮや優先や廃棄優先や宛先等の少なくとも一部又はその組
み合わせのタグの追加又は削除又は付替又は変更無で、集約又は分配又は振分又は複製又
は折返又は透過の少なくとも一つまたはその組み合わせで処理する。
【０２０２】
　スイッチ部（ＳＷ）１２がプロキシ部１５に直接、又は複数のＯＬＴから／へのトラフ
ィックを集約や分配や振分や複製や折返や透過の少なくとも一部をする集線ＳＷ等を介し
て接続される。ＳＷ１２は自律、又はＴＲｘ１１やプロキシ部１５や外部サーバ１６等の
他の構成要素からの制御、又はＴＲｘ１１やプロキシ部１５や外部サーバ１６等の他の構
成要素を介して転送された制御で制御され、ＴＲｘ１１又はプロキシ部１５のトラフィッ
クの一部またはその全てを、所定の手順に従って、ＶＬＡＮや優先や廃棄優先や宛先等の
少なくとも一部又はその組み合わせのタグの追加又は削除又は付替又は変更無で、集約又
は分配又は振分又は複製又は折返又は透過の少なくとも一部またはその組み合わせで処理
する。
【０２０３】
　プロキシ部１５は自律、又はＴＲｘ１１やＳＷ１２や外部サーバ１６等の他の構成要素
からの制御、又はＴＲｘ１１やＳＷ１２や外部サーバ１６等の他の構成要素を介して転送
された制御で制御され、ＳＷ１２又は上位側の装置（不図示）のトラフィックの一部また
はその全てを、所定の手順に従って、ＶＬＡＮや優先や廃棄優先や宛先等の少なくとも一
部又はその組み合わせのタグの追加又は削除又は付替又は変更無で、集約又は分配又は振
分又は複製又は折返又は透過の少なくとも一部またはその組み合わせで処理する。
【０２０４】
　外部サーバ１６は、ＴＲｘ１１又はＳＷ１２又はプロキシ部１５又は外部のＥＭＳ（不
図示）や外部の装置（不図示）と接続される。外部サーバ１６は、ＴＲｘ１１やＳＷ１２
やプロキシ部１５等の他の構成要素を制御、又はＴＲｘ１１やＳＷ１２やプロキシ部１５
等の他の構成要素を介して制御を転送する。ＴＲｘ１１やＳＷ１２やプロキシ部１５や外
部サーバ１６は、ＴＲｘ１１やＳＷ１２やプロキシ部１５や外部サーバ１６等の他の構成
要素のトラフィックの一部またはその全て自体又はその複写を受けて、受けたトラフィッ
クの一部又はその全て自体又は受けたトラフィックの一部又は全てを書換えたトラフィッ
ク又は受けたトラフィックに対する応答をＴＲｘ１１やＳＷ１２やプロキシ部１５や外部
サーバ１６等の他の構成要素または外部のＥＭＳ（不図示）や外部の装置（不図示）に送
付してもよい。
【０２０５】
　通信システム構成（１４－２）は、通信システム構成１４－１において、同一の波長の
送受信部（ＴＲｘ）１１（λＡ～λＡ）、送受信部（ＴＲｘ）１１（λＢ～λＢ）、・・
・、送受信部（ＴＲｘ）１１（λＮ～λＮ）がスイッチ部１２に接続されている。一部の
波長のＴＲｘ１１が複数とそれ以外の波長のＴＲｘ１１がＳＷ１２に接続されていてもよ
い。他は同様である。
【０２０６】
　通信システム構成（１５－１）は、送受信部（ＴＲｘ）１１と、スイッチ部（ＳＷ）１
３と、プロキシ部１５と、外部サーバ１６と、を備える（図２）。異なる波長（λＡ～λ
Ｎ）の送受信部（ＴＲｘ）１１がＳＷ１３に接続されている。
【０２０７】
　ＴＲｘ１１は自律、又はＳＷ１３やプロキシ部１５や外部サーバ１６等の他の構成要素
からの制御、又はＳＷ１３やプロキシ部１５や外部サーバ１６等の他の構成要素を介して
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転送された制御で制御され、ＯＤＮ又はＳＷ１２のトラフィックの一部またはその全てを
、所定の手順に従って、ＶＬＡＮや優先や廃棄優先や宛先等の少なくとも一部又はその組
み合わせのタグの追加又は削除又は付替又は変更無で、集約又は分配又は振分又は複製又
は折返又は透過の少なくとも一つまたはその組み合わせで処理する。
【０２０８】
　スイッチ部（ＳＷ）１３はプロキシ部１５に直接、又は複数のＯＬＴから／へのトラフ
ィックを集約や分配や振分や複製や折返や透過の少なくとも一部をする集線ＳＷ等を介し
て接続される。ＳＷ１３は自律、又はＴＲｘ１１やプロキシ部１５や外部サーバ１６等の
他の構成要素からの制御、又はＴＲｘ１１やプロキシ部１５や外部サーバ１６等の他の構
成要素を介して転送された制御で制御され、ＴＲｘ１１又はプロキシ部１５のトラフィッ
クの一部またはその全てを、所定の手順に従って、ＶＬＡＮや優先や廃棄優先や宛先等の
少なくとも一部又はその組み合わせのタグの追加又は削除又は付替又は変更無で、集約又
は分配又は振分又は複製又は折返又は透過の少なくとも一部またはその組み合わせで処理
する。
【０２０９】
　プロキシ部１５は自律、又はＴＲｘ１１やＳＷ１３や外部サーバ１６等の他の構成要素
からの制御、又はＴＲｘ１１やＳＷ１３や外部サーバ１６等の他の構成要素を介して転送
された制御で制御され、ＳＷ１３又は上位側の装置（不図示）のトラフィックの一部また
はその全てを、所定の手順に従って、ＶＬＡＮや優先や廃棄優先や宛先等の少なくとも一
部又はその組み合わせのタグの追加又は削除又は付替又は変更無で、集約又は分配又は振
分又は複製又は折返又は透過の少なくとも一部またはその組み合わせで処理する。
【０２１０】
　外部サーバ１６は、ＴＲｘ１１又はＳＷ１３又はプロキシ部１５又は外部のＥＭＳ（不
図示）や外部の装置（不図示）と接続される。外部サーバ１６は、ＴＲｘ１１やＳＷ１３
やプロキシ部１５等の他の構成要素を制御、又はＴＲｘ１１やＳＷ１３やプロキシ部１５
等の他の構成要素を介して制御を転送する。
【０２１１】
　ＴＲｘ１１やＳＷ１３やプロキシ部１５や外部サーバ１６は、ＴＲｘ１１やＳＷ１３や
プロキシ部１５や外部サーバ１６等の他の構成要素のトラフィックの一部又はその全て自
体又はその複写を受けて、受けたトラフィックの一部又はその全て自体又は受けたトラフ
ィックの一部又は全てを書換えたトラフィック又は受けたトラフィックに対する応答をＴ
Ｒｘ１１やＳＷ１３やプロキシ部１５や外部サーバ１６等の他の構成要素又は外部のＥＭ
Ｓ（不図示）や外部の装置（不図示）に送付してもよい。
【０２１２】
　通信システム構成（１５－２）は、通信システム構成１５－１において、同一の波長の
送受信部（ＴＲｘ）１１（λＡ～λＡ）、送受信部（ＴＲｘ）１１（λＢ～λＢ）、・・
・、送受信部（ＴＲｘ）１１（λＮ～λＮ）がＳＷ１３に接続されている。一部の波長の
ＴＲｘ１１が複数とそれ以外の波長のＴＲｘ１１がＳＷ１３に接続されていてもよい。他
は同様である。
【０２１３】
　通信システム構成（１６－１）は、送受信部（ＴＲｘ）１１と、制御部１４と、プロキ
シ部１５と、外部サーバ１６と、を備える（図２）。異なる波長（λＡ～λＮ）の送受信
部（ＴＲｘ）１１がプロキシ部１５に直接、又は複数のＯＬＴから／へのトラフィックを
集約や分配や振分や複製や折返や透過の少なくとも一部をする集線ＳＷ等を介して接続さ
れている。
【０２１４】
　ＴＲｘ１１は自律、又は制御部１４やプロキシ部１５や外部サーバ１６等の他の構成要
素からの制御、又は制御部１４やプロキシ部１５や外部サーバ１６等の他の構成要素を介
して転送された制御で制御され、ＯＤＮ又はプロキシ部１５のトラフィックの一部または
その全てを、所定の手順に従って、ＶＬＡＮや優先や廃棄優先や宛先等の少なくとも一部
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又はその組み合わせのタグの追加又は削除又は付替又は変更無で、集約又は分配又は振分
又は複製又は折返又は透過の少なくとも一つまたはその組み合わせで処理する。
【０２１５】
　制御部１４は、ＴＲｘ１１又はプロキシ部１５又は外部サーバ１６又は外部のＥＭＳ（
不図示）や外部の装置（不図示）と接続される。制御部１４は、ＴＲｘ１１やプロキシ部
１５や外部サーバ１６等の他の構成要素を制御、又はＴＲｘ１１やプロキシ部１５や外部
サーバ１６等の他の構成要素を介して制御を転送する。プロキシ部１５は上位側の装置（
不図示）に直接、又は複数のＯＬＴから／へのトラフィックを集約や分配や振分や複製や
折返や透過の少なくとも一部をする集線ＳＷ等を介して接続される。
【０２１６】
　プロキシ部１５は自律、又はＴＲｘ１１や制御部１４や外部サーバ１６等の他の構成要
素からの制御、又はＴＲｘ１１や制御部１４や外部サーバ１６等の他の構成要素を介して
転送された制御で制御され、ＴＲｘ１１又は上位側の装置（不図示）のトラフィックの一
部またはその全てを、所定の手順に従って、ＶＬＡＮや優先や廃棄優先や宛先等の少なく
とも一部又はその組み合わせのタグの追加又は削除又は付替又は変更無で、集約又は分配
又は振分又は複製又は折返又は透過の少なくとも一部またはその組み合わせで処理する。
【０２１７】
　外部サーバ１６は、ＴＲｘ１１又は制御部１４又はプロキシ部１５又は外部のＥＭＳ（
不図示）や外部の装置（不図示）と接続される。外部サーバ１６は、ＴＲｘ１１や制御部
１４やプロキシ部１５等の他の構成要素を制御、又はＴＲｘ１１や制御部１４やプロキシ
部１５等の他の構成要素を介して制御を転送する。
【０２１８】
　ＴＲｘ１１や制御部１４やプロキシ部１５や外部サーバ１６は、ＴＲｘ１１やプロキシ
部１５や外部サーバ１６等の他の構成要素のトラフィックの一部またはその全て自体又は
その複写を受けて、受けたトラフィックの一部又はその全て自体又は受けたトラフィック
の一部又は全てを書換えたトラフィック又は受けたトラフィックに対する応答をＴＲｘ１
１やプロキシ部１５や外部サーバ１６等の他の構成要素または外部のＥＭＳ（不図示）や
外部の装置（不図示）に送付してもよい。
【０２１９】
　通信システム構成（１６－２）は、通信システム構成１６－１において、同一の波長の
送受信部（ＴＲｘ）１１（λＡ～λＡ）、送受信部（ＴＲｘ）１１（λＢ～λＢ）、・・
・、送受信部（ＴＲｘ）１１（λＮ～λＮ）がプロキシ部１５に直接、又は複数のＯＬＴ
から／へのトラフィックを集約や分配や振分や複製や折返や透過の少なくとも一部をする
集線ＳＷ等を介して接続されている。一部の波長のＴＲｘ１１が複数とそれ以外の波長の
ＴＲｘ１１がプロキシ部１５に直接、又は複数のＯＬＴから／へのトラフィックを集約や
分配や振分や複製や折返や透過の少なくとも一部をする集線ＳＷ等を介して接続されてい
てもよい。他は同様である。
【０２２０】
　通信システム構成（１７－１）は、送受信部（ＴＲｘ）１１と、スイッチ部（ＳＷ）１
２と、スイッチ部（ＳＷ）１３と、を備える（図２）。異なる波長（λＡ～λＮ）の送受
信部（ＴＲｘ）１１がスイッチ部１２に接続されている。
【０２２１】
　ＴＲｘ１１は自律、又はＳＷ１２やＳＷ１３等の他の構成要素からの制御、又はＳＷ１
２やＳＷ１３等の他の構成要素を介して転送された制御で制御され、ＯＤＮ又はＳＷ１２
のトラフィックの一部またはその全てを、所定の手順に従って、ＶＬＡＮや優先や廃棄優
先や宛先等の少なくとも一部又はその組み合わせのタグの追加又は削除又は付替又は変更
無で、集約又は分配又は振分又は複製又は折返又は透過の少なくとも一つまたはその組み
合わせで処理する。
【０２２２】
　スイッチ部（ＳＷ）１２がスイッチ部（ＳＷ）１３に接続される。ＳＷ１２は自律、又
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はＴＲｘ１１やＳＷ１３等の他の構成要素からの制御、又はＴＲｘ１１やＳＷ１３等の他
の構成要素を介して転送された制御で制御され、ＴＲｘ１１又はＳＷ１３のトラフィック
の一部またはその全てを、所定の手順に従って、ＶＬＡＮや優先や廃棄優先や宛先等の少
なくとも一部又はその組み合わせのタグの追加又は削除又は付替又は変更無で、集約又は
分配又は振分又は複製又は折返又は透過の少なくとも一部またはその組み合わせで処理す
る。
【０２２３】
　スイッチ部（ＳＷ）１３は上位側の装置（不図示）に直接、又は複数のＯＬＴから／へ
のトラフィックを集約や分配や振分や複製や折返や透過の少なくとも一部をする集線ＳＷ
等を介して接続される。ＳＷ１３は自律、又はＴＲｘ１１やＳＷ１２等の他の構成要素か
らの制御、又はＴＲｘ１１やＳＷ１２等の他の構成要素を介して転送された制御で制御さ
れ、ＳＷ１２又は上位側の装置（不図示）のトラフィックの一部またはその全てを、所定
の手順に従って、ＶＬＡＮや優先や廃棄優先や宛先等の少なくとも一部又はその組み合わ
せのタグの追加又は削除又は付替又は変更無で、集約又は分配又は振分又は複製又は折返
又は透過の少なくとも一部またはその組み合わせで処理する。
【０２２４】
　ＴＲｘ１１やＳＷ１２やＳＷ１３は、ＴＲｘ１１やＳＷ１２やＳＷ１３等の他の構成要
素のトラフィックの一部またはその全て自体又はその複写を受けて、受けたトラフィック
の一部又はその全て自体又は受けたトラフィックの一部又は全てを書換えたトラフィック
又は受けたトラフィックに対する応答をＴＲｘ１１やＳＷ１２やＳＷ１３等の他の構成要
素または外部のＥＭＳ（不図示）や外部の装置（不図示）に送付してもよい。
【０２２５】
　通信システム構成（１７－２）は、通信システム構成１７－１において、同一の波長の
送受信部（ＴＲｘ）１１（λＡ～λＡ）、送受信部（ＴＲｘ）１１（λＢ～λＢ）、・・
・、送受信部（ＴＲｘ）１１（λＮ～λＮ）がスイッチ部１２に接続されている。一部の
波長のＴＲｘ１１が複数とそれ以外の波長のＴＲｘ１１がＳＷ１２に接続されていてもよ
い。他は同様である。
【０２２６】
　通信システム構成（１８－１）は、送受信部（ＴＲｘ）１１と、スイッチ部（ＳＷ）１
２と、制御部１４と、を備える（図２）。異なる波長（λＡ～λＮ）の送受信部（ＴＲｘ
）１１がスイッチ部１２に接続されている。
【０２２７】
　ＴＲｘ１１は自律、又はＳＷ１２や制御部１４等の他の構成要素からの制御、又はＳＷ
１２や制御部１４等の他の構成要素を介して転送された制御で制御され、ＯＤＮ又はＳＷ
１２のトラフィックの一部またはその全てを、所定の手順に従って、ＶＬＡＮや優先や廃
棄優先や宛先等の少なくとも一部又はその組み合わせのタグの追加又は削除又は付替又は
変更無で、集約又は分配又は振分又は複製又は折返又は透過の少なくとも一つまたはその
組み合わせで処理する。スイッチ部（ＳＷ）１２が上位側の装置（不図示）に直接、又は
複数のＯＬＴから／へのトラフィックを集約や分配や振分や複製や折返や透過の少なくと
も一部をする集線ＳＷ等を介して接続される。
【０２２８】
　ＳＷ１２は自律、又はＴＲｘ１１や制御部１４等の他の構成要素からの制御、又はＴＲ
ｘ１１や制御部１４等の他の構成要素を介して転送された制御で制御され、ＴＲｘ１１や
プロキシ部１５のトラフィックの一部またはその全てを、所定の手順に従って、ＶＬＡＮ
や優先や廃棄優先や宛先等の少なくとも一部又はその組み合わせのタグの追加又は削除又
は付替又は変更無で、集約又は分配又は振分又は複製又は折返又は透過の少なくとも一部
またはその組み合わせで処理する。制御部１４は、ＴＲｘ１１又はＳＷ１２又は外部のＥ
ＭＳ（不図示）や外部の装置（不図示）と接続される。制御部１４は、ＴＲｘ１１やＳＷ
１２等の他の構成要素を制御、又はＴＲｘ１１やＳＷ１２等の他の構成要素を介して制御
を転送する。
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【０２２９】
　ＴＲｘ１１やＳＷ１２や制御部１４は、ＴＲｘ１１やＳＷ１２等の他の構成要素のトラ
フィックの一部またはその全て自体又はその複写を受けて、受けたトラフィックの一部又
はその全て自体又は受けたトラフィックの一部又は全てを書換えたトラフィック又は受け
たトラフィックに対する応答をＴＲｘ１１やＳＷ１２等の他の構成要素または外部のＥＭ
Ｓ（不図示）や外部の装置（不図示）に送付してもよい。
【０２３０】
　通信システム構成（１８－２）は、通信システム構成１８－１において、同一の波長の
送受信部（ＴＲｘ）１１（λＡ～λＡ）、送受信部（ＴＲｘ）１１（λＢ～λＢ）、・・
・、送受信部（ＴＲｘ）１１（λＮ～λＮ）がスイッチ部１２に接続されている。一部の
波長のＴＲｘ１１が複数とそれ以外の波長のＴＲｘ１１がＳＷ１２に接続されていてもよ
い。他は同様である。
【０２３１】
　通信システム構成（１９－１）は、送受信部（ＴＲｘ）１１と、スイッチ部（ＳＷ）１
３と、制御部１４と、を備える（図２）。異なる波長（λＡ～λＮ）の送受信部（ＴＲｘ
）１１がＳＷ１３に接続されている。
【０２３２】
　ＴＲｘ１１は自律、又はＳＷ１３や制御部１４等の他の構成要素からの制御、又はＳＷ
１３や制御部１４等の他の構成要素を介して転送された制御で制御され、ＯＤＮ又はＳＷ
１３のトラフィックの一部またはその全てを、所定の手順に従って、ＶＬＡＮや優先や廃
棄優先や宛先等の少なくとも一部又はその組み合わせのタグの追加又は削除又は付替又は
変更無で、集約又は分配又は振分又は複製又は折返又は透過の少なくとも一つまたはその
組み合わせで処理する。
【０２３３】
　スイッチ部（ＳＷ）１３は上位側の装置（不図示）に直接、又は複数のＯＬＴから／へ
のトラフィックを集約や分配や振分や複製や折返や透過の少なくとも一部をする集線ＳＷ
等を介して接続される。ＳＷ１３は自律、又はＴＲｘ１１や制御部１４等の他の構成要素
からの制御、又はＴＲｘ１１や制御部１４等の他の構成要素を介して転送された制御で制
御され、ＴＲｘ１１又は上位側の装置（不図示）のトラフィックの一部またはその全てを
、所定の手順に従って、ＶＬＡＮや優先や廃棄優先や宛先等の少なくとも一部又はその組
み合わせのタグの追加又は削除又は付替又は変更無で、集約又は分配又は振分又は複製又
は折返又は透過の少なくとも一部またはその組み合わせで処理する。
【０２３４】
　制御部１４は、ＴＲｘ１１又はＳＷ１３又は外部のＥＭＳ（不図示）や外部の装置（不
図示）と接続される。制御部１４は、ＴＲｘ１１やＳＷ１３等の他の構成要素を制御、又
はＴＲｘ１１やＳＷ１３等の他の構成要素を介して制御を転送する。
【０２３５】
　ＴＲｘ１１やＳＷ１３や制御部１４は、ＴＲｘ１１やＳＷ１３や等の他の構成要素のト
ラフィックの一部またはその全て自体又はその複写を受けて、受けたトラフィックの一部
又はその全て自体又は受けたトラフィックの一部又は全てを書換えたトラフィック又は受
けたトラフィックに対する応答をＴＲｘ１１やＳＷ１３等の他の構成要素または外部のＥ
ＭＳ（不図示）や外部の装置（不図示）に送付してもよい。
【０２３６】
　通信システム構成（１９－２）は、通信システム構成１９－１において、同一の波長の
送受信部（ＴＲｘ）１１（λＡ～λＡ）、送受信部（ＴＲｘ）１１（λＢ～λＢ）、・・
・、送受信部（ＴＲｘ）１１（λＮ～λＮ）がＳＷ１３に接続されている。一部の波長の
ＴＲｘ１１が複数とそれ以外の波長のＴＲｘ１１がＳＷ１３に接続されていてもよい。他
は同様である。
【０２３７】
　通信システム構成（２０－１）は、送受信部（ＴＲｘ）１１と、スイッチ部（ＳＷ）１
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２と、プロキシ部１５と、を備える（図２）。異なる波長（λＡ～λＮ）の送受信部（Ｔ
Ｒｘ）１１がスイッチ部１２に接続されている。
【０２３８】
　ＴＲｘ１１は自律、又はＳＷ１２やプロキシ部１５等の他の構成要素からの制御、又は
ＳＷ１２やプロキシ部１５等の他の構成要素を介して転送された制御で制御され、ＯＤＮ
又はＳＷ１２のトラフィックの一部またはその全てを、所定の手順に従って、ＶＬＡＮや
優先や廃棄優先や宛先等の少なくとも一部又はその組み合わせのタグの追加又は削除又は
付替又は変更無で、集約又は分配又は振分又は複製又は折返又は透過の少なくとも一つま
たはその組み合わせで処理する。
【０２３９】
　スイッチ部（ＳＷ）１２がプロキシ部１５に直接、又は複数のＯＬＴから／へのトラフ
ィックを集約や分配や振分や複製や折返や透過の少なくとも一部をする集線ＳＷ等を介し
て接続される。ＳＷ１２は自律、又はＴＲｘ１１やプロキシ部１５等の他の構成要素から
の制御、又はＴＲｘ１１やプロキシ部１５等の他の構成要素を介して転送された制御で制
御され、ＴＲｘ１１又はプロキシ部１５のトラフィックの一部またはその全てを、所定の
手順に従って、ＶＬＡＮや優先や廃棄優先や宛先等の少なくとも一部又はその組み合わせ
のタグの追加又は削除又は付替又は変更無で、集約又は分配又は振分又は複製又は折返又
は透過の少なくとも一部またはその組み合わせで処理する。
【０２４０】
　プロキシ部１５は上位側の装置（不図示）に直接、又は複数のＯＬＴから／へのトラフ
ィックを集約や分配や振分や複製や折返や透過の少なくとも一部をする集線ＳＷ等を介し
て接続される。プロキシ部１５は自律、又はＴＲｘ１１やＳＷ１２等の他の構成要素から
の制御、又はＴＲｘ１１やＳＷ１２等の他の構成要素を介して転送された制御で制御され
、ＳＷ１２又は上位側の装置（不図示）のトラフィックの一部またはその全てを、所定の
手順に従って、ＶＬＡＮや優先や廃棄優先や宛先等の少なくとも一部又はその組み合わせ
のタグの追加又は削除又は付替又は変更無で、集約又は分配又は振分又は複製又は折返又
は透過の少なくとも一部またはその組み合わせで処理する。
【０２４１】
　ＴＲｘ１１やＳＷ１２やプロキシ部１５は、ＴＲｘ１１やＳＷ１２やプロキシ部１５等
の他の構成要素のトラフィックの一部またはその全て自体又はその複写を受けて、受けた
トラフィックの一部又はその全て自体又は受けたトラフィックの一部又は全てを書換えた
トラフィック又は受けたトラフィックに対する応答をＴＲｘ１１やＳＷ１２やプロキシ部
１５等の他の構成要素または外部のＥＭＳ（不図示）や外部の装置（不図示）に送付して
もよい。
【０２４２】
　通信システム構成（２０－２）は、通信システム構成２０－１において、同一の波長の
送受信部（ＴＲｘ）１１（λＡ～λＡ）、送受信部（ＴＲｘ）１１（λＢ～λＢ）、・・
・、送受信部（ＴＲｘ）１１（λＮ～λＮ）がスイッチ部１２に接続されている。一部の
波長のＴＲｘ１１が複数とそれ以外の波長のＴＲｘ１１がＳＷ１２に接続されていてもよ
い。他は同様である。
【０２４３】
　通信システム構成（２１－１）は、送受信部（ＴＲｘ）１１と、スイッチ部（ＳＷ）１
３と、プロキシ部１５と、と、を備える（図２）。異なる波長（λＡ～λＮ）の送受信部
（ＴＲｘ）１１がＳＷ１３に接続されている。
【０２４４】
　ＴＲｘ１１は自律、又はＳＷ１３やプロキシ部１５等の他の構成要素からの制御、又は
ＳＷ１３やプロキシ部１５等の他の構成要素を介して転送された制御で制御され、ＯＤＮ
又はＳＷ１３のトラフィックの一部またはその全てを、所定の手順に従って、ＶＬＡＮや
優先や廃棄優先や宛先等の少なくとも一部又はその組み合わせのタグの追加又は削除又は
付替又は変更無で、集約又は分配又は振分又は複製又は折返又は透過の少なくとも一つま
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たはその組み合わせで処理する。
【０２４５】
　スイッチ部（ＳＷ）１３はプロキシ部１５に直接、又は複数のＯＬＴから／へのトラフ
ィックを集約や分配や振分や複製や折返や透過の少なくとも一部をする集線ＳＷ等を介し
て接続される。ＳＷ１３は自律、又はＴＲｘ１１やプロキシ部１５等の他の構成要素から
の制御、又はＴＲｘ１１やプロキシ部１５等の他の構成要素を介して転送された制御で制
御され、ＴＲｘ１１又はプロキシ部１５のトラフィックの一部またはその全てを、所定の
手順に従って、ＶＬＡＮや優先や廃棄優先や宛先等の少なくとも一部又はその組み合わせ
のタグの追加又は削除又は付替又は変更無で、集約又は分配又は振分又は複製又は折返又
は透過の少なくとも一部またはその組み合わせで処理する。
【０２４６】
　プロキシ部１５は上位側の装置（不図示）に直接、又は複数のＯＬＴから／へのトラフ
ィックを集約や分配や振分や複製や折返や透過の少なくとも一部をする集線ＳＷ等を介し
て接続される。プロキシ部１５は自律、又はＴＲｘ１１やＳＷ１３等の他の構成要素から
の制御、又はＴＲｘ１１やＳＷ１３等の他の構成要素を介して転送された制御で制御され
、ＳＷ１３又は上位側の装置（不図示）のトラフィックの一部またはその全てを、所定の
手順に従って、ＶＬＡＮや優先や廃棄優先や宛先等の少なくとも一部又はその組み合わせ
のタグの追加又は削除又は付替又は変更無で、集約又は分配又は振分又は複製又は折返又
は透過の少なくとも一部またはその組み合わせで処理する。
【０２４７】
　ＴＲｘ１１やＳＷ１３やプロキシ部１５は、ＴＲｘ１１やＳＷ１３やプロキシ部１５等
の他の構成要素のトラフィックの一部またはその全て自体又はその複写を受けて、受けた
トラフィックの一部又はその全て自体又は受けたトラフィックの一部又は全てを書換えた
トラフィック又は受けたトラフィックに対する応答をＴＲｘ１１やＳＷ１３やプロキシ部
１５等の他の構成要素または外部のＥＭＳ（不図示）や外部の装置（不図示）に送付して
もよい。
【０２４８】
　通信システム構成（２１－２）は、通信システム構成２１－１において、同一の波長の
送受信部（ＴＲｘ）１１（λＡ～λＡ）、送受信部（ＴＲｘ）１１（λＢ～λＢ）、・・
・、送受信部（ＴＲｘ）１１（λＮ～λＮ）がＳＷ１３に接続されている。一部の波長の
ＴＲｘ１１が複数とそれ以外の波長のＴＲｘ１１がＳＷ１３に接続されていてもよい。他
は同様である。
【０２４９】
　通信システム構成（２２－１）は、送受信部（ＴＲｘ）１１と、制御部１４と、プロキ
シ部１５と、を備える（図２）。異なる波長（λＡ～λＮ）の送受信部（ＴＲｘ）１１が
プロキシ部１５に直接、又は複数のＯＬＴから／へのトラフィックを集約や分配や振分や
複製や折返や透過の少なくとも一部をする集線ＳＷ等を介して接続されている。
【０２５０】
　ＴＲｘ１１は自律、又は制御部１４やプロキシ部１５等の他の構成要素からの制御、又
は制御部１４やプロキシ部１５等の他の構成要素を介して転送された制御で制御され、Ｏ
ＤＮ又はプロキシ部１５のトラフィックの一部またはその全てを、所定の手順に従って、
ＶＬＡＮや優先や廃棄優先や宛先等の少なくとも一部又はその組み合わせのタグの追加又
は削除又は付替又は変更無で、集約又は分配又は振分又は複製又は折返又は透過の少なく
とも一つまたはその組み合わせで処理する。
【０２５１】
　制御部１４は、ＴＲｘ１１又はプロキシ部１５又は外部のＥＭＳ（不図示）や外部の装
置（不図示）と接続される。制御部１４は、ＴＲｘ１１やプロキシ部１５等の他の構成要
素を制御、又はＴＲｘ１１やプロキシ部１５等の他の構成要素を介して制御を転送する。
プロキシ部１５は上位側の装置（不図示）に直接、又は複数のＯＬＴから／へのトラフィ
ックを集約や分配や振分や複製や折返や透過の少なくとも一部をする集線ＳＷ等を介して
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接続される。
【０２５２】
　プロキシ部１５は自律、又はＴＲｘ１１や制御部１４等の他の構成要素からの制御、又
はＴＲｘ１１や制御部１４や等の他の構成要素を介して転送された制御で制御され、ＴＲ
ｘ１１又は上位側の装置（不図示）のトラフィックの一部またはその全てを、所定の手順
に従って、ＶＬＡＮや優先や廃棄優先や宛先等の少なくとも一部又はその組み合わせのタ
グの追加又は削除又は付替又は変更無で、集約又は分配又は振分又は複製又は折返又は透
過の少なくとも一部またはその組み合わせで処理する。
【０２５３】
　ＴＲｘ１１や制御部１４やプロキシ部１５は、ＴＲｘ１１やプロキシ部１５や等の他の
構成要素のトラフィックの一部またはその全て自体又はその複写を受けて、受けたトラフ
ィックの一部又はその全て自体又は受けたトラフィックの一部又は全てを書換えたトラフ
ィック又は受けたトラフィックに対する応答をＴＲｘ１１プロキシ部１５等の他の構成要
素または外部のＥＭＳ（不図示）や外部の装置（不図示）に送付してもよい。
【０２５４】
　通信システム構成（２２－２）は、通信システム構成２２－１において、同一の波長の
送受信部（ＴＲｘ）１１（λＡ～λＡ）、送受信部（ＴＲｘ）１１（λＢ～λＢ）、・・
・、送受信部（ＴＲｘ）１１（λＮ～λＮ）がプロキシ部１５に直接、又は複数のＯＬＴ
から／へのトラフィックを集約や分配や振分や複製や折返や透過の少なくとも一部をする
集線ＳＷ等を介して接続されている。一部の波長のＴＲｘ１１が複数とそれ以外の波長の
ＴＲｘ１１がプロキシ部１５に直接、又は複数のＯＬＴから／へのトラフィックを集約や
分配や振分や複製や折返や透過の少なくとも一部をする集線ＳＷ等を介して接続されてい
てもよい。他は同様である。
【０２５５】
　通信システム構成（２３－１）は、送受信部（ＴＲｘ）１１と、スイッチ部（ＳＷ）１
２と、外部サーバ１６と、を備える（図２）。異なる波長（λＡ～λＮ）の送受信部（Ｔ
Ｒｘ）１１がスイッチ部１２に接続されている。
【０２５６】
　ＴＲｘ１１は自律、又はＳＷ１２や外部サーバ１６等の他の構成要素からの制御、又は
ＳＷ１２や外部サーバ１６等の他の構成要素を介して転送された制御で制御され、ＯＤＮ
又はＳＷ１２のトラフィックの一部またはその全てを、所定の手順に従って、ＶＬＡＮや
優先や廃棄優先や宛先等の少なくとも一部又はその組み合わせのタグの追加又は削除又は
付替又は変更無で、集約又は分配又は振分又は複製又は折返又は透過の少なくとも一つま
たはその組み合わせで処理する。
【０２５７】
　スイッチ部（ＳＷ）１２が上位側の装置（不図示）に直接、又は複数のＯＬＴから／へ
のトラフィックを集約や分配や振分や複製や折返や透過の少なくとも一部をする集線ＳＷ
等を介して接続される。ＳＷ１２は自律、又はＴＲｘ１１や外部サーバ１６等の他の構成
要素からの制御、又はＴＲｘ１１や外部サーバ１６等の他の構成要素を介して転送された
制御で制御され、ＴＲｘ１１又は上位側の装置（不図示）のトラフィックの一部またはそ
の全てを、所定の手順に従って、ＶＬＡＮや優先や廃棄優先や宛先等の少なくとも一部又
はその組み合わせのタグの追加又は削除又は付替又は変更無で、集約又は分配又は振分又
は複製又は折返又は透過の少なくとも一部またはその組み合わせで処理する。
【０２５８】
　外部サーバ１６は、ＴＲｘ１１又はＳＷ１２又は外部のＥＭＳ（不図示）や外部の装置
（不図示）と接続される。外部サーバ１６は、ＴＲｘ１１やＳＷ１２等の他の構成要素を
制御、又はＴＲｘ１１やＳＷ１２等の他の構成要素を介して制御を転送する。
【０２５９】
　ＴＲｘ１１やＳＷ１２や外部サーバ１６は、ＴＲｘ１１やＳＷ１２や外部サーバ１６等
の他の構成要素のトラフィックの一部またはその全て自体又はその複写を受けて、受けた
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トラフィックの一部又はその全て自体又は受けたトラフィックの一部又は全てを書換えた
トラフィック又は受けたトラフィックに対する応答をＴＲｘ１１やＳＷ１２や外部サーバ
１６等の他の構成要素または外部のＥＭＳ（不図示）や外部の装置（不図示）に送付して
もよい。
【０２６０】
　通信システム構成（２３－２）は、通信システム構成２３－１において、同一の波長の
送受信部（ＴＲｘ）１１（λＡ～λＡ）、送受信部（ＴＲｘ）１１（λＢ～λＢ）、・・
・、送受信部（ＴＲｘ）１１（λＮ～λＮ）がスイッチ部１２に接続されている。一部の
波長のＴＲｘ１１が複数とそれ以外の波長のＴＲｘ１１がＳＷ１２に接続されていてもよ
い。他は同様である。
【０２６１】
　通信システム構成（２４－１）は、送受信部（ＴＲｘ）１１と、スイッチ部（ＳＷ）１
３と、外部サーバ１６と、を備える（図２）。異なる波長（λＡ～λＮ）の送受信部（Ｔ
Ｒｘ）１１がＳＷ１３に接続されている。
【０２６２】
　ＴＲｘ１１は自律、又はＳＷ１３や外部サーバ１６等の他の構成要素からの制御、又は
ＳＷ１３や外部サーバ１６等の他の構成要素を介して転送された制御で制御され、ＯＤＮ
又はＳＷ１３のトラフィックの一部またはその全てを、所定の手順に従って、ＶＬＡＮや
優先や廃棄優先や宛先等の少なくとも一部又はその組み合わせのタグの追加又は削除又は
付替又は変更無で、集約又は分配又は振分又は複製又は折返又は透過の少なくとも一つま
たはその組み合わせで処理する。
【０２６３】
　スイッチ部（ＳＷ）１３は上位側の装置（不図示）に直接、又は複数のＯＬＴから／へ
のトラフィックを集約や分配や振分や複製や折返や透過の少なくとも一部をする集線ＳＷ
等を介して接続される。ＳＷ１３は自律、又はＴＲｘ１１や外部サーバ１６等の他の構成
要素からの制御、又はＴＲｘ１１や外部サーバ１６等の他の構成要素を介して転送された
制御で制御され、ＴＲｘ１１又は上位側の装置（不図示）のトラフィックの一部またはそ
の全てを、所定の手順に従って、ＶＬＡＮや優先や廃棄優先や宛先等の少なくとも一部又
はその組み合わせのタグの追加又は削除又は付替又は変更無で、集約又は分配又は振分又
は複製又は折返又は透過の少なくとも一部またはその組み合わせで処理する。
【０２６４】
　外部サーバ１６は、ＴＲｘ１１又はＳＷ１３又は外部のＥＭＳ（不図示）や外部の装置
（不図示）と接続される。外部サーバ１６は、ＴＲｘ１１やＳＷ１３等の他の構成要素を
制御、又はＴＲｘ１１やＳＷ１３等の他の構成要素を介して制御を転送する。ＴＲｘ１１
やＳＷ１３や外部サーバ１６は、ＴＲｘ１１やＳＷ１３や外部サーバ１６等の他の構成要
素のトラフィックの一部またはその全て自体又はその複写を受けて、受けたトラフィック
の一部又はその全て自体又は受けたトラフィックの一部又は全てを書換えたトラフィック
又は受けたトラフィックに対する応答をＴＲｘ１１やＳＷ１３や外部サーバ１６等の他の
構成要素または外部のＥＭＳ（不図示）や外部の装置（不図示）に送付してもよい。
【０２６５】
　通信システム構成（２４－２）は、通信システム構成２４－１において、同一の波長の
送受信部（ＴＲｘ）１１（λＡ～λＡ）、送受信部（ＴＲｘ）１１（λＢ～λＢ）、・・
・、送受信部（ＴＲｘ）１１（λＮ～λＮ）がＳＷ１３に接続されている。一部の波長の
ＴＲｘ１１が複数とそれ以外の波長のＴＲｘ１１がＳＷ１３に接続されていてもよい。他
は同様である。
【０２６６】
　通信システム構成（２５－１）は、送受信部（ＴＲｘ）１１と、制御部１４と、外部サ
ーバ１６と、を備える（図２）。異なる波長（λＡ～λＮ）の送受信部（ＴＲｘ）１１が
上位側の装置（不図示）に直接、又は複数のＯＬＴから／へのトラフィックを集約や分配
や振分や複製や折返や透過の少なくとも一部をする集線ＳＷ等を介して接続されている。
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【０２６７】
　ＴＲｘ１１は自律、又は制御部１４や外部サーバ１６等の他の構成要素からの制御、又
は制御部１４や外部サーバ１６等の他の構成要素を介して転送された制御で制御され、Ｏ
ＤＮ又は上位側の装置（不図示）のトラフィックの一部またはその全てを、所定の手順に
従って、ＶＬＡＮや優先や廃棄優先や宛先等の少なくとも一部又はその組み合わせのタグ
の追加又は削除又は付替又は変更無で、集約又は分配又は振分又は複製又は折返又は透過
の少なくとも一つまたはその組み合わせで処理する。
【０２６８】
　制御部１４は、ＴＲｘ１１又は外部サーバ１６又は外部のＥＭＳ（不図示）や外部の装
置（不図示）と接続される。制御部１４は、ＴＲｘ１１や外部サーバ１６等の他の構成要
素を制御、又はＴＲｘ１１や外部サーバ１６等の他の構成要素を介して制御を転送する。
外部サーバ１６は、ＴＲｘ１１又は制御部１４又は外部のＥＭＳ（不図示）や外部の装置
（不図示）と接続される。外部サーバ１６は、ＴＲｘ１１や制御部１４等の他の構成要素
を制御、又はＴＲｘ１１や制御部１４等の他の構成要素を介して制御を転送する。
【０２６９】
　ＴＲｘ１１や制御部１４や外部サーバ１６は、ＴＲｘ１１や外部サーバ１６等の他の構
成要素のトラフィックの一部またはその全て自体又はその複写を受けて、受けたトラフィ
ックの一部又はその全て自体又は受けたトラフィックの一部又は全てを書換えたトラフィ
ック又は受けたトラフィックに対する応答をＴＲｘ１１や外部サーバ１６等の他の構成要
素または外部のＥＭＳ（不図示）や外部の装置（不図示）に送付してもよい。
【０２７０】
　通信システム構成（２５－２）は、通信システム構成２５－１において、同一の波長の
送受信部（ＴＲｘ）１１（λＡ～λＡ）、送受信部（ＴＲｘ）１１（λＢ～λＢ）、・・
・、送受信部（ＴＲｘ）１１（λＮ～λＮ）が上位側の装置（不図示）に直接、又は複数
のＯＬＴから／へのトラフィックを集約や分配や振分や複製や折返や透過の少なくとも一
部をする集線ＳＷ等を介して接続されている。一部の波長のＴＲｘ１１が複数とそれ以外
の波長のＴＲｘ１１が上位側の装置（不図示）に直接、又は複数のＯＬＴから／へのトラ
フィックを集約や分配や振分や複製や折返や透過の少なくとも一部をする集線ＳＷ等を介
して接続されていてもよい。他は同様である。
【０２７１】
　通信システム構成（２６－１）は、送受信部（ＴＲｘ）１１と、プロキシ部１５と、外
部サーバ１６と、を備える（図２）。異なる波長（λＡ～λＮ）の送受信部（ＴＲｘ）１
１がプロキシ部１５に直接、又は複数のＯＬＴから／へのトラフィックを集約や分配や振
分や複製や折返や透過の少なくとも一部をする集線ＳＷ等を介して接続されている。
【０２７２】
　ＴＲｘ１１は自律、又はプロキシ部１５や外部サーバ１６等の他の構成要素からの制御
、又はプロキシ部１５や外部サーバ１６等の他の構成要素を介して転送された制御で制御
され、ＯＤＮ又はプロキシ部１５のトラフィックの一部またはその全てを、所定の手順に
従って、ＶＬＡＮや優先や廃棄優先や宛先等の少なくとも一部又はその組み合わせのタグ
の追加又は削除又は付替又は変更無で、集約又は分配又は振分又は複製又は折返又は透過
の少なくとも一つまたはその組み合わせで処理する。
【０２７３】
　プロキシ部１５は自律、又はＴＲｘ１１や外部サーバ１６等の他の構成要素からの制御
、又はＴＲｘ１１や外部サーバ１６等の他の構成要素を介して転送された制御で制御され
、ＳＷ１３又は上位側の装置（不図示）のトラフィックの一部またはその全てを、所定の
手順に従って、ＶＬＡＮや優先や廃棄優先や宛先等の少なくとも一部又はその組み合わせ
のタグの追加又は削除又は付替又は変更無で、集約又は分配又は振分又は複製又は折返又
は透過の少なくとも一部またはその組み合わせで処理する。
【０２７４】
　外部サーバ１６は、ＴＲｘ１１又はプロキシ部１５又は外部のＥＭＳ（不図示）や外部
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の装置（不図示）と接続される。外部サーバ１６は、ＴＲｘ１１やプロキシ部１５等の他
の構成要素を制御、又はＴＲｘ１１やプロキシ部１５等の他の構成要素を介して制御を転
送する。
【０２７５】
　ＴＲｘ１１やプロキシ部１５や外部サーバ１６は、ＴＲｘ１１やプロキシ部１５や外部
サーバ１６等の他の構成要素のトラフィックの一部またはその全て自体又はその複写を受
けて、受けたトラフィックの一部又はその全て自体又は受けたトラフィックの一部又は全
てを書換えたトラフィック又は受けたトラフィックに対する応答をＴＲｘ１１やプロキシ
部１５や外部サーバ１６等の他の構成要素または外部のＥＭＳ（不図示）や外部の装置（
不図示）に送付してもよい。
【０２７６】
　通信システム構成（２６－２）は、通信システム構成２６－１において、同一の波長の
送受信部（ＴＲｘ）１１（λＡ～λＡ）、送受信部（ＴＲｘ）１１（λＢ～λＢ）、・・
・、送受信部（ＴＲｘ）１１（λＮ～λＮ）がプロキシ部１５に直接、又は複数のＯＬＴ
から／へのトラフィックを集約や分配や振分や複製や折返や透過の少なくとも一部をする
集線ＳＷ等を介して接続されている。一部の波長のＴＲｘ１１が複数とそれ以外の波長の
ＴＲｘ１１がプロキシ部１５に直接、又は複数のＯＬＴから／へのトラフィックを集約や
分配や振分や複製や折返や透過の少なくとも一部をする集線ＳＷ等を介して接続されてい
てもよい。他は同様である。
【０２７７】
　通信システム構成（２７－１）は、送受信部（ＴＲｘ）１１と、スイッチ部（ＳＷ）１
２と、を備える（図２）。異なる波長（λＡ～λＮ）の送受信部（ＴＲｘ）１１がスイッ
チ部１２に接続されている。
【０２７８】
　ＴＲｘ１１は自律、又はＳＷ１２等の他の構成要素からの制御、又はＳＷ１２等の他の
構成要素を介して転送された制御で制御され、ＯＤＮ又はＳＷ１２のトラフィックの一部
またはその全てを、所定の手順に従って、ＶＬＡＮや優先や廃棄優先や宛先等の少なくと
も一部又はその組み合わせのタグの追加又は削除又は付替又は変更無で、集約又は分配又
は振分又は複製又は折返又は透過の少なくとも一つまたはその組み合わせで処理する。
【０２７９】
　スイッチ部（ＳＷ）１２が上位側の装置（不図示）に直接、又は複数のＯＬＴから／へ
のトラフィックを集約や分配や振分や複製や折返や透過の少なくとも一部をする集線ＳＷ
等を介して接続される。ＳＷ１２は自律、又はＴＲｘ１１等の他の構成要素からの制御、
又はＴＲｘ１１等の他の構成要素を介して転送された制御で制御され、ＴＲｘ１１又は上
位側の装置（不図示）のトラフィックの一部またはその全てを、所定の手順に従って、Ｖ
ＬＡＮや優先や廃棄優先や宛先等の少なくとも一部又はその組み合わせのタグの追加又は
削除又は付替又は変更無で、集約又は分配又は振分又は複製又は折返又は透過の少なくと
も一部またはその組み合わせで処理する。
【０２８０】
　ＴＲｘ１１やＳＷ１２は、ＴＲｘ１１やＳＷ１２等の他の構成要素のトラフィックの一
部またはその全て自体又はその複写を受けて、受けたトラフィックの一部又はその全て自
体又は受けたトラフィックの一部又は全てを書換えたトラフィック又は受けたトラフィッ
クに対する応答をＴＲｘ１１やＳＷ１２等の他の構成要素または外部のＥＭＳ（不図示）
や外部の装置（不図示）に送付してもよい。
【０２８１】
　通信システム構成（２７－２）は、通信システム構成２７－１において、同一の波長の
送受信部（ＴＲｘ）１１（λＡ～λＡ）、送受信部（ＴＲｘ）１１（λＢ～λＢ）、・・
・、送受信部（ＴＲｘ）１１（λＮ～λＮ）がスイッチ部１２に接続されている。一部の
波長のＴＲｘ１１が複数とそれ以外の波長のＴＲｘ１１がＳＷ１２に接続されていてもよ
い。他は同様である。
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【０２８２】
　通信システム構成（２８－１）は、送受信部（ＴＲｘ）１１と、スイッチ部（ＳＷ）１
３と、を備える（図２）。異なる波長（λＡ～λＮ）の送受信部（ＴＲｘ）１１がＳＷ１
３に接続されている。
【０２８３】
　ＴＲｘ１１は自律、又はＳＷ１３等の他の構成要素からの制御、又はＳＷ１３等の他の
構成要素を介して転送された制御で制御され、ＯＤＮ又はＳＷ１３のトラフィックの一部
またはその全てを、所定の手順に従って、ＶＬＡＮや優先や廃棄優先や宛先等の少なくと
も一部又はその組み合わせのタグの追加又は削除又は付替又は変更無で、集約又は分配又
は振分又は複製又は折返又は透過の少なくとも一つまたはその組み合わせで処理する。
【０２８４】
　スイッチ部（ＳＷ）１３は上位側の装置（不図示）に直接、又は複数のＯＬＴから／へ
のトラフィックを集約や分配や振分や複製や折返や透過の少なくとも一部をする集線ＳＷ
等を介して接続される。ＳＷ１３は自律、又はＴＲｘ１１等の他の構成要素からの制御、
又はＴＲｘ１１等の他の構成要素を介して転送された制御で制御され、ＴＲｘ１１又は上
位側の装置（不図示）のトラフィックの一部またはその全てを、所定の手順に従って、Ｖ
ＬＡＮや優先や廃棄優先や宛先等の少なくとも一部又はその組み合わせのタグの追加又は
削除又は付替又は変更無で、集約又は分配又は振分又は複製又は折返又は透過の少なくと
も一部またはその組み合わせで処理する。
【０２８５】
　ＴＲｘ１１やＳＷ１３は、ＴＲｘ１１やＳＷ１３等の他の構成要素のトラフィックの一
部またはその全て自体又はその複写を受けて、受けたトラフィックの一部又はその全て自
体又は受けたトラフィックの一部又は全てを書換えたトラフィック又は受けたトラフィッ
クに対する応答をＴＲｘ１１やＳＷ１３等の他の構成要素または外部のＥＭＳ（不図示）
や外部の装置（不図示）に送付してもよい。
【０２８６】
　通信システム構成（２８－２）は、通信システム構成２８－１において、同一の波長の
送受信部（ＴＲｘ）１１（λＡ～λＡ）、送受信部（ＴＲｘ）１１（λＢ～λＢ）、・・
・、送受信部（ＴＲｘ）１１（λＮ～λＮ）がＳＷ１３に接続されている。一部の波長の
ＴＲｘ１１が複数とそれ以外の波長のＴＲｘ１１がＳＷ１３に接続されていてもよい。他
は同様である。
【０２８７】
　通信システム構成（２９－１）は、送受信部（ＴＲｘ）１１と、制御部１４と、を備え
る（図２）。異なる波長（λＡ～λＮ）の送受信部（ＴＲｘ）１１が上位側の装置（不図
示）に直接、又は複数のＯＬＴから／へのトラフィックを集約や分配や振分や複製や折返
や透過の少なくとも一部をする集線ＳＷ等を介して接続されている。
【０２８８】
　ＴＲｘ１１は自律、又は制御部１４等の他の構成要素からの制御、又は制御部１４等の
他の構成要素を介して転送された制御で制御され、ＯＤＮ又は上位側の装置（不図示）の
トラフィックの一部またはその全てを、所定の手順に従って、ＶＬＡＮや優先や廃棄優先
や宛先等の少なくとも一部又はその組み合わせのタグの追加又は削除又は付替又は変更無
で、集約又は分配又は振分又は複製又は折返又は透過の少なくとも一つまたはその組み合
わせで処理する。
【０２８９】
　制御部１４は、ＴＲｘ１１又は外部のＥＭＳ（不図示）や外部の装置（不図示）と接続
される。制御部１４は、ＴＲｘ１１等の他の構成要素を制御、又はＴＲｘ１１等の他の構
成要素を介して制御を転送する。ＴＲｘ１１や制御部１４は、ＴＲｘ１１の他の構成要素
のトラフィックの一部またはその全て自体又はその複写を受けて、受けたトラフィックの
一部又はその全て自体又は受けたトラフィックの一部又は全てを書換えたトラフィック又
は受けたトラフィックに対する応答をＴＲｘ１１等の他の構成要素または外部のＥＭＳ（
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不図示）や外部の装置（不図示）に送付してもよい。
【０２９０】
　通信システム構成（２９－２）は、通信システム構成２９－１において、同一の波長の
送受信部（ＴＲｘ）１１（λＡ～λＡ）、送受信部（ＴＲｘ）１１（λＢ～λＢ）、・・
・、送受信部（ＴＲｘ）１１（λＮ～λＮ）が上位側の装置（不図示）に直接、又は複数
のＯＬＴから／へのトラフィックを集約や分配や振分や複製や折返や透過の少なくとも一
部をする集線ＳＷ等を介して接続されている。一部の波長のＴＲｘ１１が複数とそれ以外
の波長のＴＲｘ１１が上位側の装置（不図示）に直接、又は複数のＯＬＴから／へのトラ
フィックを集約や分配や振分や複製や折返や透過の少なくとも一部をする集線ＳＷ等を介
して接続されていてもよい。他は同様である。
【０２９１】
　通信システム構成（３０－１）は、送受信部（ＴＲｘ）１１と、プロキシ部１５と、を
備える（図２）。異なる波長（λＡ～λＮ）の送受信部（ＴＲｘ）１１がプロキシ部１５
に直接、又は複数のＯＬＴから／へのトラフィックを集約や分配や振分や複製や折返や透
過の少なくとも一部をする集線ＳＷ等を介して接続されている。
【０２９２】
　ＴＲｘ１１は自律、又はプロキシ部１５等の他の構成要素からの制御、又はプロキシ部
１５等の他の構成要素を介して転送された制御で制御され、ＯＤＮ又はプロキシ部１５の
トラフィックの一部またはその全てを、所定の手順に従って、ＶＬＡＮや優先や廃棄優先
や宛先等の少なくとも一部又はその組み合わせのタグの追加又は削除又は付替又は変更無
で、集約又は分配又は振分又は複製又は折返又は透過の少なくとも一つまたはその組み合
わせで処理する。
【０２９３】
　プロキシ部１５は自律、又はＴＲｘ１１やＳＷ１２やＳＷ１３や制御部１４や外部サー
バ１６等の他の構成要素からの制御、又はＴＲｘ１１やＳＷ１２やＳＷ１３や制御部１４
や外部サーバ１６等の他の構成要素を介して転送された制御で制御され、ＳＷ１３又は上
位側の装置（不図示）のトラフィックの一部またはそのすべてを、所定の手順に従って、
ＶＬＡＮや優先や廃棄優先や宛先等の少なくとも一部又はその組み合わせのタグの追加又
は削除又は付替又は変更無で、集約又は分配又は振分又は複製又は折返又は透過の少なく
とも一部またはその組み合わせで処理する。
【０２９４】
　ＴＲｘ１１やプロキシ部１５は、ＴＲｘ１１やプロキシ部１５等の他の構成要素のトラ
フィックの一部またはその全て自体又はその複写を受けて、受けたトラフィックの一部又
はその全て自体又は受けたトラフィックの一部又は全てを書換えたトラフィック又は受け
たトラフィックに対する応答をＴＲｘ１１やプロキシ部１５等の他の構成要素または外部
のＥＭＳ（不図示）や外部の装置（不図示）に送付してもよい。
【０２９５】
　通信システム構成（３０－２）は、通信システム構成３０－１において、同一の波長の
送受信部（ＴＲｘ）１１（λＡ～λＡ）、送受信部（ＴＲｘ）１１（λＢ～λＢ）、・・
・、送受信部（ＴＲｘ）１１（λＮ～λＮ）がプロキシ部１５に直接、又は複数のＯＬＴ
から／へのトラフィックを集約や分配や振分や複製や折返や透過の少なくとも一部をする
集線ＳＷ等を介して接続されている。一部の波長のＴＲｘ１１が複数とそれ以外の波長の
ＴＲｘ１１がプロキシ部１５に直接、又は複数のＯＬＴから／へのトラフィックを集約や
分配や振分や複製や折返や透過の少なくとも一部をする集線ＳＷ等を介して接続されてい
てもよい。他は同様である。
【０２９６】
　通信システム構成（３１－１）は、送受信部（ＴＲｘ）１１と、外部サーバ１６と、を
備える（図２）。異なる波長（λＡ～λＮ）の送受信部（ＴＲｘ）１１が上位側の装置（
不図示）に直接、又は複数のＯＬＴから／へのトラフィックを集約や分配や振分や複製や
折返や透過の少なくとも一部をする集線ＳＷ等を介して接続されている。
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【０２９７】
　ＴＲｘ１１は自律、又は外部サーバ１６等の他の構成要素からの制御、又は外部サーバ
１６等の他の構成要素を介して転送された制御で制御され、ＯＤＮ又は上位側の装置（不
図示）のトラフィックの一部またはその全てを、所定の手順に従って、ＶＬＡＮや優先や
廃棄優先や宛先等の少なくとも一部又はその組み合わせのタグの追加又は削除又は付替又
は変更無で、集約又は分配又は振分又は複製又は折返又は透過の少なくとも一つまたはそ
の組み合わせで処理する。
【０２９８】
　外部サーバ１６は、ＴＲｘ１１又は外部のＥＭＳ（不図示）や外部の装置（不図示）と
接続される。外部サーバ１６は、ＴＲｘ１１等の他の構成要素を制御、又はＴＲｘ１１の
他の構成要素を介して制御を転送する。ＴＲｘ１１や外部サーバ１６は、ＴＲｘ１１や外
部サーバ１６等の他の構成要素のトラフィックの一部またはその全て自体又はその複写を
受けて、受けたトラフィックの一部又はその全て自体又は受けたトラフィックの一部又は
全てを書換えたトラフィック又は受けたトラフィックに対する応答をＴＲｘ１１や外部サ
ーバ１６等の他の構成要素または外部のＥＭＳ（不図示）や外部の装置（不図示）に送付
してもよい。
【０２９９】
　通信システム構成（３１－２）は、通信システム構成３１－１において、同一の波長の
送受信部（ＴＲｘ）１１（λＡ～λＡ）、送受信部（ＴＲｘ）１１（λＢ～λＢ）、・・
・、送受信部（ＴＲｘ）１１（λＮ～λＮ）が上位側の装置（不図示）に直接、又は複数
のＯＬＴから／へのトラフィックを集約や分配や振分や複製や折返や透過の少なくとも一
部をする集線ＳＷ等を介して接続されている。一部の波長のＴＲｘ１１が複数とそれ以外
の波長のＴＲｘ１１が上位側の装置（不図示）に直接、又は複数のＯＬＴから／へのトラ
フィックを集約や分配や振分や複製や折返や透過の少なくとも一部をする集線ＳＷ等を介
して接続されていてもよい。他は同様である。
【０３００】
　通信システム構成（３２－１）は、送受信部（ＴＲｘ）１１と、を備える（図２）。異
なる波長（λＡ～λＮ）の送受信部（ＴＲｘ）１１が上位側の装置（不図示）に直接、又
は複数のＯＬＴから／へのトラフィックを集約や分配や振分や複製や折返や透過の少なく
とも一部をする集線ＳＷ等を介して接続されている。
【０３０１】
　ＴＲｘ１１は自律、又は他の構成要素からの制御、又は他の構成要素を介して転送され
た制御で制御され、ＯＤＮ又は上位側の装置（不図示）のトラフィックの一部またはその
全てを、所定の手順に従って、ＶＬＡＮや優先や廃棄優先や宛先等の少なくとも一部又は
その組み合わせのタグの追加又は削除又は付替又は変更無で、集約又は分配又は振分又は
複製又は折返又は透過の少なくとも一つまたはその組み合わせで処理する。
【０３０２】
　ＴＲｘ１１は、ＴＲｘ１１等の構成要素のトラフィックの一部またはその全て自体又は
その複写を受けて、受けたトラフィックの一部又はその全て自体又は受けたトラフィック
の一部又は全てを書換えたトラフィック又は受けたトラフィックに対する応答をＴＲｘ１
１等の構成要素内部または外部のＥＭＳ（不図示）や外部の装置（不図示）に送付しても
よい。
【０３０３】
　通信システム構成（３２－２）は、通信システム構成３２－１において、同一の波長の
送受信部（ＴＲｘ）１１（λＡ～λＡ）、送受信部（ＴＲｘ）１１（λＢ～λＢ）、・・
・、送受信部（ＴＲｘ）１１（λＮ～λＮ）が上位側の装置（不図示）に直接、又は複数
のＯＬＴから／へのトラフィックを集約や分配や振分や複製や折返や透過の少なくとも一
部をする集線ＳＷ等を介して接続されている。一部の波長のＴＲｘ１１が複数とそれ以外
の波長のＴＲｘ１１が上位側の装置（不図示）に直接、又は複数のＯＬＴから／へのトラ
フィックを集約や分配や振分や複製や折返や透過の少なくとも一部をする集線ＳＷ等を介
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して接続されていてもよい。他は同様である。
【０３０４】
（第１の構成例）
　ＯＬＴが送受信部１１を備え、実施部と指示部に分離配備する例について説明する。こ
の場合、実施部を送受信部１１に備え、指示部を送受信部１１の例えば情報処理部やＣＰ
Ｕ等の演算処理可能な箇所に備える。実施部と指示部の入出力は、内部配線やバックボー
ドやＯＡＭや主信号線や専用の配線やＥＭＳやＣｏｎｔ版やコントローラや制御部１４等
の経路のいずれも可能である。ＯＮＵからの申告又は申告の複写を指示部で直接終端して
入力する場合はＯＡＭや主信号にカプセル化してもよい。ＯＮＵからの申告又は申告の複
写をいずれかの箇所で終端して内部配線やバックボードやＯＡＭや主信号線や専用の配線
やＥＭＳやＣｏｎｔ版等の経路を経由して入力してもよい。ＯＡＭや主信号線を用いる場
合は、ＯＡＭや主信号にカプセル化することが望ましい。主信号線を通す場合はＯＳＵ又
は他箇所のスイッチ部にて指示部に振り分けることが望ましい。なお、本構成は、通信シ
ステム構成（１－１）～（３２－２）における送受信部１１に演算処理可能な箇所を備え
る任意の構成に適用できる。
【０３０５】
（第２の構成例）
　本構成では、ＯＬＴが送受信部１１及びスイッチ部１２を備え、実施部を送受信部１１
に備え、指示部をスイッチ部１２の例えば情報処理部やＣＰＵ等の演算処理可能な箇所に
備える。その他は第１の構成例と同様である。なお、本構成は、通信システム構成（１－
１）～（３２－２）のうちスイッチ部１２に演算処理可能な箇所を備える任意の構成に適
用できる。なお、ＴＲｘ１１及びＳＷ１２の演算処理可能な箇所の両方に実施部及び指示
部が備わっていてもよい。
【０３０６】
（第３の構成例）
　本構成では、ＯＬＴが送受信部１１を備え、実施部を送受信部１１に備え、指示部をＯ
ＳＵの例えば情報処理部やＣＰＵ等の演算処理可能な箇所に備える。その他は第１の構成
例と同様である。なお、本構成は、通信システム構成（１－１）～（３２－２）のうちＯ
ＳＵに演算処理可能な箇所を備える任意の構成に適用できる。なお、ＴＲｘ１１及びＯＳ
Ｕ２１の演算処理可能な箇所の両方に実施部及び指示部が備わっていてもよい。
【０３０７】
（第４の構成例）
　本構成では、ＯＬＴが送受信部１１及びスイッチ部１３を備え、実施部を送受信部１１
に備え、指示部をスイッチ部１３の例えば情報処理部やＣＰＵ等の演算処理可能な箇所に
備える。その他は第１の構成例と同様である。なお、本構成は、通信システム構成（１－
１）～（３２－２）のうちスイッチ部１３に演算処理可能な箇所を備える任意の構成に適
用できる。なお、ＴＲｘ１１及びＳＷ１３の演算処理可能な箇所の両方に実施部及び指示
部が備わっていてもよい。
【０３０８】
（第５の構成例）
　本構成では、ＯＬＴが送受信部１１を備え、実施部を送受信部１１に備え、指示部がＯ
ＬＴの例えば制御部１４や情報処理部やＣｏｎｔ版やＣＰＵ版等の演算処理可能な箇所に
備える。なお、本構成は、通信システム構成（１－１）～（３２－２）のうちＯＬＴに演
算処理可能な箇所を備える任意の構成に適用できる。なお、ＴＲｘ１１及びＯＬＴの両方
に実施部及び指示部が備わっていてもよい。
【０３０９】
（第６の構成例）
　本構成では、ＯＬＴが送受信部１１を備え、実施部を送受信部１１に備え、指示部をＯ
ＬＴ外部の例えばセンタクラウドやローカルクラウドやエッジクラウドや単独の外部サー
バ１６や情報処理部やＮＥコントローラ等のＥＭＳ等の演算処理可能な箇所に備える。そ
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の他は第１の構成例と同様である。なお、本構成は、通信システム構成（１－１）～（３
２－２）のうちＯＬＴ外部に演算処理可能な箇所を備える任意の構成に適用できる。なお
、ＴＲｘ１１及びＯＬＴ外部の演算処理可能な箇所の両方に実施部及び指示部が備わって
いてもよい。
【０３１０】
（第７の構成例）
　本構成では、ＯＬＴが送受信部１１を備え、実施部を送受信部１１に備え、指示部をＯ
ＬＴ外部の主信号ネットワーク中の例えばプロキシ部１５等の演算処理可能な箇所に備え
る。のその他は第１の構成例と同様である。なお、本構成は、通信システム構成（１－１
）～（３２－２）のうちＯＬＴ外部の主信号ネットワーク中に演算処理可能な箇所を備え
る任意の構成に適用できる。なお、ＴＲｘ１１及び主信号ネットワーク中の演算処理可能
な箇所の両方に実施部及び指示部が備わっていてもよい。
【０３１１】
（第８の構成例）
　本構成では、ＯＬＴが送受信部１１を備え、実施部をスイッチ部１２に備え、指示部を
送受信部１１の例えば情報処理部やＣＰＵ等の演算処理可能な箇所に備える。その他は第
１の構成例と同様である。なお、本構成は、通信システム構成（１－１）～（３２－２）
のうち送受信部１１に演算処理可能な箇所とスイッチ部１２を備える任意の構成に適用で
きる。なお、ＳＷ１２及びＴＲｘ１１の演算処理可能な箇所の両方に実施部及び指示部が
備わっていてもよい。
【０３１２】
（第９の構成例）
　本構成では、ＯＬＴがスイッチ部１２を備え、実施部をスイッチ部１２に備え、指示部
をスイッチ部１２の例えば情報処理部やＣＰＵ等の演算処理可能な箇所に備える。実施部
が指示部よりＰＯＮ側に配置されることが応答速度の観点から好ましいが、逆でもよい。
その他は第１の構成例と同様である。なお、本構成は、通信システム構成（１－１）～（
３２－２）のうちスイッチ部１２に情演算処理可能な箇所を備える任意の構成に適用でき
る。
【０３１３】
（第１０の構成例）
　本構成では、ＯＬＴがスイッチ部１２を備え、実施部をスイッチ部１２に備え、指示部
をＯＳＵの例えば情報処理部やＣＰＵ等の演算処理可能な箇所に備える。その他は第１の
構成例と同様である。なお、本構成は、通信システム構成（１－１）～（３２－２）のう
ちスイッチ部１２とＯＳＵに演算処理可能な箇所を備える任意の構成に適用できる。なお
、ＳＷ１２及びＯＳＵ２１の演算処理可能な箇所の両方に実施部及び指示部が備わってい
てもよい。
【０３１４】
（第１１の構成例）
　本構成では、ＯＬＴがスイッチ部１２及び１３を備え、実施部をスイッチ部１２に備え
、指示部をスイッチ部１３の例えば情報処理部やＣＰＵ等の演算処理可能な箇所に備える
。その他は第１の構成例と同様である。なお、本構成は、通信システム構成（１－１）～
（３２－２）のうちスイッチ部１２とスイッチ部１３に演算処理可能な箇所を備える任意
の構成に適用できる。なお、ＳＷ１２及びＳＷ１３の演算処理可能な箇所の両方に実施部
及び指示部が備わっていてもよい。
【０３１５】
（第１２の構成例）
　本構成では、ＯＬＴがスイッチ部１２を備え、実施部をスイッチ部１２に備え、指示部
をＯＬＴの例えば制御部１４や情報処理部やＣｏｎｔ版やＣＰＵ版等の演算処理可能な箇
所に備える。その他は第１の構成例と同様である。なお、本構成は、通信システム構成（
１－１）～（３２－２）のうちスイッチ部１２とＯＬＴに演算処理可能な箇所を備える任
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意の構成に適用できる。なお、ＳＷ１２及びＯＬＴの演算処理可能な箇所の両方に実施部
及び指示部が備わっていてもよい。
【０３１６】
（第１３の構成例）
　本構成では、ＯＬＴがスイッチ部１２を備え、実施部をスイッチ部１２に備え、指示部
をＯＬＴ外部の例えばセンタクラウドやローカルクラウドやエッジクラウドや単独の外部
サーバ１６や情報処理部やＮＥコントローラ等のＥＭＳ等の演算処理可能な箇所に備える
。その他は第１の構成例と同様である。なお、本構成は、通信システム構成（１－１）～
（３２－２）のうちスイッチ部１２とＯＬＴ外部に演算処理可能な箇所を備える任意の構
成に適用できる。なお、ＳＷ１２及びＯＬＴ外部の演算処理可能な箇所の両方に実施部及
び指示部が備わっていてもよい。
【０３１７】
（第１４の構成例）
　本構成では、ＯＬＴがスイッチ部１２を備え、実施部をスイッチ部１２に備え、指示部
をＯＬＴ外部の主信号ネットワーク中の例えばプロキシ部１５等の演算処理可能な箇所に
備える。その他は第１の構成例と同様である。なお、本構成は、通信システム構成（１－
１）～（３２－２）のうちスイッチ部１２とＯＬＴ外部の主信号ネットワーク中に演算処
理可能な箇所を備える任意の構成に適用できる。なお、ＳＷ１２及びＯＬＴ外部の主信号
ネットワークの演算処理可能な箇所の両方に実施部及び指示部が備わっていてもよい。
【０３１８】
（第１５の構成例）
　本構成では、ＯＬＴが送受信部１１を備え、実施部をＯＳＵに備え、指示部を送受信部
１１の例えば情報処理部やＣＰＵ等の演算処理可能な箇所に備える。その他は第１の構成
例と同様である。なお、本構成は、通信システム構成（１－１）～（３２－２）のうちＯ
ＳＵと送受信部１１に演算処理可能な箇所を含む構成に適用できる。なお、ＯＳＵと送受
信部１１の演算処理可能な箇所の両方に実施部及び指示部が備わっていてもよい。
【０３１９】
（第１６の構成例）
　本構成では、ＯＬＴがスイッチ部１２を備え、実施部をＯＳＵに備え、指示部がスイッ
チ部１２の例えば情報処理部やＣＰＵ等の演算処理が可能な箇所に備える。その他は第１
の構成例と同様である。なお、本構成は、通信システム構成（１－１）～（３２－２）の
うちＯＳＵとＯＳＵに演算処理可能な箇所を備える任意の構成に適用できる。なお、スイ
ッチ部１２とＯＳＵの演算処理可能な箇所の両方に実施部及び指示部が備わっていてもよ
い。
【０３２０】
（第１７の構成例）
　本構成では、ＯＬＴがＯＳＵを備え、実施部をＯＳＵに備え、指示部をＯＳＵの例えば
情報処理部やＣＰＵ等の演算処理可能な箇所に備える。実施部が指示部よりもＰＯＮ近傍
に配置されることが応答速度の観点から好ましいが、逆でもよい。その他は第１の構成例
と同様である。なお、本構成は、通信システム構成（１－１）～（３２－２）のうちＯＳ
Ｕに演算処理可能な箇所を備える任意の構成に適用できる。
【０３２１】
（第１８の構成例）
　本構成では、ＯＬＴがＯＳＵとスイッチ部１３を備え、実施部をＯＳＵに備え、指示部
がスイッチ部１３の例えば情報処理部やＣＰＵ等の演算処理可能な箇所に備える。その他
は第１の構成例と同様である。なお、本構成は、通信システム構成（１－１）～（３２－
２）のうちＯＳＵとスイッチ部１３に演算処理可能な箇所を含む任意の構成に適用できる
。なお、ＯＳＵ２１とＳＷ１３の演算処理可能な箇所の両方に実施部及び指示部が備わっ
ていてもよい。
【０３２２】
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（第１９の構成例）
　本構成では、ＯＬＴがＯＳＵを備え、実施部をＯＳＵに備え、指示部をＯＬＴの例えば
制御部１４や情報処理部やＣｏｎｔ版やＣＰＵ版等の演算処理可能な箇所に備える。その
他は第１の構成例と同様である。なお、本構成は、通信システム構成（１－１）～（３２
－２）のうちＯＳＵとＯＬＴに演算処理可能な箇所を備える任意の構成に適用できる。な
お、ＯＳＵ２１とＯＬＴの演算処理可能な箇所の両方に実施部及び指示部が備わっていて
もよい。
【０３２３】
（第２０の構成例）
　本構成では、ＯＬＴがＯＳＵを備え、実施部をＯＳＵに備え、指示部をＯＬＴ外部の例
えばセンタクラウドやローカルクラウドやエッジクラウドや単独の外部サーバ１６や情報
処理部やＮＥコントローラ等のＥＭＳ等の演算処理可能な箇所に備える。その他は第１の
構成例と同様である。なお、本構成は、通信システム構成（１－１）～（３２－２）のう
ちＯＳＵとＯＬＴ外部に演算処理可能な箇所を備える任意の構成に適用できる。なお、Ｏ
ＳＵ２１とＯＬＴ外部の演算処理可能な箇所の両方に実施部及び指示部が備わっていても
よい。
【０３２４】
（第２１の構成例）
　本構成では、ＯＬＴがＯＳＵを備え、実施部をＯＳＵに備え、指示部をＯＬＴ外部の主
信号ネットワーク中の例えばプロキシ部１５等の演算処理可能な箇所に備える。その他は
第１の構成例と同様である。なお、本構成は、通信システム構成（１－１）～（３２－２
）のうちＯＳＵ２１とＯＬＴ外部の主信号ネットワーク中に演算処理可能な箇所を備える
任意の構成に適用できる。なお、ＯＳＵ２１と主信号ネットワークの演算処理可能な箇所
の両方に実施部及び指示部が備わっていてもよい。
【０３２５】
（第２２の構成例）
　本構成では、ＯＬＴが送受信部１１及びスイッチ部１３を備え、実施部をスイッチ部１
３に備え、指示部を送受信部１１の例えば情報処理部やＣＰＵ等の演算処理可能な箇所に
備える。その他は第１の構成例と同様である。なお、本構成は、通信システム構成（１－
１）～（３２－２）のうちスイッチ部１３と送受信部１１に演算処理可能な箇所を備える
任意の構成に適用できる。ＳＷ１３とＴＲｘ１１の演算処理可能な箇所の両方に実施部及
び指示部が備わっていてもよい。
【０３２６】
（第２３の構成例）
　本構成では、ＯＬＴがスイッチ部１２及び１３を備え、実施部をスイッチ部１３に備え
、指示部をスイッチ部１２の例えば情報処理部やＣＰＵ等の演算処理可能な箇所に備える
。その他は第１の構成例と同様である。なお、本構成は、通信システム構成（１－１）～
（３２－２）のうちスイッチ部１３とスイッチ部１２に演算処理可能な箇所を備える任意
の構成に適用できる。
【０３２７】
（第２４の構成例）
　本構成では、ＯＬＴがＯＳＵ及びスイッチ部１３を備え、実施部をスイッチ部１３に備
え、指示部をＯＳＵの例えば情報処理部やＣＰＵ等の演算処理可能な箇所に備える。その
他は第１の構成例と同様である。なお、本構成は、通信システム構成（１－１）～（３２
－２）のうちスイッチ部１３とＯＳＵに演算処理可能な箇所を備える任意の構成に適用で
きる。なお、ＳＷ１３とＯＳＵ２１の演算処理可能な箇所の両方に実施部及び指示部が備
わっていてもよい。
【０３２８】
（第２５の構成例）
　本構成では、ＯＬＴがスイッチ部１３を備え、実施部をスイッチ部１３に備え、指示部
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をスイッチ部１３の例えば情報処理部やＣＰＵ等の演算処理可能な箇所に備える。その他
は第１の構成例と同様である。なお、本構成は、通信システム構成（１－１）～（３２－
２）のうちスイッチ部１３に演算処理可能な箇所を備える任意の構成に適用できる。
【０３２９】
（第２６の構成例）
　本構成では、ＯＬＴがスイッチ部１３を備え、実施部をスイッチ部１３に備え、指示部
をＯＬＴの例えば制御部１４や情報処理部やＣｏｎｔ版やＣＰＵ版等の演算処理可能な箇
所に備える。その他は第１の構成例と同様である。なお、本構成は、通信システム構成（
１－１）～（３２－２）のうちスイッチ部１３とＯＬＴに演算処理可能な箇所を備える任
意の構成に適用できる。なお、ＳＷ１３とＯＬＴの演算処理可能な箇所の両方に実施部及
び指示部が備わっていてもよい。
【０３３０】
（第２７の構成例）
　本構成では、ＯＬＴがスイッチ部１３を備え、実施部をスイッチ部１３に備え、指示部
をＯＬＴ外部の例えばセンタクラウドやローカルクラウドやエッジクラウドや単独の外部
サーバ１６や情報処理部やＮＥコントローラ等のＥＭＳ等の演算処理可能な箇所に備える
。その他は第１の構成例と同様である。なお、本構成は、通信システム構成（１－１）～
（３２－２）のうちスイッチ部１３とＯＬＴ外部に演算処理可能な箇所を備える任意の構
成に適用できる。なお、ＳＷ１３とＯＬＴ外部の演算処理可能な箇所の両方に実施部及び
指示部が備わっていてもよい。
【０３３１】
（第２８の構成例）
　本構成では、ＯＬＴがスイッチ部１３を備え、実施部をスイッチ部１３に備え、指示部
をＯＬＴ外部の主信号ネットワークの例えばプロキシ部１５等の演算処理可能な箇所に備
える。その他は第１の構成例と同様である。なお、本構成は、通信システム構成（１－１
）～（３２－２）のうちスイッチ部１３とＯＬＴ外部の主信号ネットワーク中に演算処理
可能な箇所を備える任意の構成に適用できる。なお、ＳＷ１３とＯＬＴ外部の主信号ネッ
トワーク中の演算処理可能な箇所の両方に実施部及び指示部が備わっていてもよい。
【０３３２】
（第２９の構成例）
　本構成では、実施部をＯＬＴの例えば制御部１４や情報処理部やＣｏｎｔ版やＣＰＵ版
等に備え、指示部を送受信部１１の例えば情報処理部やＣＰＵ版等の演算処理可能な箇所
に備える。その他は第１の構成例と同様である。なお、本構成は、通信システム構成（１
－１）～（３２－２）のうちＯＬＴの例えば制御部１４や情報処理部やＣｏｎｔ版やＣＰ
Ｕ版等と送受信部１１に演算処理可能な箇所を備える任意の構成に適用できる。なお、Ｏ
ＬＴの例えば制御部１４や情報処理部やＣｏｎｔ版やＣＰＵ版等とＴＲｘ１１の演算処理
可能な箇所の両方に実施部及び指示部が備わっていてもよい。
【０３３３】
（第３０の構成例）
　本構成では、ＯＬＴがスイッチ部１２を備え、実施部をＯＬＴの例えば制御部１４や情
報処理部やＣｏｎｔ版やＣＰＵ版等に備え、指示部をスイッチ部１２の情報処理部やＣＰ
Ｕ等の演算処理可能な箇所に備える。その他は第１の構成例と同様である。なお、本構成
は、通信システム構成（１－１）～（３２－２）のうちＯＬＴの例えば制御部１４や情報
処理部やＣｏｎｔ版やＣＰＵ版等とスイッチ部１２に演算処理可能な箇所を備える任意の
構成に適用できる。ＯＬＴの例えば制御部１４や情報処理部やＣｏｎｔ版やＣＰＵ版等と
ＳＷ１２の演算処理可能な箇所の両方に実施部及び指示部が備わっていてもよい。
【０３３４】
（第３１の構成例）
　本構成では、ＯＬＴがＯＳＵを備え、実施部をＯＬＴの例えば制御部１４や情報処理部
やＣｏｎｔ版やＣＰＵ版等に備え、指示部をＯＳＵの例えば情報処理部やＣＰＵ等の演算
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処理可能な箇所に備える。その他は第１の構成例と同様である。なお、本構成は、通信シ
ステム構成（１－１）～（３２－２）のうちＯＬＴの例えば制御部１４や情報処理部やＣ
ｏｎｔ版やＣＰＵ版等とＯＳＵに演算処理可能な箇所を備える任意の構成に適用できる。
なお、ＯＬＴの例えば制御部１４や情報処理部やＣｏｎｔ版やＣＰＵ版等とＯＳＵ２１の
演算処理可能な箇所の両方に実施部及び指示部が備わっていてもよい。
【０３３５】
（第３２の構成例）
　本構成では、ＯＬＴがスイッチ部１３を備え、実施部をＯＬＴの例えば制御部１４や情
報処理部やＣｏｎｔ版やＣＰＵ版等に備え、指示部をスイッチ部１３の情報処理部やＣＰ
Ｕ等の演算処理可能な箇所に備える。その他は第１の構成例と同様である。なお、本構成
は、通信システム構成（１－１）～（３２－２）のうちＯＬＴの例えば制御部１４や情報
処理部やＣｏｎｔ版やＣＰＵ版等とスイッチ部１３に演算処理可能な箇所を備える任意の
構成に適用できる。なお、ＯＬＴの例えば制御部１４や情報処理部やＣｏｎｔ版やＣＰＵ
版等とＳＷ１３の演算処理可能な箇所の両方に実施部及び指示部が備わっていてもよい。
【０３３６】
（第３３の構成例）
　本構成では、実施部をＯＬＴの例えば制御部１４や情報処理部やＣｏｎｔ版やＣＰＵ版
等に備え、指示部をＯＬＴの例えば制御部１４や情報処理部やＣｏｎｔ版やＣＰＵ版等の
演算処理可能な箇所に備える。実施部が指示部よりも主信号近傍に配置されることが応答
速度の観点から好ましいが、逆でもよい。その他は第１の構成例と同様である。なお、本
構成は、通信システム構成（１－１）～（３２－２）のうちＯＬＴの例えば制御部１４や
情報処理部やＣｏｎｔ版やＣＰＵ版等とＯＬＴに演算処理可能な箇所を備える構成に適用
できる。なお、ＯＬＴの例えば制御部１４や情報処理部やＣｏｎｔ版やＣＰＵ版等とＯＬ
Ｔの演算処理可能な箇所の両方に実施部及び指示部が備わっていてもよい。
【０３３７】
（第３４の構成例）
　本構成では、実施部をＯＬＴの例えば制御部１４や情報処理部やＣｏｎｔ版やＣＰＵ版
等に備え、指示部をＯＬＴ外部の例えばセンタクラウドやローカルクラウドやエッジクラ
ウドや単独の外部サーバ１６や情報処理部やＮＥコントローラ等のＥＭＳや情報処理部等
の演算処理可能な箇所に備える。その他は第１の構成例と同様である。なお、本構成は、
通信システム構成（１－１）～（３２－２）のうちＯＬＴの例えば制御部１４や情報処理
部やＣｏｎｔ版やＣＰＵ版等とＯＬＴ外部に演算処理可能な箇所を備える任意の構成に適
用できる。なお、ＯＬＴの例えば制御部１４や情報処理部やＣｏｎｔ版やＣＰＵ版等とＯ
ＬＴ外部の演算処理可能な箇所の両方に実施部及び指示部が備わっていてもよい。
【０３３８】
（第３５の構成例）
　本構成では、実施部をＯＬＴの例えば制御部１４や情報処理部やＣｏｎｔ版やＣＰＵ版
等に備え、指示部をＯＬＴ外部の主信号ネットワーク中の例えばプロキシ部１５等の演算
処理可能な箇所である。その他は第１の構成例と同様である。なお、本構成は通信システ
ム構成（１－１）～（３２－２）のうちＯＬＴの例えば制御部１４や情報処理部やＣｏｎ
ｔ版やＣＰＵ版等とＯＬＴ外部の主信号ネットワーク中に演算処理可能な箇所を備える任
意の構成に適用できる。なお、ＯＬＴの例えば制御部１４や情報処理部やＣｏｎｔ版やＣ
ＰＵ版等とＯＬＴ外部の主信号ネットワーク中の演算可能な箇所の両方に実施部及び指示
部が備わっていてもよい。
【０３３９】
（第３６の構成例）
　本構成では、実施部をＯＬＴ外部の例えばセンタクラウドやローカルクラウドやエッジ
クラウドや単独の外部サーバ１６や情報処理部やＮＥコントローラ等のＥＭＳ等に備え、
指示部を送受信部１１の例えば情報処理部やＣＰＵ等の演算処理可能な箇所に備える。そ
の他は第１の構成例と同様である。なお、本構成は、通信システム構成（１－１）～（３
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２－２）のうちＯＬＴ外部の例えばセンタクラウドやローカルクラウドやエッジクラウド
や単独の外部サーバ１６や情報処理部やＮＥコントローラ等のＥＭＳ等と送受信部１１に
演算処理可能な箇所を備える任意の構成に適用できる。なお、ＯＬＴ外部の例えばセンタ
クラウドやローカルクラウドやエッジクラウドや単独の外部サーバ１６や情報処理部やＮ
Ｅコントローラ等のＥＭＳ等とＴＲｘ１１の演算処理可能な箇所の両方に実施部及び指示
部が備わっていてもよい。
【０３４０】
（第３７の構成例）
　本構成では、実施部をＯＬＴ外部の例えばセンタクラウドやローカルクラウドやエッジ
クラウドや単独の外部サーバ１６やＮＥコントローラ等のＥＭＳや情報処理部等に備え、
指示部をスイッチ部１２の情報処理部やＣＰＵ等の演算処理可能な箇所に備える。その他
は第１の構成例と同様である。なお、本構成は、通信システム構成（１－１）～（３２－
２）のうちＯＬＴ外部の例えばセンタクラウドやローカルクラウドやエッジクラウドや単
独の外部サーバ１６や情報処理部やＮＥコントローラ等のＥＭＳ等とスイッチ部１２に演
算処理可能な箇所を備える任意の構成に適用できる。なお、ＯＬＴ外部の例えばセンタク
ラウドやローカルクラウドやエッジクラウドや単独の外部サーバ１６や情報処理部やＮＥ
コントローラ等のＥＭＳ等とＳＷ１２の演算処理可能な箇所の両方に実施部及び指示部が
備わっていてもよい。
【０３４１】
（第３８の構成例）
　本構成では、ＯＬＴがＯＳＵを備え、実施部をＯＬＴ外部の例えばセンタクラウドやロ
ーカルクラウドやエッジクラウドや単独の外部サーバ１６や情報処理部やＮＥコントロー
ラ等のＥＭＳ等に備え、指示部をＯＳＵの例えば情報処理部やＣＰＵ等の演算処理可能な
箇所に備える。その他は第１の構成例と同様である。なお、本構成は、通信システム構成
（１－１）～（３２－２）のうちＯＬＴ外部の例えばセンタクラウドやローカルクラウド
やエッジクラウドや単独の外部サーバ１６や情報処理部やＮＥコントローラ等のＥＭＳ等
とＯＳＵに演算処理可能な箇所を備える任意の構成に適用できる。なお、ＯＬＴ外部の例
えばセンタクラウドやローカルクラウドやエッジクラウドや単独の外部サーバ１６や情報
処理部やＮＥコントローラ等のＥＭＳ等とＯＳＵ２１の演算処理可能な箇所の両方に実施
部及び指示部が備わっていてもよい。
【０３４２】
（第３９の構成例）
　本構成では、ＯＬＴがスイッチ部１３を備え、実施部をＯＬＴ外部の例えばセンタクラ
ウドやローカルクラウドやエッジクラウドや単独の外部サーバ１６や情報処理部やＮＥコ
ントローラ等のＥＭＳ等に備え、指示部をスイッチ部１３の例えば情報処理部やＣＰＵ等
の演算処理可能な箇所に備える。その他は第１の構成例と同様である。なお、本構成は、
通信システム構成（１－１）～（３２－２）のうちＯＬＴ外部の例えばセンタクラウドや
ローカルクラウドやエッジクラウドや単独の外部サーバ１６や情報処理部やＮＥコントロ
ーラ等のＥＭＳ等とスイッチ部１３に演算処理可能な箇所を備える任意の構成に適用でき
る。なお、ＯＬＴ外部の例えばセンタクラウドやローカルクラウドやエッジクラウドや単
独の外部サーバ１６や情報処理部やＮＥコントローラ等のＥＭＳ等とＳＷ１３の演算処理
可能な箇所の両方に実施部及び指示部が備わっていてもよい。
【０３４３】
（第４０の構成例）
　本構成では、実施部をＯＬＴ外部の例えばセンタクラウドやローカルクラウドやエッジ
クラウドや単独の外部サーバ１６や情報処理部やＮＥコントローラ等のＥＭＳ等に備え、
指示部をＯＬＴの例えば制御部１４や情報処理部やＣｏｎｔ版やＣＰＵ版等の演算処理可
能な箇所に備える。その他は第１の構成例と同様である。
　なお、本構成は、通信システム構成（１－１）～（３２－２）のうちＯＬＴ外部の例え
ばセンタクラウドやローカルクラウドやエッジクラウドや単独の外部サーバ１６や情報処
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理部やＮＥコントローラ等のＥＭＳ等とＯＬＴに演算処理可能な箇所を備える任意の構成
に適用できる。なお、ＯＬＴ外部の例えばセンタクラウドやローカルクラウドやエッジク
ラウドや単独の外部サーバ１６や情報処理部やＮＥコントローラ等のＥＭＳ等とＯＬＴの
演算処理可能な箇所の両方に実施部及び指示部が備わっていてもよい。
【０３４４】
（第４１の構成例）
　本構成では、実施部をＯＬＴ外部の例えばセンタクラウドやローカルクラウドやエッジ
クラウドや単独の外部サーバ１６や情報処理部やＮＥコントローラ等のＥＭＳ等に備え、
指示部をＯＬＴ外部の例えばセンタクラウドやローカルクラウドやエッジクラウドや単独
の外部サーバ１６や情報処理部やＮＥコントローラ等のＥＭＳ等の演算処理可能な箇所に
備える。実施部が指示部よりもＯＬＴ近傍に配置されることが応答速度の観点から好まし
いが、逆でもよく、同位置の別サーバ上でもよく、同一サーバ上の別ＶＭ上でもよい。そ
の他は第１の構成例と同様である。なお、本構成は、通信システム構成（１－１）～（３
２－２）のうちＯＬＴ外部の例えばセンタクラウドやローカルクラウドやエッジクラウド
や単独の外部サーバ１６や情報処理部やＮＥコントローラ等のＥＭＳ等とＯＬＴ外部の例
えばセンタクラウドやローカルクラウドやエッジクラウドや単独の外部サーバ１６や情報
処理部やＮＥコントローラ等のＥＭＳ等に演算処理可能な箇所を備える任意の構成に適用
できる。
【０３４５】
（第４２の構成例）
　本構成では、実施部をＯＬＴ外部の例えばセンタクラウドやローカルクラウドやエッジ
クラウドや単独の外部サーバ１６や情報処理部やＮＥコントローラ等のＥＭＳ等に備え、
指示部をＯＬＴ外部の主信号ネットワーク中の例えばプロキシ部１５等の演算処理可能な
箇所に備える。その他は第１の構成例と同様である。なお、本構成は通信システム構成（
１－１）～（３２－２）のうちＯＬＴ外部の例えばセンタクラウドやローカルクラウドや
エッジクラウドや単独の外部サーバ１６や情報処理部やＮＥコントローラ等のＥＭＳ等と
ＯＬＴ外部の主信号ネットワーク中上に演算処理可能な箇所を備える任意の構成に適用で
きる。
【０３４６】
（第４３の構成例）
　本構成では、実施部をＯＬＴ外部の主信号ネットワーク中の例えばプロキシ部１５等に
備え、指示部を送受信部１１の例えば情報処理部やＣＰＵ等の演算処理可能な箇所に備え
る。その他は第１の構成例と同様である。なお、本構成は、通信システム構成（１－１）
～（３２－２）のうちＯＬＴ外部の主信号ネットワーク中の例えばプロキシ部１５等と送
受信部１１に演算処理可能な箇所を備える任意の構成に適用できる。なお、ＯＬＴ外部の
主信号ネットワーク中の例えばプロキシ部１５等とＴＲｘ１１の演算処理可能な箇所の両
方に実施部及び指示部が備わっていてもよい。
【０３４７】
（第４４の構成例）
　本構成では、ＯＬＴがスイッチ部１２を備え、実施部をＯＬＴ外部の主信号ネットワー
ク中の例えばプロキシ部１５等に備え、指示部をスイッチ部１２の例えば情報処理部やＣ
ＰＵ等の演算処理可能な箇所に備える。その他は第１の構成例と同様である。なお、本構
成は、通信システム構成（１－１）～（３２－２）のうちＯＬＴ外部の主信号ネットワー
ク中の例えばプロキシ部１５等にとスイッチ部１２に演算可能な箇所を備える任意の構成
に適用できる。なお、ＯＬＴ外部の主信号ネットワーク中の例えばプロキシ部１５等とＳ
Ｗ１２の演算処理可能な箇所の両方に実施部及び指示部が備わっていてもよい。
【０３４８】
（第４５の構成例）
　本構成では、ＯＬＴがＯＳＵを備え、実施部をＯＬＴ外部の主信号ネットワーク中の例
えばプロキシ部１５等に備え、指示部をＯＳＵの例えば情報処理部やＣＰＵ等の演算処理
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可能な箇所に備える。その他は第１の構成例と同様である。なお、本構成は、通信システ
ム構成（１－１）～（３２－２）のうちＯＬＴ外部の主信号ネットワーク中の例えばプロ
キシ部１５等とＯＳＵに演算処理可能な箇所を備える任意の構成に適用できる。なお、Ｏ
ＬＴ外部の主信号ネットワーク中の例えばプロキシ部１５等とＯＳＵ２１の演算処理可能
な箇所の両方に実施部及び指示部が備わっていてもよい。
【０３４９】
（第４６の構成例）
　本構成では、ＯＬＴがスイッチ部１３を備え、実施部をＯＬＴ外部の主信号ネットワー
ク中の例えばプロキシ部１５等に備え、指示部をスイッチ部１３の例えば情報処理部やＣ
ＰＵ等の演算処理可能な箇所に備える。その他は第１の構成例と同様である。なお、本構
成は、通信システム構成（１－１）～（３２－２）のうちＯＬＴ外部の主信号ネットワー
ク中の例えばプロキシ部１５等上とスイッチ部１３に演算処理可能な箇所を備える任意の
構成に適用できる。なお、ＯＬＴ外部の主信号ネットワーク中の例えばプロキシ部１５等
とＳＷ１３の演算処理可能な箇所の両方に実施部及び指示部が備わっていてもよい。
【０３５０】
（第４７の構成例）
　本構成では、実施部をＯＬＴ外部の主信号ネットワーク中の例えばプロキシ部１５等に
備え、指示部をＯＬＴの例えば制御部１４や情報処理部やＣｏｎｔ版やＣＰＵ版等の演算
処理可能な箇所に備える。その他は第１の構成例と同様である。なお、本構成は、通信シ
ステム構成（１－１）～（３２－２）のうちＯＬＴ外部の主信号ネットワーク中の例えば
プロキシ部１５等とＯＬＴに演算処理可能な箇所を備える構成に適用できる。なお、ＯＬ
Ｔ外部の主信号ネットワーク中の例えばプロキシ部１５等とＯＬＴに演算処理可能な箇所
の両方に実施部及び指示部が備わっていてもよい。
【０３５１】
（第４８の構成例）
　本構成では、実施部をＯＬＴ外部の主信号ネットワーク中の例えばプロキシ部１５等に
備え、指示部をＯＬＴ外部の例えばセンタクラウドやローカルクラウドやエッジクラウド
や単独の外部サーバ１６や情報処理部やＮＥコントローラ等のＥＭＳ等の演算処理可能な
箇所に備える。その他は第１の構成例と同様である。なお、本構成は、通信システム構成
（１－１）～（３２－２）のうちＯＬＴ外部の主信号ネットワーク中の例えばプロキシ部
１５等とＯＬＴ外部に演算処理可能な箇所を備える任意の構成に適用できる。なお、ＯＬ
Ｔ外部の主信号ネットワーク中の例えばプロキシ部１５等とＯＬＴ外部の演算処理可能な
箇所の両方に実施部及び指示部が備わっていてもよい。
【０３５２】
（第４９の構成例）
　本構成では、実施部をＯＬＴ外部の主信号ネットワーク中の例えばプロキシ部１５等に
備え、指示部をＯＬＴ外部の主信号ネットワーク中の例えばプロキシ部１５等の演算処理
可能な箇所に備える。実施部が指示部よりもＯＬＴ近傍に配置されることが応答速度の観
点から好ましいが、逆でもよく、同位置の別装置上でもよく、同一装置上の別ＶＭ上でも
よい。その他は第１の構成例と同様である。なお、本構成は通信システム構成（１－１）
～（３２－２）のうちＯＬＴ外部の主信号ネットワーク中の例えばプロキシ部１５等とＯ
ＬＴ外部の主信号ネットワーク中に演算処理可能な箇所を備える任意の構成に適用できる
。
【０３５３】
　なお、第１の構成から第４９の構成において、指示部の設定又はアルゴリズムを変更す
るためのインタフェースを備え、指示部のソフトウェアを変更できるとしてもよい。
【０３５４】
　また、第１の構成から第４９の構成において、指示部は装置の構成要素で、演算処理が
可能な一か所の構成要素上に配置したが、演算処理が可能な複数の構成要素装置上、例え
ば複数の情報処理部での処理により実現してもよい。
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【０３５５】
　以上示した通り、本実施形態は、少なくとも一部の機能モジュールと入出力ＩＦを定義
し、世代間で移植する機能を明確化して汎用性、移植性を確保することで過去の資産を活
用し、機器ベンダ間で汎用の機能を明確化することでベンダで共用可能とすることで二重
開発を回避し、開発コストや調達コストを低減する。更に、拡張機能を提供するための入
出力ＩＦを明確化して拡張性を担保することで独自機能の実現を容易化し、差異化サービ
スのタイムリーな提供を可能とする。
【０３５６】
　以上示した本実施形態に係る構成は、以下の実施形態でも同様であり、適宜組み合わせ
てもよい。例えば、図１では、本システムが、実施部の構成がＴＲｘ１１及びスイッチ部
１２、１３のみの場合を例示するが、ＴＲｘ１１及びスイッチ部１２、１３以外の箇所、
それ以外の場所、ＰＯＮの終端する箇所や、制御部１４を実施部としてもよい。
【０３５７】
（実施形態１－２）
　実施形態１－１ではＴＷＤＭ－ＰＯＮに用いられる構成を例示したが、ＴＤＭ－ＰＯＮ
に適用してもよい。ＴＤＭ－ＰＯＮでは、λ設定切替（ＤＷＡ）のようなＯＮＵの間のＯ
ＮＵ－ＯＬＴのＰＯＮ区間の波長リソースを波長分割多重するに要する機能を備えていな
くてもよいことを除けば実施形態１－１と同様である。
【０３５８】
（実施形態１－３）
　実施形態１－１ではＴＷＤＭ－ＰＯＮに用いられる構成を例示したが、ＷＤＭ－ＰＯＮ
に適用してもよい。ＷＤＭ－ＰＯＮでは、ＤＢＡのようなＯＮＵの間のＯＮＵ－ＯＬＴの
ＰＯＮ区間の帯域リソースを時分割多重する機能を備えていなくてもよいことを除けば実
施形態１－１と同様である。
【０３５９】
（実施形態１－４）
　実施形態１－１ではＴＷＤＭ－ＰＯＮに用いられる構成を例示したが、波長と時間以外
のリソースを共用するＰＯＮに適用してもよい。例えば１波長の電気の周波数リソースを
分割多重するＯＦＤＭ－ＰＯＮ、１波長の電気の周波数リソースを分割多重するＳＣＭ－
ＰＯＮ、符号で分割多重するＣＤＭ－ＰＯＮに適用してもよいし、芯線多重を併用しても
よい。ＴＷＤＭ－ＰＯＮの波長リソースを波長分割多重する機能に対応する機能を、それ
ぞれの多重するリソースに分割多重するに要する機能に対応する機能に読み替えれば同様
である。
【０３６０】
（実施形態２）
　図３に、実施形態２の通信装置のアーキテクチャの一例を示す。本実施形態に係る通信
装置は、ミドルウェア１２０の配下に機器依存アプリ１６０を備える。機器依存アプリ１
６０を備える以外は実施形態１と同様である。機器依存アプリ１６０を備えることで、ミ
ドルウェア１２０の構成を簡易化できる効果がある。ミドルウェア１２０と機器依存アプ
リ１６０は機器依存ＡＰＩ２３で接続される。機器依存アプリ１６０とＯＡＭ１１４及び
ソフトウェア１１３は機器依存ＡＰＩ２４で接続される。機器無依存アプリ１３０同士（
例えば拡張機能Ａ１３１－１と基本機能１３２）は必要に応じてミドルウェア１２０を介
して接続される。図３ではＥＭＳ１４０と他装置１５０がミドルウェア１２０に接続して
いる。ただし、ＥＭＳ１４０及び他装置１５０は必ずしもミドルウェア１２０に接続して
いる必要は無い。ＥＭＳ１４０及び他装置１５０は、必要に応じてミドルウェア１２０に
適宜接続していればよい。また「ミドルウェア１２０経由で接続」と表現しているが、こ
の表現は機器無依存アプリ１３０から見た視点での表現である。実際には、ハードウェア
での接続の後にミドルウェア１２０を介して機能無依存アプリ同士が接続している。
【０３６１】
　図３に示すように、下から機器依存部１１０として準拠する標準や製造ベンダに依存す
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るハードウェア、ハードウェアを駆動するドライバ・ファームウェア等の機器依存部１１
０のソフトウェア１１３、機器依存部１１０のハードウェアやソフトウェア等の少なくと
も一部を駆動する機器依存アプリ１６０、ハードウェアや機器依存アプリ１６０の違いを
隠蔽するミドルウェア１２０、機器に依存しない汎用の機器無依存アプリ１３０とを備え
る。
【０３６２】
　機器無依存アプリ１３０は、例えば、ＥＭＳ１４０からの通信をミドルウェア１２０を
介して受ける管理・制御エージェント１３３と、基本機能１３２と、拡張機能Ａ１３１－
１、拡張機能Ｂ１３１－２、拡張機能Ｃ１３１－３である。しかし、機器無依存アプリ１
３０は、これらのすべてを含まなくてもよいし、これ以上含んでいてもよい。例えば、拡
張機能が不要である時は、拡張機能Ａ１３１－１、拡張機能Ｂ１３１－２、拡張機能Ｃ１
３１－３はなくてよい。また、拡張機能は、追加又は削除が可能であることが好ましい。
例えば、サービス上の要求に合わせて、例えばマルチキャストサービス、省電力対応を拡
張機能とする場合、その拡張機能が必要になった時に適宜追加してもよい。
【０３６３】
　基本機能１３２は、拡張機能の一部として含まれてもよいし、ミドルウェア１２０下位
で代替されてもよい。拡張機能が基本機能１３２を含む場合や、ミドルウェア１２０下位
が基本機能１３２を代替する場合や、それらの組み合わせである場合、機器無依存アプリ
１３０は基本機能１３２を含まなくてもよい。また、基本機能１３２の一部もミドルウェ
ア１２０下位の機器依存アプリで代替してもよい。ミドルウェア１２０を介してＥＭＳ１
４０からの通信を受けずに、予めの設定に従って自動設定する場合は管理・制御エージェ
ント１３３はミドルウェア１２０を介してＥＭＳ１４０と入出力しなくてよい。更に、管
理設定機能を管理・制御エージェント１３３が備えず他の機器無依存アプリ１３０や基本
機能１３２や機器依存部１１０が備える場合は、管理・制御エージェント１３３も備えな
くてもよい。逆にＥＭＳ１４０はミドルウェア１２０を介して各機能無依存アプリと直接
入出力してもよい。ミドルウェア１２０下位が基本機能１３２のすべてを代替する場合は
、機器無依存アプリ１３０が基本機能１３２を備えないアーキテクチャとなる。
【０３６４】
　機器依存アプリ１６０は、管理・制御エージェント１３３からミドルウェア１２０を介
して入出力してもよいし、ＥＭＳ１４０と直接入出力してもよい。ミドルウェア１２０を
介してＥＭＳ１４０からの通信を受けずに、予めの設定に従って自動設定し、機器依存ア
プリ１６０をミドルウェア１２０を介して管理制御する場合は、管理・制御エージェント
１３３を備えなくてもよい。
【０３６５】
　機器無依存アプリ１３０は、ミドルウェア１２０を介して少なくとも機器依存部１１０
のハードウェア又はソフトウェア１１３と入出力する。機器無依存アプリ１３０は、必要
に応じてミドルウェア１２０を介して、相互に入出力する。特に、機器無依存アプリ１３
０は、ＥＭＳ１４０からの入出力に応じた制御・管理する場合は、ＥＭＳ１４０からの通
信を受ける管理・制御エージェント１３３と入出力する。
【０３６６】
　ＮＥ管理・制御部は、ミドルウェア１２０を介して管理・制御エージェント１３３とＮ
Ｅ管理・制御情報を入出力する。ＮＥ管理・制御部は、ミドルウェア１２０を介さずに、
ＥＭＳ１４０と直接ＮＥ管理・制御情報をやり取りしてもよい。また、機器依存アプリ１
６０は、管理・制御エージェント１３３とＮＥ管理・制御情報を入出力している。機器依
存アプリ１６０は、管理・制御エージェント１３３を介さずに、ＥＭＳ１４０と直接やり
取りしてもよい。
【０３６７】
　機器無依存アプリ１３０は、図１に示すアーキテクチャと同様に、機器のベンダに依ら
ず、機器の世代の差異に依らずに動作するアプリであるが、拡張機能のアプリとして、機
器無依存ＡＰＩ２１を介して、一部の機器に備える機能を駆動するためのアプリや、一部
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の世代の装置のみに備える機能を駆動するアプリを含んでいてもよい。
【０３６８】
　管理・制御エージェント１３３は、ＥＭＳ１４０、ミドルウェア１２０及び機器依存ア
プリ１６０と入出力する。ミドルウェア１２０は、ＮＥ管理・制御部とＮＥ管理・制御情
報を入出力する。ＮＥ管理・制御部は、ミドルウェア１２０を介さずに、ＮＥ管理・制御
情報をＥＭＳ１４０と直接やり取りしてもよい。ミドルウェア１２０は、機器無依存アプ
リ１３０と機器無依存ＡＰＩ２１を介して入出力し、機器依存部１１０のＯＡＭやドライ
バやファームウェアやハードウェアと機器無依存ＡＰＩ２１を介して入出力する。
【０３６９】
　ミドルウェア１２０は、図１に示すアーキテクチャと同様に、そのまま又は所定の形式
で入力する。
【０３７０】
　機器無依存ＡＰＩ２１は、図１に示すアーキテクチャと同様に、後から追加する拡張機
能を想定して、予めミドルウェア１２０に備えることが望ましいが、必要に応じて、機器
依存ＡＰＩ２３や他の機器無依存アプリ１３０の改変を抑制する形で追加・削除してもよ
い。
【０３７１】
　なお、図２の構成は、図１に示すアーキテクチャと同様に、ＯＮＵであってもよく、Ｔ
ＷＤＭ－ＰＯＮ以外のＩＴＵ－Ｔ勧告準拠のＰＯＮのＯＬＴ又はＯＮＵのいずれかであっ
てもよいし、ＧＥ－ＰＯＮ、１０ＧＥ－ＰＯＮ等のＩＥＥＥ規格準拠のＰＯＮであっても
よく、ＴＣレイヤやＰＭＤレイヤは対応する層に読み替えれば同様である。
　図３の構成を具体化した例を図２５、２６、２７、２８に示す。図３の機器無依存アプ
リ１３０がＤＢＡアルゴリズム、ＤＷＡアルゴリズム、設定管理アプリ等のＦＡＳＡアプ
リケーションに該当し、ミドルウェア以下がＦＡＳＡ高速ＡＰＩやＦＡＳＡ低速ＡＰＩ以
下の部分又はハードウェアを駆動するドライバ等以下に該当する。ＡＰＩはＦＡＳＡ高速
ＡＰＩやＦＡＳＡ低速ＡＰＩで例示しているがそれらに限らないし、構成も異なっていて
よい。なお図では、ＨＷ（ハードウェア）依存ドライバおよびアダプテーション層を含ん
でいるが、ＦＡＳＡ高速ＡＰＩやＦＡＳＡ低速ＡＰＩで直接ドライバを駆動できれば不要
であり図１の構成に近づく。図１や図３の機器無依存アプリ１３０をＦＡＳＡアプリケー
ションに、機器無依存ＡＰＩ以下のミドルウェア１２０と機器依存部１１０をＦＡＳＡ基
盤としてを用いて書き換えた例が図２８である。この図では、ＦＡＳＡアプリケーション
、ＦＡＳＡ高速ＡＰＩやＦＡＳＡ低速ＡＰＩ等のＦＡＳＡ－ＡＰＩ、及び図２５、２６、
２７、２８のＦＡＳＡ高速ＡＰＩやＦＡＳＡ低速ＡＰＩ等のＦＡＳＡ－ＡＰＩ以下の部分
に相当するＦＡＳＡ基盤で示している。
　図３の構成を具体化した例を図３４、３５、３６、３７に示す。図３の機器無依存アプ
リ１３０がＤＢＡアルゴリズム、ＤＷＡアルゴリズム、設定管理アプリ等のＦＡＳＡアプ
リケーションに該当し、ＦＡＳＡアプリケーションＡＰＩ用ミドルウェア以下がＦＡＳＡ
アプリケーションＡＰＩ以下の部分又はハードウェアを駆動するドライバ等以下に該当す
る。
　図３４は、ＮＧ－ＰＯＮ２　ＯＬＴを例にとったＦＡＳＡに基づくアクセスネットワー
ク装置の構成例である。図は、ＦＡＳＡ基盤を複数のハードウェア（ＮＧ－ＰＯＮ２ボッ
クス、ホワイトボックススイッチ)で構成した例を示している。ＮＧ－ＰＯＮ２ボックス
とホワイトボックススイッチとは、Ｅｔｈｅｒｎｅｔ等の標準的なプロトコルで接続した
。機能の追加や入替は、ＦＡＳＡ基盤のＦＡＳＡアプリケーションＡＰＩ上へのＦＡＳＡ
アプリケーションの追加や入替により行う。ＦＡＳＡアプリケーションＡＰＩ用ミドルウ
ェアは、ベンダや方式の差異によるハードウェア及びソフトウェアの違いを吸収し、ＦＡ
ＳＡアプリケーションＡＰＩを提供するためのソフトウェアである。
　ＡＰＩはＦＡＳＡアプリケーションＡＰＩで例示しているがそれらに限らないし、構成
も異なっていてよい。なお図では、ＨＷ（ハードウェア）依存ドライバ、チップ依存SDK
およびFASAアプリケーション用ミドルウェアにアダプテーション層を含んでいるが、ＦＡ
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ＳＡアプリケーションＡＰＩで直接ドライバを駆動できればアダプテーション層は不要で
あり図１の構成に近づく。図１や図３の機器無依存アプリ１３０をＦＡＳＡアプリケーシ
ョンに、機器無依存ＡＰＩ以下のＦＡＳＡアプリケーションＡＰＩ用ミドルウェア１２０
と機器依存部１１０をＦＡＳＡ基盤としてを用いて書き換えた例が図３７に示される構成
例である。この図では、ＦＡＳＡアプリケーション、ＦＡＳＡアプリケーションＡＰＩ、
及び図３４、３５、３６、３７のＦＡＳＡアプリケーションＡＰＩ以下の部分に相当する
ＦＡＳＡ基盤で示している。
　図３７は、ＦＡＳＡのユースケースとして、ＦＡＳＡアプリケーション入替による独自
仕様の入替イメージである。ＦＡＳＡアプリケーション入替による通信事業者独自仕様の
実現を示す。この例では、通信事業者毎に使い方の異なる機能に対応するために、全ての
組み合わせを予め実装しておくのではなく、必要に応じて、ＦＡＳＡアプリケーション入
替によって所望の機能を備えたアクセスネットワーク装置を提供する。例えば、省電力化
及びプロテクションである。プロテクションであれば、通信事業者要件として、アクセス
システムに対しても高い可用性が必要となる。例えば、アクセスネットワーク装置のソフ
トウェア更新や処理性能が向上した後継ハードウェアへ移行する際も、サービス停止なく
移行する必要があるため、プロテクション機能が重要となる。通信事業者毎に、異なる方
式や異なるポリシーでプロテクションを行うことが想定されるため、ＦＡＳＡではプロテ
クション用ＡＰＩを規定する。
　ＦＡＳＡのユースケースとして、ＦＡＳＡアプリケーション入替によるマルチサービス
収容が考えられる。ＰＯＮシステムを用いて、モバイル、マス、ビジネス等のマルチサー
ビスを効率的に提供するための例である。これらのサービス毎の要求条件は大きく異なっ
ている。特に、モバイルフロントホール（ＭＦＨ）の主信号に対する最大許容遅延は、例
えば従来のインタネットアクセスサービスに比べ厳しく規定されている。ＦＡＳＡアプリ
ケーションを入替することで、モバイル、マス、ビジネス等の要求条件が大きく異なるサ
ービスをＰＯＮシステムに収容する。その代表的な例の一つとしてＤＢＡがある。ＰＯＮ
の上りの帯域を割当するＤＢＡは、厳しい遅延規定を満たす必要がある。ＦＡＳＡにおい
て、ＦＡＳＡアプリケーション入替により、各サービスに応じたＤＢＡを提供する。
【０３７２】
（実施形態３）
　図４に、実施形態３の通信装置のアーキテクチャの一例を示す。本実施形態は、実施形
態１で説明したミドルウェア１２０の代わりに、基本機能１３２がハードや拡張機能との
やり取りを行う。すなわち、基本機能１３２は、機器依存部１１０と機器無依存アプリ１
３０とを接続するインタフェースとして機能する。また、基本機能１３２は、機器無依存
アプリ１３０に含まれる機能同士（例えば拡張機能Ａ１３１－１及び拡張機能Ｂ１３１－
２）を接続するインタフェースとしても機能する。そのほかの機器無依存アプリ１３０は
実施形態１と同様である。実施形態１と比べて、機器依存ＡＰＩ２４を備えるミドルウェ
ア１２０を準拠する規格、世代、方式、システム、機器種別、製造ベンダの少なくともい
ずれかが異なる機器毎に作成する必要がないため、機器間世代間でより多くの機能を汎用
化して移植し易く、接続性の検証も容易で、機器の機能が堅牢となる効果がある。基本機
能１３２と各拡張機能は機器無依存ＡＰＩ２２で接続され、基本機能１３２と機器依存部
１１０は機器無依存ＡＰＩ２７で接続される。機器無依存アプリ１３０の拡張機能同士（
例えば拡張機能Ａ１３１－１と拡張機能Ｂ１３１－２）は必要に応じて基本機能１３２を
介して接続される。図４ではＥＭＳ１４０と他装置１５０が基本機能１３２に接続してい
る。ただし、ＥＭＳ１４０及び他装置１５０は必ずしも基本機能１３２に接続している必
要は無い。ＥＭＳ１４０及び他装置１５０は、必要に応じて基本機能１３２に適宜接続し
ていればよい。また「基本機能１３２経由で接続」と表現しているが、この表現は機器無
依存アプリ１３０から見た視点での表現である。実際には、ハードウェアでの接続の後に
基本機能１３２を介して機能無依存アプリの拡張機能同士が接続している。
【０３７３】
　図に示すように、下から機器依存部１１０、機器無依存アプリ１３０から構成される。
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機器依存部１１０は、準拠する標準や機器製造ベンダ等に依存するハードウェアやハード
ウェアを駆動するドライバ・ファームウェア等のソフトウェアからなる。ドライバ等は機
器依存部１１０の違いを隠蔽する。機器無依存アプリ１３０は、移植用ＩＦ（機器無依存
ＡＰＩ２７）と機器依存部１１０のハードウェアやソフトウェア１１３の違いを隠蔽する
ドライバとを介して機器依存部１１０と接続する。機器に依存しない汎用の機器無依存ア
プリ１３０とを備える。機器無依存アプリ１３０は、ハードウェアや機器依存ソフトウェ
アの違いを隠蔽するドライバを介して、ハードウェアや機器依存ソフトウェアとデータを
入出力する。
【０３７４】
　機器無依存アプリ１３０の内の基本機能１３２が、ミドルウェア１２０の代わりに、ハ
ードウェア等の機器依存部分と、拡張機能とのやり取りを行う。基本機能１３２の中に、
ＥＭＳ１４０からの通信を受ける管理・制御エージェント１３３相当を含んでいてもよい
し、拡張機能として管理・制御エージェント１３３を備えてもよい。基本機能１３２は、
他の機器無依存アプリ１３０と機器無依存ＡＰＩ２２を介して入出力し、機器依存部１１
０のＯＡＭやドライバやファームウェアやハードウェアと機器無依存ＡＰＩ２７と機器依
存部１１０のドライバを介して入出力する。
【０３７５】
　基本機能１３２は、図１に示すミドルウェア１２０と同様に、そのまま又は所定の形式
で入力する。例えば、機器無依存アプリ１３０であれば、それぞれに入力する形式の機器
無依存ＡＰＩ２２の形式に変換し、機器依存部１１０のＯＡＭやドライバやファームウェ
アやハードウェアであれば、それぞれに入力する形式の機器無依存ＡＰＩ２７の形式に変
換し、又は終端して所定の処理を施して入力する。入力の際に、それぞれの入力先に不要
な入力情報は削除し、不足の情報があれば、他の機器無依存ＡＰＩ２２や機器無依存ＡＰ
Ｉ２７を介して収集して補足することが望ましいが、入力を、ブロードキャスト又はマル
チキャストして、関連するアプリ等に同報することとしてもよい。
【０３７６】
　機器無依存アプリ１３０は、例えば、基本機能１３２、拡張機能Ａ１３１－１、拡張機
能Ｂ１３１－２、拡張機能Ｃ１３１－３である。しかし、機器無依存アプリ１３０は、こ
れらのすべてを含まなくてもよいし、これ以上含んでいてもよい。例えば、拡張機能が不
要である時は、拡張機能Ａ１３１－１、拡張機能Ｂ１３１－２、拡張機能Ｃ１３１－３は
なくてよい。また、拡張機能は、他の機能に影響を与えることなく独立に追加又は削除又
は入替または変更が可能であることが好ましい。例えば、サービス上の要求に合わせて、
例えばマルチキャストサービス、省電力対応を拡張機能とする場合、その拡張機能が必要
になった時に適宜追加し、不要となった時に適宜削除し、変更に応じて入替または変更す
るとしてもよい。
【０３７７】
　ＥＭＳ１４０からの通信を受けずに、予めの設定に従って自動設定する場合は、基本機
能１３２は、管理・制御エージェント１３３又は管理・制御エージェント１３３相当を備
えなくてもよい。機器無依存アプリ１３０の拡張機能は基本機能１３２を介して少なくと
も機器無依存ＡＰＩ２２を介して入出力する。機器無依存アプリ１３０は必要に応じて基
本機能１３２を介して、相互に入出力する。特に、ＥＭＳ１４０からの通信を受ける管理
・制御エージェント１３３が拡張機能である場合は、管理・制御エージェント１３３と基
本機能１３２を介して入出力する。管理・制御エージェント１３３は、ＮＥ管理・制御（
不図示）と基本機能１３２を介してＮＥ管理・制御情報を入出力してもよいし、入出力せ
ずに、ＮＥ管理・制御（不図示）とＥＭＳ１４０が直接そのまま又は変換を介してやり取
りしてもよい。
【０３７８】
　機器無依存アプリ１３０は、図１に示すアーキテクチャと同様に、機器ベンダに依らず
、機器の世代の差異に依らずに動作するアプリであるが、拡張機能のアプリとして、機器
無依存ＡＰＩ２２を介して、一部の機器に備える機能を駆動するためのアプリや、一部の
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世代の装置のみに備える機能を駆動するアプリを含んでいてもよい。
【０３７９】
　機器無依存ＡＰＩ２２は、後から追加する拡張機能を想定して、予め基本機能１３２に
備えることが望ましいが、必要に応じて、機器無依存ＡＰＩ２２および２７や他の機器無
依存アプリ１３０の改変を抑制する形で追加・削除してもよい。
【０３８０】
　なお、図３の構成は、図１に示すアーキテクチャと同様に、ＯＮＵであってもよく、Ｔ
ＷＤＭ－ＰＯＮ以外のＩＴＵ－Ｔ勧告準拠のＰＯＮのＯＬＴ又はＯＮＵのいずれかであっ
てもよいし、ＧＥ－ＰＯＮ、１０ＧＥ－ＰＯＮ等のＩＥＥＥ規格準拠のＰＯＮであっても
よく、ＴＣレイヤやＰＭＤレイヤは対応する層に読み替えれば同様である。
【０３８１】
　本実施例と従来例の比較を図６に示す。図の左が従来であり右が実施例３である。従来
例ではキャリア／サービス別拡張機能（独自機能）は基本システムとの間のインタフェー
スが不明確な個別の実装である。このため、ファームウェア／ソフトウェアは装置毎に異
なり、更にキャリア／サービス別拡張機能を削除／追加／入替しようとすると、ファーム
ウェア／ソフトウェアの作り直しがシステム毎に必要であった。また、本実施例では基本
システム（主にその中の基本機能１３２）にキャリア／サービス別拡張機能を実装するた
めの拡張用インタフェース（ＩＦ）を備えることで、キャリア／サービス別拡張機能（独
自機能）を容易に削除／追加／入替可能となる。更に、基本システム中の基本機能１３２
と機器依存部１１０の間に機器依存を隠蔽した移植用インタフェース（ＩＦ）を備えるこ
とで、基本機能１３２と更にその上のキャリア／サービス別拡張機能（独自機能）を異な
る危機の間で共通化することが可能となる。
【０３８２】
（実施形態４）
　図５に、実施形態４の通信装置のアーキテクチャの一例を示す。本実施形態と実施形態
３との違いは、基本機能１３２の配下に機器依存アプリ１６０があるところにある。機器
依存アプリ１６０を備えることで、基本機能１３２の構成を簡易化できる効果がある。
【０３８３】
　図に示すように、下から機器依存部１１０として準拠する標準や機器製造ベンダに依存
するハードウェア、ハードウェアを駆動するドライバ・ファーム等のソフトウェア、機器
依存部１１０の少なくとも一部のハードウェア又は少なくとも一部のソフトウェアを駆動
する機器依存アプリ１６０、移植用ＩＦと機器依存部１１０のハードウェアやソフトウェ
ア１１３の違いを隠蔽するドライバとを介し又は移植用ＩＦと機器依存アプリ１６０とを
介して機器に依存せずに汎用の機器無依存アプリ１３０を備える。基本機能１３２と機器
依存アプリ１６０は機器無依存ＡＰＩ２７で接続され、機器依存アプリ１６０と機器依存
部１１０は機器依存ＡＰＩ２４で接続される。機器無依存アプリ１３０の拡張機能同士（
例えば拡張機能Ａ１３１－１と拡張機能Ｂ１３１－２）は必要に応じて基本機能１３２を
介して接続される。図５ではＥＭＳ１４０と他装置１５０が基本機能１３２に接続してい
る。ただし、ＥＭＳ１４０及び他装置１５０は必ずしも基本機能１３２に接続している必
要は無い。ＥＭＳ１４０及び他装置１５０は、必要に応じて基本機能１３２に適宜接続し
ていればよい。また「基本機能１３２経由で接続」と表現しているが、この表現は機器無
依存アプリ１３０から見た視点での表現である。実際には、ハードウェアでの接続の後に
基本機能１３２を介して機能無依存アプリの拡張機能同士が接続している。
【０３８４】
　機器無依存アプリ１３０の内の基本機能１３２が、ミドルウェア１２０の代わりに、基
本機能１３２がハード、拡張機能とのやり取りを行う。基本機能１３２の中に、ＥＭＳ１
４０からの通信を受ける管理・制御エージェント１３３相当を含んでいてもよいし、拡張
機能として管理・制御エージェント１３３を備えてもよい。基本機能１３２は、他の機器
無依存アプリ１３０と機器無依存ＡＰＩ２２（拡張用ＩＦ）を介して入出力し、機器依存
部１１０のＯＡＭやドライバやファームウェアやハードウェアと機器無依存ＡＰＩ２７（
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移植用ＩＦ）と機器依存部１１０の差異を隠蔽する機器依存部１１０のドライバ又は機器
依存アプリ１６０と機器依存ＡＰＩ２４を介して入出力する。
【０３８５】
　基本機能１３２は、図１に示すミドルウェア１２０と同様に、そのまま又は所定の形式
で入力する。例えば、他の機器無依存アプリ１３０であれば、それぞれに入力する形式の
機器無依存ＡＰＩ２２の形式に変換し、機器依存部１１０のＯＡＭやドライバやファーム
ウェアやハードウェアであれば、それぞれに入力する形式の機器無依存ＡＰＩ２７の形式
に変換し、又は終端して所定の処理を施して入力する。入力の際に、それぞれの入力先に
不要な入力情報は削除し、不足の情報があれば、他の機器無依存ＡＰＩ２２や２７や機器
依存ＡＰＩ２４を介して収集して補足することが望ましいが、入力を、ブロードキャスト
又はマルチキャストして、関連するアプリ等に同報することとしてもよい。
【０３８６】
　機器無依存アプリ１３０は、例えば、基本機能１３２、拡張機能Ａ１３１－１、拡張機
能Ｂ１３１－２、拡張機能Ｃ１３１－３である。しかし、機器無依存アプリ１３０は、こ
れらのすべてを含まなくてもよいし、これ以上含んでいてもよい。例えば、拡張機能が不
要である時は、拡張機能Ａ１３１－１、拡張機能Ｂ１３１－２、拡張機能Ｃ１３１－３は
なくてよい。また、拡張機能は、互いに独立に他の機能に影響を与えずに、追加又は削除
又は入替または変更が可能であることが好ましい。例えば、サービス上の要求に合わせて
、例えばマルチキャストサービス、省電力対応を拡張機能とする場合、その拡張機能が必
要になった時に適宜追加してもよいし、不要になった時に削除してもよいし、変更が必要
な時に入替又は変更してもよい。
【０３８７】
　基本機能１３２の一部は、機器依存アプリ１６０で代替してもよい。ＥＭＳ１４０から
の通信を受けずに、予めの設定に従って自動設定する場合は、基本機能１３２は、管理・
制御エージェント１３３又は管理・制御エージェント１３３相当を備えなくてもよい。機
器無依存アプリ１３０の拡張機能は基本機能１３２を介して少なくとも機器依存ＡＰＩ２
４を介して入出力する。機器無依存アプリ１３０は必要に応じて基本機能１３２を介して
、相互に入出力する。特に、ＥＭＳ１４０からの通信を受ける管理・制御エージェント１
３３が拡張機能である場合は、管理・制御エージェント１３３と入出力する。管理・制御
エージェント１３３は、ＮＥ管理・制御（不図示）とＮＥ管理・制御情報を入出力しても
よいし、入出力せずに、ＮＥ管理・制御（不図示）とＥＭＳ１４０が直接そのまま又は変
換を介してやり取りしてもよい。
【０３８８】
　機器無依存アプリ１３０は、図１に示すアーキテクチャと同様に、機器ベンダに依らず
、機器の世代に依らずに動作するアプリであるが、拡張機能のアプリとして、機器無依存
ＡＰＩ２２を介して、一部の機器ベンダに備える機能を駆動するためのアプリや、一部の
世代の装置のみに備える機能を駆動するアプリを含んでいてもよい。
【０３８９】
　機器無依存ＡＰＩ２２は、後から追加する拡張機能を想定して、予め基本機能１３２に
備えることが望ましいが、必要に応じて、機器無依存ＡＰＩ２２、２７や他の機器無依存
アプリ１３０や機器依存アプリ１６０や機器依存ＡＰＩ２４の改変を抑制する形で追加・
削除してもよい。
【０３９０】
　以上のように構成された構成では、ミドルウェア又は基本機能のインタフェースを介し
て通信が行われる。このような構成により、アプリ間の依存関係を削減可能である。例え
ば、ミドルウェアを介さずにアプリ間で独自インタフェースにより通信をする場合を想定
する。例えばシステムＡでＤＢＡアプリＡ及びＤＷＡアプリＡが、システムＢでＤＢＡア
プリＢ及びＤＷＡアプリＢが、それぞれ独自インタフェースにより通信をしているとする
。この場合、通信をする一方のアプリの入れ替え（例えば、システムＡにＤＢＡアプリＡ
とＤＷＡアプリＢの組を設ける、又は、システムＡにＤＢＡアプリＢとＤＷＡアプリＡを
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設ける）を行うと、ＤＢＡアプリとＤＷＡアプリとの間の通信の可否や動作の可否が不明
である。このように、独自インタフェースが設けられるとその分だけ依存関係が強くなり
可換性が劣化する。これに対して、アプリ間の通信もミドルウェア又は基本機能の共通の
インタフェースを介して行うことにより、独自インタフェースによる可換性の劣化を抑制
することができる。さらに、アプリ間の通信経路をミドルウェア又は基本機能以外に別途
設定しないとアプリ間のやり取りができないという課題も解決できる。
　なお、図３の構成は、図１に示すアーキテクチャと同様に、ＯＮＵであってもよく、Ｔ
ＷＤＭ－ＰＯＮ以外のＩＴＵ－Ｔ勧告準拠のＰＯＮのＯＬＴ又はＯＮＵのいずれかであっ
てもよいし、ＧＥ－ＰＯＮ、１０ＧＥ－ＰＯＮ等のＩＥＥＥ規格準拠のＰＯＮであっても
よく、ＴＣレイヤやＰＭＤレイヤは対応する層に読み替えれば同様である。
　上述したＥＭＳは、ＯＬＴを外部から制御するコントローラの一具体例に過ぎない。Ｅ
ＭＳに代えて、ＯＳＳ、オペレーションシステム等のようにＯＬＴを外部から制御する他
の構成が用いられてもよい。
【産業上の利用可能性】
【０３９１】
　本発明は情報通信産業に適用することができる。
【符号の説明】
【０３９２】
１１：送受信部
１２、１３：スイッチ部
１４：制御部
１５：プロキシ部
１６：外部サーバ
２１、２２、２７：機器無依存ＡＰＩ
２３、２４、２５：機器依存ＡＰＩ
【図１】 【図２】
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【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】
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【図１５】 【図１６】

【図１７】 【図１８】
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【図１９】 【図２０】

【図２１】 【図２２】
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【図２３】 【図２４】

【図２５】 【図２６】
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【図２７】 【図２８】

【図２９】 【図３０】
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【図３１】 【図３２Ａ】

【図３２Ｂ】 【図３２Ｃ】
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【図３３】 【図３４】

【図３５】 【図３６】
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【図３７】 【図３８】
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